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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計画

（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、文化観光スポーツ部会に

おける調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 文化観光スポーツ部会の概要

⑴ 文化観光スポーツ部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、文化観光スポーツ部会

は「観光・リゾート産業、文化、スポーツ、交流等に関すること」を所掌

することとされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 文化観光スポーツ部会の調査審議箇所について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

のうち、文化観光スポーツ部会における調査審議箇所については、次のと

おりである。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第２章 沖縄振興の現状と課題

２ これまでの沖縄振興の分野別検証

⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築

イ 文化

(ｱ) 伝統文化の保全・継承及び文化の創造

ｂ 文化芸術の振興

ｃ 文化施設の整備

⑵ 強くしなやかな自立型経済の構築

イ 交流

(ｱ) 世界との交流ネットワークの形成

ａ 国際交流の推進

ｂ 国際交流拠点形成のための基盤整備

(ｲ) 国際協力・貢献活動の推進

ａ 国際協力・貢献活動の推進、平和の発進

ウ 観光産業振興

(ｱ) 世界水準の観光リゾート地の形成

ａ 入域観光客数

ｂ 観光収入

⑶ 将来像実現のための原動力となる人づくり
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ア 人材育成

(ｴ) 産業振興を担う人材の育成

ａ 産業人材の育成

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島

⑷ 伝統文化の保全・継承及び新たな文化創造

ア 沖縄の文化の源流を確認できる環境づくり

イ 文化の担い手の育成

ウ 文化活動を支える基盤の形成

エ 文化の発信・交流

⑸ 文化産業の戦略的な創出・育成

ア 文化資源を活用したまちづくり

ウ 文化コンテンツ産業の振興

⑺ 人間優先のまちづくり

ア まちづくりにおけるユニバーサルデザインの推進

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島

⑴ 健康・長寿おきなわの推進

イ 「スポーツアイランド沖縄」の形成

３ 希望と活力にあふれる豊かな島

⑴ 自立型経済の構築に向けた基盤の整備

エ 国際ネットワークの構築、移動・輸送コストの低減及び物流

対策強化

⑵ 世界水準の観光リゾート地の形成

ア 国際的な沖縄観光ブランドの確立

イ 市場特性に対応した誘客活動の展開

ウ 大型MICE施設を核とした戦略的なMICEの推進

エ 観光客の受入体制の整備

オ 世界に通用する観光人材の育成

カ 産業間連携の強化

⑹ 沖縄の魅力や優位性を生かした新たな産業の創出

ア 沖縄のソフトパワーを活用した新事業・新産業の創出

イ MICEを活用した産業振興とMICE関連産業の創出

⑿ 離島の特色を生かした産業振興と新たな展開

ア 観光リゾート産業の振興

エ 離島を支える多様な人材の育成

オ 交流と貢献による離島の新たな振興

４ 世界に開かれた交流と共生の島

⑴ 世界との交流ネットワークの形成

ア 国際ネットワークの形成と多様な交流の推進
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イ 世界と共生する社会の形成

ウ 国際交流拠点の形成に向けた基盤の整備

⑵ 国際協力・構築活動の推進

ア アジア・太平洋地域の共通課題に対する技術協力等の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島

⑷ 国際性と多様な能力を涵養する教育システムの構築

ア 国際社会、情報社会に対応した教育の推進

イ 能力を引き出し、感性を磨く人づくりの推進

ウ 優れた人材を育み地域の発展に寄与する高等教育の推進

⑸ 産業振興を担う人材の育成

ア リーディング産業を担う人材の育成

ウ 新産業の創出や産業のグローバル化を担う人材の育成

○第４章 克服すべき沖縄の固有課題

２ 離島の条件不利性克服と国益貢献

⑸ 観光リゾート産業の振興

⑺ 特産品開発やプロモーションなどマーケティング支援等の強化

⑻ 離島を支える多様な人材の育成

⑼ 交流と貢献による離島の新たな振興

○第５章 圏域別展開

１ 北部圏域

⑴ 主な取組による成果等

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業の振興

オ 国際交流等の推進

⑵ 今後の主な課題

２ 中部圏域

⑴ 主な取組による成果等

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業の振興

(ｵ) 文化産業の振興

ウ 国際交流等の推進

⑵ 今後の主な課題

３ 南部圏域

⑴ 主な取組による成果等

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業の振興

ウ 国際交流・貢献等の推進

⑵ 今後の主な課題
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４ 宮古圏域

⑴ 主な取組による成果等

ウ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

オ 国際交流等の推進

⑵ 今後の主な課題

５ 八重山圏域

⑴ 主な取組による成果等

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｲ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

オ 国際交流等の推進

⑵ 今後の主な課題

⑶ 文化観光スポーツ部会の構成について

文化観光スポーツ部会の構成は次のとおりである。

小島 博子 一般社団法人日本旅行業協会沖縄支部副支部長

前田 裕子 公益財団法人名護市観光協会理事長

當山 智士 一般社団法人沖縄県ホテル協会会長

◎下地 芳郎 沖縄観光コンベンションビューロー会長

東 良和 沖縄ツーリスト株式会社代表取締役会長

佐野 景子 独立行政法人 国際協力機構沖縄国際センター所長

與那嶺 善道 公益財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団理事長

佐久本 嗣男 公益財団法人沖縄県体育協会理事長

渡嘉敷 通之 公益財団法人沖縄県体育協会専務理事

原田 宗彦 一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構会長

石原 端子 沖縄大学人文学部福祉文化学科准教授

大城 學 岐阜女子大学沖縄サテライト校教授

○平田 大一 沖縄文化芸術振興アドバイザー

富田 めぐみ 合同会社琉球芸能大使館代表

ミゲール・ダルーズ 沖縄空手案内センタースタッフ

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 文化観光スポーツ部会の開催実績について

文化観光スポーツ部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回文化観光スポーツ部会

日時：令和元年８月９日（金）14:00～16:30

場所：沖縄県庁１階第１・２会議室
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議題：

⑴ 委嘱状交付式

⑵ 文化観光スポーツ部会の運営方法等について

⑶ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）【概要版】について

⑷ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）第２章 沖縄振興の現状と課題について（文化観光スポ

ーツ部会関連）

〇第２回文化観光スポーツ部会

日時：令和元年９月３日（火）13:30～15:30

場所：八汐荘屋良ホール

議題：

⑴ 第１回部会の確認事項

⑵ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

（文化観光スポーツ部会関連）

《検討テーマ》

文化芸術の振興、スポーツアイランド沖縄、海邦交流拠点の形

成

⑶ 第３回部会調査審議箇所について

〇第３回文化観光スポーツ部会

日時：令和元年９月12日（木）15:00～17:00

場所：八汐荘４階中会議室

議題：

⑴ 第２回部会の確認事項

⑵ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

（文化観光スポーツ部会関連）

《検討テーマ》

市場特性に対応した誘客活動の展開、観光客の受入体制の整備、

世界に通用する観光人材の育成

⑶ 第４回部会調査審議箇所について

〇第４回文化観光スポーツ部会

日時：令和元年10月29日（火）15:00～17:00

場所：県庁６階第２特別会議室
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議題：

⑴ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書

（素案）第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

（文化観光スポーツ部会関連）

《検討テーマ》

空手発祥の地・沖縄、戦略的なMICE振興

⑵ 文化観光スポーツ部会調査審議報告書（案）について

〇第５回文化観光スポーツ部会

日時：令和元年11月20日（水）15:00～17:00

場所：県庁６階第２特別会議室

議題：

⑴ 文化観光スポーツ部会調査審議報告書（案）について

⑵ SDGs と沖縄２１世紀ビジョン基本計画の関係

３ 文化観光スポーツ部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見については、別紙１（沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖

縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審議結果一覧（文

化観光スポーツ部会））のとおりである。

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

文化観光スポーツ部会における調査審議の過程において、重要性を増し

た課題及び新たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２（重

要性を増した課題及び新たに生じた課題の一覧（文化観光スポーツ部会））

のとおりとりまとめた。

⑶ 自由意見について

文化観光スポーツ部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以外

の意見について、別紙３（自由意見の一覧（文化観光スポーツ部会））の

とおりとりまとめた。
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告
書

素
案

第
２

章
P

4
2
・
1
3
行

目
に

左
案

の
と

お
り

追
記

す
る

。

4
2

4
6

3
6
-
3
7

し
ま

く
と

ぅば
講

座
の

受
講

者
数

は
、

平
成

2
8
年

度
の

2
,2

5
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

3
,0

8
6
 3

7
 人

と
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。

し
ま

く
と

ぅば
講

座
の

受
講

者
数

は
、

平
成

2
8
年

度
の

2
,2

5
9
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

3
,4

0
1
人

と
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

沖
縄

２
１

世
紀

ビ
ジ

ョ
ン

基
本

計
画

（
沖

縄
振

興
計

画
）

等
総

点
検

報
告

書
（

素
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧
（

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
会

）

-8-



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

5
2

4
7

3
9
-
4
1

平
成

3
0
年

３
月

ま
で

の
学

部
卒

業
生

の
累

計
は

、
美

術
工

芸
学

部
1
,9

1
2
人

、
音

楽
学

部
9
7
4
 人

、
全

体
で

2
,8

8
6
人

、
大

学
院

修
了

生
は

、
修

士
課

程
7
1
8
人

、
博

士
課

程
1
6
人

、
全

体
で

7
3
4
人

と
な

っ
て

お
り

、
国

内
外

の
文

化
芸

術
界

で
活

躍
す

る
人

材
を

輩
出

し
て

い
る

。

平
成

3
1
年

３
月

ま
で

の
学

部
卒

業
生

の
累

計
は

、
美

術
工

芸
学

部
1
,9

7
7
人

、
音

楽
学

部
1
,0

0
7
 人

、
全

体
で

2
,9

8
4
人

、
大

学
院

修
了

生
は

、
修

士
課

程
7
5
1
人

、
博

士
課

程
1
9
人

、
全

体
で

7
7
0
人

と
な

っ
て

お
り

、
国

内
外

の
文

化
芸

術
界

で
活

躍
す

る
人

材
を

輩
出

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
2

4
8

2
 【

図
表

2
-
2
-
1
-
2
-
3
】
 県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

数
の

推
移

 【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
3
】
 県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

数
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
美

術
工

芸
学

部
：
1
9
7
7
名

音
楽

学
部

：
1
0
0
7
名

卒
業

生
累

計
：
2
9
8
4
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
2

4
8

1
5
-
1
6

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
は

、
平

成
1
9
年

の
約

5
2
％

か
ら

平
成

2
9
年

の
約

7
8
％

と
上

昇
し

て
い

る

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
は

、
平

成
1
9
年

の
約

5
2
％

か
ら

平
成

3
0
年

の
約

6
7
.3

％
と

上
昇

し
て

い
る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
2

4
8

1
8

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
4
】
 県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
4
】
 県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
卒

業
率

：
6
7
.3

％

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
2

4
8

3
5
-
3
6

平
成

2
0
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

平
均

入
場

者
数

は
、

約
6
,5

0
0
人

に
の

ぼ
り

、
広

く
県

民
に

対
し

、
文

化
芸

術
鑑

賞
機

会
の

提
供

が
図

ら
れ

て
い

る
。

 平
成

2
0
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

平
均

入
場

者
数

は
、

約
6
,6

0
0
人

に
の

ぼ
り

、
広

く
県

民
に

対
し

、
文

化
芸

術
鑑

賞
機

会
の

提
供

が
図

ら
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
0

2
4
9

1
【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
5
】
 沖

縄
県

芸
術

文
化

祭
入

場
者

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
5
】
 沖

縄
県

芸
術

文
化

祭
入

場
者

数
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
展

示
部

門
（
本

展
）
：
5
,9

3
2
人

写
真

選
抜

展
（
移

動
展

）
：
1
,2

1
5
人

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

（
書

道
・
写

真
・
美

術
）
：

3
2
0
人

舞
台

部
門

：
6
2
3
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1

2
5
1

9
【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
6
】
 沖

縄
県

立
博

物
館

・
美

術
館

の
入

場
者

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
6
】
 沖

縄
県

立
博

物
館

・
美

術
館

の
入

場
者

数
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
5
0
4
,8

9
4
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2

2
5
1

2
7
-
2
8

自
主

公
演

の
入

場
者

数
は

、
平

成
1
6
年

度
の

１
万

3
,4

9
8
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
の

１
万

6
,7

7
1
人

と
増

加
し

て
お

り
、

沖
縄

伝
統

芸
能

の
保

存
振

興
が

図
ら

れ
て

い
る

。

自
主

公
演

の
入

場
者

数
は

、
平

成
1
6
年

度
の

１
万

3
,4

9
8
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
の

１
万

6
,3

0
3
人

と
増

加
し

て
お

り
、

沖
縄

伝
統

芸
能

の
保

存
振

興
が

図
ら

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3

2
5
1

3
0

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
7
】
 国

立
劇

場
お

き
な

わ
自

主
公

演
入

場
者

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
1
-
2
-
7
】
 国

立
劇

場
お

き
な

わ
自

主
公

演
入

場
者

数
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
１

万
6
,3

0
3
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4

2
5
1

3
-
4

平
成

2
9
年

度
末

現
在

、
博

物
館

は
約

９
万

9
,8

0
0
件

、
美

術
館

は
約

5
,1

0
0
件

の
資

料
を

収
蔵

し
て

い
る

。

平
成

3
0
年

度
末

現
在

、
博

物
館

は
約

1
0

万
1
0
0
件

、
美

術
館

は
約

5
,6

0
0
件

の
資

料
を

収
蔵

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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章

頁
行
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書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
5

2
5
1

5
-
7

入
場

者
数

は
、

開
館

し
た

翌
年

度
の

平
成

2
0
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
、

年
平

均
で

約
4
7
万

人
と

な
っ

て
お

り
、

県
民

が
沖

縄
の

自
然

、
歴

史
、

文
化

、
芸

術
に

触
れ

る
機

会
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

入
場

者
数

は
、

開
館

し
た

翌
年

度
の

平
成

2
0
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
、

年
平

均
で

約
4
8
万

人
と

な
っ

て
お

り
、

県
民

が
沖

縄
の

自
然

、
歴

史
、

文
化

、
芸

術
に

触
れ

る
機

会
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6

2
1
2
6

3
8

a　
国

際
線

旅
客

数
特

に
、

平
成

2
3
年

度
以

降
、

Ｌ
Ｃ

Ｃ
参

入
に

伴
い

外
国

人
観

光
客

の
増

加
著

し
い

状
況

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
航

空
需

要
に

対
応

す
る

た
め

、
暫

定
的

に
平

成
2
4

年
1
0
月

か
ら

貨
物

地
区

内
に

Ｌ
Ｃ

Ｃ
タ

ー
ミ

ナ
ル

が
、

平
成

2
6
年

２
月

に
現

在
の

国
際

線
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
ビ

ル
が

新
規

供
用

開
始

さ
れ

た
。

さ
ら

に
、

平
成

3
1
年

３
月

に
は

際
内

連
結

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
が

供
用

開
始

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
別

棟
だ

っ
た

国
内

線
・
国

際
線

の
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
を

一
体

化
し

、
暫

定
タ

ー
ミ
ナ

ル
の

Ｌ
Ｃ

Ｃ
を

同
ビ

ル
に

集
約

し
た

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
大

幅
に

向
上

し
た

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
Ｌ

Ｃ
Ｃ

暫
定

タ
ー

ミ
ナ

ル
供

用
開

始
を

明
記

す
る

と
と

も
に

、
後

の
際

内
連

結
ビ

ル
の

供
用

開
始

に
よ

り
利

便
性

が
向

上
し

た
視

点
を

含
め

、
他

章
と

表
現

を
揃

え
る

形
で

訂
正

す
る

。

（
基

盤
整

備
部

会
）
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由
　

　
　

等
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結

　
果

1
7

2
1
4
3

3
3
-
3
7

　
国

際
交

流
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

海
外

在
住

の
県

系
人

の
世

代
交

代
が

進
む

中
、

若
者

の
県

人
会

活
動

等
へ

の
参

加
が

減
少

傾
向

に
あ

る
な

ど
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
と

し
て

の
意

識
、

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
ー

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

担
う
次

世
代

育
成

の
た

め
の

各
事

業
間

の
連

携
を

進
め

、
若

い
世

代
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

　
国

際
交

流
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

海
外

在
住

の
県

系
人

の
世

代
交

代
が

進
む

中
、

若
者

の
県

人
会

活
動

等
へ

の
参

加
が

減
少

傾
向

に
あ

る
な

ど
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
と

し
て

の
意

識
、

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
ー

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

　
こ

の
こ

と
か

ら
、

移
住

・
移

民
の

経
緯

や
困

難
を

克
服

し
て

き
た

歴
史

等
に

対
す

る
理

解
促

進
等

を
土

台
と

し
て

、
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

担
う
次

世
代

育
成

の
た

め
の

各
事

業
間

の
連

携
を

進
め

、
若

い
世

代
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

若
者

の
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

と
し

て
の

意
識

、
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

は
言

い
換

え
れ

ば
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
で

あ
る

こ
と

の
誇

り
で

あ
り

、
そ

れ
は

現
在

だ
け

を
見

た
対

応
で

な
く
、

県
系

人
が

世
界

に
広

く
展

開
す

る
・
受

け
入

れ
ら

れ
る

に
至

っ
た

経
緯

・
歴

史
を

理
解

し
て

こ
そ

感
じ

ら
れ

る
も

の
で

は
な

い
か

。
J
IC

A
の

日
系

研
修

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

派
遣

を
通

じ
て

接
す

る
若

い
世

代
は

、
自

分
自

身
の

ル
ー

ツ
に

関
心

を
有

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

て
い

る
。

進
行

す
る

世
代

交
代

が
世

代
間

分
断

と
な

ら
ず

、
世

代
か

ら
世

代
へ

の
引

継
ぎ

に
な

る
よ

う
な

発
想

で
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

。
併

せ
て

そ
の

観
点

か
ら

、
高

齢
化

が
進

む
１

世
（
国

に
よ

っ
て

は
2
世

）
の

移
住

・
移

民
当

時
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

情
報

・
資

料
の

継
続

収
集

（
散

逸
防

止
）
や

県
民

・
県

系
人

へ
の

展
示

も
大

切
な

取
組

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8

2
1
4
4

b
　

国
際

交
流

拠
点

形
成

の
た

め
の

基
盤

整
備

―

【
総

合
部

会
意

見
】

交
流

の
部

分
に

つ
い

て
、

観
光

中
心

（
M

IC
E
や

ク
ル

ー
ズ

船
）
の

内
容

と
な

っ
て

い
る

。
観

光
（
受

け
入

れ
の

み
）
と

交
流

（
相

互
に

行
き

交
う
）
は

異
な

る
も

の
で

あ
る

。
こ

の
項

目
に

つ
い

て
は

、
観

光
に

関
す

る
記

述
と

な
っ

て
お

り
、

交
流

に
関

す
る

記
述

を
主

体
に

整
理

す
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

交
流

に
つ

き
ま

し
て

は
、

素
案

P
1
3
9
～

1
4
3

に
お

い
て

、
国

際
交

流
の

推
進

や
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
現

状
・
取

組
・
課

題
等

に
記

述
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

1
9

2
1
4
4

7
-
8

本
県

の
外

国
人

観
光

客
数

は
、

平
成

2
4

年
度

以
降

、
急

激
に

増
加

し
て

お
り

、
平

成
2
9
年

度
は

、
2
6
9
万

人
と

過
去

最
多

と
な

っ
て

い
る

。

本
県

の
外

国
人

観
光

客
数

は
、

平
成

2
4

年
度

以
降

、
急

激
に

増
加

し
て

お
り

、
平

成
3
0
年

度
は

、
3
0
0
万

人
と

過
去

最
多

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
0

2
1
4
4

1
2
-
1
4

海
外

か
ら

の
定

期
路

線
は

、
平

成
3
0
年

４
月

時
点

で
、

台
湾

３
路

線
、

韓
国

３
路

線
、

中
国

６
路

線
、

香
港

１
路

線
、

タ
イ

１
路

線
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

１
路

線
の

1
5
路

線
1
9
社

、
週

間
就

航
便

は
、

2
1
4
便

（
1
5
都

市
）
と

な
っ

て
い

る

海
外

か
ら

の
定

期
路

線
は

、
平

成
3
1
年

3
月

時
点

で
、

台
湾

3
路

線
、

韓
国

３
路

線
、

中
国

路
6
線

、
香

港
1
路

線
、

タ
イ

１
路

線
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

１
路

線
の

1
5
路

線
2
0
社

、
週

間
就

航
便

数
 は

、
2
2
6
便

（
1
5

都
市

）
と

な
っ

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1

2
1
4
4

1
8
-
2
0

那
覇

港
に

つ
い

て
は

、
本

県
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
2
6
回

か
ら

平
成

2
9
年

の
5
1
5
回

と
約

４
倍

に
増

加
し

て
お

り
、

都
道

府
県

別
で

は
、

全
国

１
位

の
寄

港
回

数
と

な
っ

て
い

る

那
覇

港
に

つ
い

て
は

、
本

県
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
2
6
回

か
ら

平
成

3
0
年

の
5
2
8
回

と
約

４
倍

に
増

加
し

て
お

り
、

都
道

府
県

別
で

は
、

全
国

1
位

の
寄

港
回

数
と

な
っ

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2

2
1
4
4

2
0
-
2
1

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
海

路
入

域
観

光
客

数
は

、
平

成
2
5
年

の
2
1
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

の
9
4
万

人
に

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
海

路
入

域
観

光
客

数
は

、
平

成
2
5
年

の
2
1
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

の
1
1
7
万

人
に

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3

2
1
4
5

2
-
3

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
件

数
は

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
り

、
平

成
2
9
年

は
、

1
,2

0
9
回

開
催

さ
れ

て
い

る

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
件

数
は

、
年

々
増

加
傾

向
に

あ
り

、
平

成
3
0
年

は
、

1
,2

3
8
回

開
催

さ
れ

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4

2
1
4
6

3
9
-
4
0

技
術

研
修

員
の

受
入

れ
を

開
始

し
た

昭
和

5
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

技
術

研
修

員
の

受
入

累
計

数
は

、
1
万

2
,1

4
5
人

に
の

ぼ
り

、
技

術
協

力
の

推
進

が
図

ら
れ

て
い

る
。

技
術

研
修

員
の

受
入

れ
を

開
始

し
た

昭
和

5
7
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

技
術

研
修

員
の

受
入

累
計

数
は

、
1
万

2
,5

5
4
人

に
の

ぼ
り

、
技

術
協

力
の

推
進

が
図

ら
れ

て
い

る
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

平
成

3
0
年

度
受

入
実

績
が

確
定

し
た

た
め

。
な

お
、

受
入

国
数

及
び

受
入

地
域

の
順

（
1
4
7
頁

1
4
行

）
は

変
更

な
し

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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１
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文
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見

 
（

 
修

 
正
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5

2
1
4
6

3
9
-
4
0

 技
術

研
修

員
の

受
入

れ
を

開
始

し
た

昭
和

5
7
年

度
か

ら
平

成
2
9
年

度
ま

で
の

技
術

研
修

員
の

受
入

累
計

数
は

、
１

万
2
,1

4
5
人

に
の

ぼ
り

、
技

術
協

力
の

推
進

が
図

ら
れ

て
い

る
。

技
術

研
修

員
の

受
入

れ
を

開
始

し
た

昭
和

5
7
年

度
か

ら
平

成
3
0
年

度
ま

で
の

技
術

研
修

員
の

受
入

累
計

数
は

、
1
万

2
,5

5
4
人

に
の

ぼ
り

、
技

術
協

力
の

推
進

が
図

ら
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6

2
1
4
7

1
【
図

表
2
-
2
-
2
-
2
-
5
】
J
IC

A
沖

縄
セ

ン
タ

ー
研

修
員

受
入

実
績

（
累

計
）
の

推
移

平
成

3
0
度

分
実

績
を

追
加

す
る

。
内

訳
は

、
ア

ジ
ア

1
3
3
、

大
洋

州
9
1
、

中
南

米
7
7
、

中
近

東
2
0
、

ア
フ

リ
カ

8
6
、

欧
州

2
（
合

計
4
0
9
）
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

平
成

3
0
年

度
受

入
実

績
が

確
定

し
た

た
め

。
な

お
、

受
入

国
数

及
び

受
入

地
域

の
順

（
1
4
7
頁

1
4
行

）
は

変
更

な
し

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
7

2
1
4
7

1
【
図

表
2
-
2
-
2
-
2
-
5
】
 Ｊ

ＩＣ
Ａ

沖
縄

セ
ン

タ
ー

 研
修

員
受

入
実

績
（
累

計
）
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
2
-
5
】
 Ｊ

ＩＣ
Ａ

沖
縄

セ
ン

タ
ー

 研
修

員
受

入
実

績
（
累

計
）
の

推
移

ア
ジ

ア
1
3
3
,大

洋
州

9
1
,中

南
米

7
7
,中

近
東

2
0
,ア

フ
リ
カ

8
6
,　

欧
州

２
（
合

計
4
0
9
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8

2
1
4
9

3
4

沖
縄

振
興

策
と

し
て

那
覇

空
港

発
着

路
線

に
対

す
る

航
空

機
燃

料
税

、
着

陸
料

、
航

行
援

助
施

設
利

用
料

の
軽

減
措

置
が

導
入

さ
れ

、
運

航
コ

ス
ト

の
軽

減
を

通
じ

た
航

空
運

賃
の

低
減

（
那

覇
－

東
京

間
の

正
規

料
金

で
約

1
1
％

の
低

減
）

や
、

航
空

路
線

の
拡

充
に

つ
な

が
っ

た
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

修
正

す
る

】
沖

縄
振

興
策

と
し

て
那

覇
空

港
発

着
の

国
内

路
線

に
対

す
る

航
空

機
燃

料
税

、
着

陸
料

、
航

行
援

助
施

設
利

用
料

の
軽

減
措

置
が

導
入

さ
れ

、
（
中

略
）
、

軽
減

措
置

の
導

入
が

、
航

空
路

線
の

拡
充

を
促

進
し

、
観

光
客

の
増

加
に

寄
与

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

軽
減

措
置

の
内

容
が

国
内

線
と

国
際

線
で

異
な

る
こ

と
か

ら
、

航
空

関
連

の
軽

減
措

置
に

つ
い

て
、

も
っ

と
明

確
に

記
述

し
た

方
が

よ
い

。

3
8
行

か
ら

3
9
行

目
は

、
「
軽

減
措

置
の

導
入

が
、

航
空

路
線

の
拡

充
を

促
進

し
観

光
客

の
増

加
に

寄
与

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
」
と

し
た

方
が

よ
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

修
正

す
る

】
旅

客
に

対
す

る
沖

縄
特

例
の

軽
減

措
置

は
、

国
内

線
の

み
で

あ
る

た
め

、
該

当
箇

所
に

「
国

内
路

線
に

対
す

る
」
の

文
言

を
左

案
の

と
お

り
追

加
す

る
。

ま
た

、
意

見
の

と
お

り
、

3
8
行

目
か

ら
3
9
行

目
に

「
航

空
路

線
の

拡
充

を
促

進
し

」
の

文
言

を
左

案
の

と
お

り
追

加
す

る
。

2
9

2
1
5
0

2
1
-
2
3

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
５

年
連

続
で

過
去

最
高

を
記

録
し

て
お

り
、

平
成

2
3
年

度
の

5
5
3
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
9
5
8
万

人
と

、
６

年
間

で
4
0
0
万

人
余

り
増

加
し

て
い

る

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
５

年
連

続
で

過
去

最
高

を
記

録
し

て
お

り
、

平
成

2
3
年

度
の

5
5
3
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
1
0
0
0
万

人
と

、
７

年
間

で
4
4
7
万

人
余

り
増

加
し

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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3
0

2
1
5
0

2
5
-
2
6

 復
帰

以
降

、
官

民
一

体
と

な
っ

て
観

光
施

策
を

推
進

し
た

こ
と

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
昭

和
4
7
年

度
と

比
べ

約
1
7
.1

倍
と

な
っ

て
い

る

復
帰

以
降

、
官

民
一

体
と

な
っ

て
観

光
施

策
を

推
進

し
た

こ
と

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
昭

和
4
7
年

度
と

比
べ

約
1
8
倍

と
な

っ
て

い
る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
1

2
1
5
0

2
8

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
】
 入

域
観

光
客

数
の

推
移

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
】
 入

域
観

光
客

数
の

推
移

H
3
0
年

度
国

内
客

:7
0
0
万

人
外

国
客

:3
0
0
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
2

2
1
5
1

5
-
6

外
国

人
観

光
客

数
は

、
平

成
2
3
年

度
の

3
0
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
2
6
9
万

人
と

６
年

間
で

約
９

倍
に

増
加

し
て

い
る

外
国

人
観

光
客

数
は

、
平

成
2
3
年

度
の

3
0
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
3
0
0
万

人
と

７
年

間
で

1
0
倍

に
増

加
し

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
3

2
1
5
1

6
-
8

入
域

観
光

客
に

占
め

る
外

国
人

観
光

客
の

割
合

は
年

々
増

し
て

お
り

、
平

成
2
3
年

度
の

5
.5

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
2
8
.1

％
ま

で
急

増
し

て
い

る
。

入
域

観
光

客
に

占
め

る
外

国
人

観
光

客
の

割
合

は
年

々
増

し
て

お
り

、
平

成
2
3
年

度
の

5
.5

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
3
0
％

ま
で

急
増

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4

2
1
5
1

1
0

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
2
】
 外

国
人

観
光

客
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
2
】
 外

国
人

観
光

客
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
外

国
人

観
光

客
：
3
0
0
万

人
空

路
：
1
8
0
.3

万
人

海
路

：
1
1
9
.7

万
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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3
5

2
1
5
1

2
2
-
2
4

外
国

人
観

光
客

を
国

・
地

域
別

に
み

る
と

、
平

成
2
9
年

度
に

お
い

て
台

湾
が

8
1
万

人
と

最
も

多
く
、

次
い

で
中

国
、

韓
国

、
香

港
と

な
っ

て
お

り
、

上
位

４
か

国
・
地

域
で

全
体

の
８

割
を

 占
め

て
い

る

外
国

人
観

光
客

を
国

・
地

域
別

に
み

る
と

、
平

成
3
0
年

度
に

お
い

て
台

湾
が

9
2
万

人
と

最
も

多
く
、

次
い

で
中

国
、

韓
国

、
香

港
と

な
っ

て
お

り
、

上
位

４
か

国
・
地

域
で

全
体

の
８

割
を

 占
め

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
6

2
1
5
1

2
6

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
3
】
 国

・
地

域
別

の
外

国
人

観
光

客
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
3
】
 国

・
地

域
別

の
外

国
人

観
光

客
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
台

湾
：
9
2

中
国

本
土

：
6
9

韓
国

：
5
5

香
港

：
2
3

そ
の

他
：
6
1

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
7

2
1
5
2

1
6

訪
日

外
国

人
観

光
客

は
、

平
成

2
4
年

以
降

、
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

数
の

増
加

や
格

安
航

空
会

社
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ

）
等

の
新

規
就

航
、

ビ
ザ

発
給

要
件

の
緩

和
な

ど
に

よ
り

急
激

に
増

加
し

て
い

る
。

訪
日

外
国

人
観

光
客

は
、

平
成

2
4
年

以
降

、
東

京
、

大
阪

、
京

都
な

ど
、

い
わ

ゆ
る

ゴ
ー

ル
デ

ン
ル

ー
ト

を
中

心
と

し
た

訪
日

需
要

の
増

大
や

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
数

の
増

加
、

格
安

航
空

会
社

（
Ｌ

Ｃ
Ｃ

）
等

の
新

規
就

航
、

ビ
ザ

発
給

要
件

の
緩

和
な

ど
に

よ
り

急
激

に
増

加
し

て
い

る

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

国
全

体
に

お
い

て
は

、
ク

ル
ー

ズ
客

は
一

部
で

あ
り

、
成

田
、

羽
田

、
関

空
を

利
用

し
た

「
ゴ

ー
ル

デ
ン

ル
ー

ト
」
に

代
表

さ
れ

る
訪

日
旅

行
が

牽
引

し
て

き
た

内
容

を
入

れ
た

方
が

よ
い

。

国
全

体
に

お
い

て
、

ク
ル

ー
ズ

客
は

一
部

で
あ

り
、

ゴ
ー

ル
デ

ン
ル

ー
ト

に
よ

る
訪

日
旅

行
者

数
増

が
、

全
体

の
数

を
押

し
上

げ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
1
5
2
（
1
6
行

目
）
に

「
東

京
、

大
阪

、
京

都
な

ど
、

い
わ

ゆ
る

ゴ
ー

ル
デ

ン
ル

ー
ト

を
中

心
と

し
た

訪
日

需
要

の
増

大
や

」
を

追
記

し
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
と

す
る

。

3
8

2
1
5
2

1
8
-
1
9

平
成

2
9
年

の
外

国
人

観
光

客
は

2
,8

6
9

万
人

と
過

去
最

多
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

2
3

年
と

比
べ

4
.6

倍
と

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

の
外

国
人

観
光

客
は

3
,1

1
9

万
人

と
過

去
最

多
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

2
3

年
と

比
べ

5
.0

倍
と

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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3
9

2
1
5
2

2
1

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
4
】
 訪

日
外

国
人

観
光

客
の

推
移

（
全

国
）

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
4
】
 訪

日
外

国
人

観
光

客
の

推
移

（
全

国
）

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）

訪
日

外
国

人
観

光
客

：
3
,1

1
9
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
0

2
1
5
3

3
1
-
3
3

那
覇

空
港

国
際

線
の

週
間

就
航

便
数

は
、

平
成

2
3
年

の
4
5
便

（
５

都
市

）
か

ら
平

成
2
9
年

度
末

に
は

2
0
3
便

（
1
5
都

市
）
と

4
.5

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
外

国
人

観
光

客
の

増
加

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

那
覇

空
港

国
際

線
の

週
間

就
航

便
数

は
、

平
成

2
3
年

の
4
5
便

（
５

都
市

）
か

ら
平

成
3
0
年

度
末

に
は

2
2
6
便

（
1
5
都

市
）
と

5
.0

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
外

国
人

観
光

客
の

増
加

要
因

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
1

2
1
5
4

1
【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
6
】
 那

覇
空

港
週

間
就

航
便

数
（
国

際
線

）
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
6
】
 那

覇
空

港
週

間
就

航
便

数
（
国

際
線

）
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
那

覇
空

港
週

間
就

航
便

数
（
国

際
線

）
の

推
移

：
2
2
6
便

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
2

2
1
5
4

1
8
-
2
1

県
全

体
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
2
6
回

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

5
1
5
回

と
,４

年
間

で
約

４
倍

に
急

増
し

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
2
9
年

の
本

県
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

は
、

都
道

府
県

別
で

全
国

１
位

と
な

っ
て

お
り

、
全

国
港

湾
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

の
約

1
8
.6

％
を

占
め

て
い

る
。

県
全

体
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
2
6
回

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

5
2
8
回

と
５

年
間

で
約

４
倍

に
急

増
し

て
い

る
。

ま
た

、
平

成
3
0
年

の
本

県
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

は
、

都
道

府
県

別
で

全
国

１
位

と
な

っ
て

お
り

、
全

国
港

湾
へ

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

の
約

1
8
.0

％
を

占
め

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
3

2
1
5
4

2
2
-
2
3

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
海

路
入

域
観

光
客

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
7
万

人
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

8
9
万

人
ま

で
増

大
し

て
お

り
、

県
全

体
の

入
域

観
光

客
数

を
押

し
上

げ
て

い
る

。

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
海

路
入

域
観

光
客

数
は

、
平

成
2
5
年

の
1
7
万

人
か

ら
平

成
3
0
年

に
は

1
1
2
万

人
ま

で
増

大
し

て
お

り
、

県
全

体
の

入
域

観
光

客
数

を
押

し
上

げ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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案
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
4

2
1
5
4

2
6

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
7
】
 県

全
体

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

海
路

入
域

客
数

の
推

移

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
7
】
 県

全
体

の
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

海
路

入
域

客
数

の
推

移
最

新
値

（
Ｈ

3
0
）
追

記
そ

の
他

：
3
5
回

平
良

港
：
1
4
3
回

石
垣

港
：
1
0
7
回

那
覇

港
：
2
4
3
回

海
路

客
数

：
1
1
2
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
5

2
1
5
5

1
1
-
1
2

平
成

2
9
年

の
入

園
者

数
が

2
8
2
万

人
に

の
ぼ

る
な

ど
、

人
気

観
光

施
設

と
し

て
定

着
し

て
お

り
、

本
県

の
観

光
振

興
に

貢
献

し
て

い
る

平
成

3
0
年

の
入

園
者

数
が

2
7
9
万

人
に

の
ぼ

る
な

ど
、

人
気

観
光

施
設

と
し

て
定

着
し

て
お

り
、

本
県

の
観

光
振

興
に

貢
献

し
て

い
る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
6

2
1
5
5

1
5

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
8
】
国

営
沖

縄
記

念
公

園
（
海

洋
博

覧
会

地
区

、
首

里
城

地
区

）
の

入
園

者
数

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
8
】
国

営
沖

縄
記

念
公

園
（
海

洋
博

覧
会

地
区

、
首

里
城

地
区

）
の

入
園

者
数

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
海

洋
博

覧
会

地
区

：
4
9
4
万

人
首

里
城

地
区

：
2
7
9
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
7

2
1
5
5

3
6
-
3
7

宿
泊

施
設

数
・
客

室
数

は
、

1
6
年

連
続

で
増

加
 3

7
 し

て
お

り
、

受
入

体
制

の
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

宿
泊

施
設

数
・
客

室
数

は
、

1
7
年

連
続

で
増

加
し

て
お

り
、

受
入

体
制

の
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
8

2
1
5
6

2
4

ｇ
　

観
光

産
業

を
担

う
人

材
の

育
成

－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

「
沖

縄
県

観
光

学
習

教
材

」
に

つ
い

て
、

O
C

V
B

や
学

校
の

連
携

・
取

組
の

記
述

を
加

え
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

庁
の

施
策

集
で

も
取

り
上

げ
ら

れ
て

い
る

、
全

国
的

に
見

て
も

先
進

的
な

取
組

で
あ

る
た

め
。

【
原

文
の

と
お

り
】

P
4
5
5
（
3
6
行

目
）
に

「
観

光
学

習
教

材
」
の

作
成

と
出

前
講

座
実

施
に

係
る

記
述

を
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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修

 
正
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案
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

4
9

2
1
5
6

1
【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
9
】
 宿

泊
施

設
数

等
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
9
】
 宿

泊
施

設
数

等
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
客

室
数

：
4
9
,5

6
0
人

収
容

人
数

：
1
3
2
,4

4
5
人

軒
数

：
2
,4

8
8

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
0

2
1
5
6

2
9
-
3
3

外
国

人
観

光
客

に
対

す
る

通
訳

案
内

士
の

不
足

等
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

平
成

 3
0
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
し

、
さ

ら
に

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
を

行
っ

て
い

る
。

両
制

度
は

、
平

成
 3

0
年

１
月

の
法

改
正

に
よ

り
一

本
化

さ
れ

、
平

成
2
9
年

度
末

現
在

で
6
5
2
人

が
登

録
さ

れ
て

お
り

、
外

国
人

満
足

度
の

向
上

に
貢

献
し

て
い

る
。

外
国

人
観

光
客

に
対

す
る

通
訳

案
内

士
の

不
足

等
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

平
成

1
9
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
し

、
さ

ら
に

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
を

行
っ

て
い

る
。

両
制

度
は

、
平

成
 3

0
年

１
月

の
法

改
正

に
よ

り
一

本
化

さ
れ

、
平

成
3
0
年

度
末

現
在

で
6
8
7
名

が
登

録
さ

れ
て

お
り

、
外

国
人

満
足

度
の

向
上

に
貢

献
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
1

2
1
5
7

3
3

ま
た

、
レ

ン
タ

カ
ー

の
増

加
等

に
よ

っ
て

渋
滞

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

観
光

客
の

移
動

の
円

滑
化

を
図

る
た

め
、

体
系

的
な

幹
線

道
路

網
の

整
備

や
、

定
時

定
速

か
つ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

「
ま

た
、

レ
ン

タ
カ

ー
の

増
加

等
に

よ
っ

て
渋

滞
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
観

光
拠

点
と

も
な

り
う
る

レ
ン

タ
カ

ー
貸

し
渡

し
の

中
・
北

部
へ

の
分

散
化

や
観

光
客

の
移

動
の

円
滑

化
を

図
る

た
め

、
体

系
的

な
幹

線
道

路
網

の
整

備
や

、
定

時
定

速
か

つ
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

」

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

第
６

次
沖

縄
振

興
計

画
で

も
、

レ
ン

タ
カ

ー
拠

点
の

新
設

・
分

散
が

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
る

の
で

。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
P

1
5
7
（
3
3
行

目
）
に

、
「
観

光
拠

点
と

も
な

り
う
る

レ
ン

タ
カ

ー
貸

し
渡

し
拠

点
の

中
・
北

部
へ

の
分

散
化

」
の

文
言

を
追

加
し

、
素

案
本

文
を

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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結

　
果

5
2

2
1
5
7

1
3

（
課

題
）

第
５

次
観

光
振

興
計

画
で

は
、

～

－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

滑
走

路
の

増
設

に
伴

う
2
4
時

間
か

の
運

用
に

つ
い

て
も

課
題

と
し

て
記

述
し

て
欲

し
い

。
現

在
は

羽
田

を
は

じ
め

と
す

る
国

内
線

や
ア

ジ
ア

路
線

も
午

後
8
時

頃
出

発
が

出
発

地
最

終
便

と
な

り
、

機
会

損
失

が
あ

る
た

め
。

【
原

文
の

と
お

り
】

空
港

の
2
4
時

間
運

用
に

つ
い

て
、

深
夜

、
早

朝
枠

の
活

用
や

受
入

体
制

の
課

題
等

に
つ

い
て

、
今

後
の

振
興

計
画

に
お

い
て

検
討

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

5
3

2
1
5
7

1
 【

図
表

2
-
2
-
2
-
3
-
1
0
】
 通

訳
案

内
士

の
登

録
人

数
（
累

計
）

 【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
0
】
 通

訳
案

内
士

の
登

録
人

数
（
累

計
）

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
 地

域
限

定
通

訳
案

内
士

：
●

●
 沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

：
●

●
地

域
通

訳
案

内
士

：
6
8
7
名

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4

2
1
5
9

5
【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
1
】
 入

域
観

光
客

数
及

び
観

光
収

入
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
1
】
 入

域
観

光
客

数
及

び
観

光
収

入
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
入

域
観

光
客

数
：
1
,0

0
0
.4

万
人

観
光

収
入

：
7
,3

4
1
億

円

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
5

2
1
5
9

2
4
-
2
6

平
成

2
6
年

度
以

降
は

、
宿

泊
施

設
の

稼
働

率
上

昇
等

を
背

景
に

、
宿

泊
単

価
の

向
上

が
消

費
額

を
押

し
上

げ
て

お
り

、
平

成
2
9
年

度
に

は
７

万
３

千
円

ま
で

回
復

し
て

い
る

。

平
成

2
6
年

度
以

降
は

、
宿

泊
施

設
の

稼
働

率
上

昇
等

を
背

景
に

、
宿

泊
単

価
の

向
上

が
消

費
額

を
押

し
上

げ
て

お
り

、
平

成
3
0
年

度
に

は
７

万
３

千
円

ま
で

回
復

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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素
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見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

5
6

2
1
5
9

2
8
-
3
1

外
国

人
観

光
客

の
消

費
額

に
つ

い
て

、
入

国
経

路
別

に
み

る
と

、
空

路
客

は
、

平
成

2
4
年

度
ま

で
８

万
円

台
だ

っ
た

が
、

平
成

2
5
年

度
よ

り
飲

食
費

や
土

産
買

物
費

に
係

る
消

費
が

増
え

た
こ

と
に

よ
り

、
現

在
は

1
0
万

円
前

後
で

推
移

し
て

い
る

。
外

国
空

路
客

は
、

観
光

客
全

体
の

消
費

額
を

２
万

円
余

り
上

回
っ

て
お

り
、

観
光

消
費

額
を

押
し

上
げ

て
い

る

外
国

人
観

光
客

の
消

費
額

に
つ

い
て

、
入

国
経

路
別

に
み

る
と

、
空

路
客

は
、

平
成

2
4
年

度
ま

で
８

万
円

台
だ

っ
た

が
、

平
成

2
5
年

度
よ

り
飲

食
費

や
土

産
買

物
費

に
係

る
消

費
が

増
え

た
こ

と
に

よ
り

、
現

在
は

1
0
万

円
前

後
で

推
移

し
て

い
る

。
外

国
空

路
客

は
、

観
光

客
全

体
の

消
費

額
を

２
万

円
 余

り
近

く
上

回
っ

て
お

り
、

観
光

消
費

額
を

押
し

上
げ

て
い

る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
7

2
1
6
0

1
【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
2
】
 一

人
当

た
り

観
光

消
費

額
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
2
】

一
人

当
た

り
観

光
消

費
額

の
推

移
最

新
値

（
Ｈ

3
0
年

度
）
追

記
観

光
客

全
体

：
7
3
,3

7
4
円

外
国

客
：
9
0
,1

1
9
円

（
空

路
）

外
国

客
：
2
8
,3

4
3
円

（
海

路
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
8

2
1
6
0

2
3

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
3
　

観
光

消
費

額
の

内
訳

の
推

移
】

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
3
　

観
光

消
費

額
の

内
訳

の
推

移
】
（
H

3
0
年

）
合

計
：
7
3
,6

9
1
円

宿
泊

費
：
2
3
,0

9
6
円

飲
食

費
：
1
5
,9

9
6
円

土
産

・
買

物
費

：
1
6
,6

1
5
円

交
通

費
：
9
,8

1
7
円

娯
楽

・
入

場
費

：
7
,0

3
3
円

そ
の

他
：
1
,1

3
3
円

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
9

2
1
6
1

2
【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
4
】
 国

内
観

光
客

の
平

均
滞

在
日

数
の

推
移

【
図

表
2
-
2
-
2
-
3
-
1
4
】
 国

内
観

光
客

の
平

均
滞

在
日

数
の

推
移

最
新

値
（
Ｈ

3
0
）
追

記
国

内
観

光
客

の
平

均
滞

在
日

数
：
3
.7

3
日

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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6
0

2
1
6
1

3
4
-
3
5

そ
の

結
果

、
県

内
の

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
件

数
は

堅
調

に
伸

び
て

お
り

、
平

成
2
9
年

に
お

い
て

1
,2

0
9
件

と
な

っ
て

い
る

。

そ
の

結
果

、
県

内
の

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
件

数
は

堅
調

に
伸

び
て

お
り

、
平

成
3
0
年

に
お

い
て

1
,2

3
8
件

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
1

2
2
2
1

8
県

外
に

お
い

て
認

知
度

が
低

い
小

規
模

離
島

に
つ

い
て

は
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

【
沖

縄
県

振
興

審
議

会
委

員
意

見
/
産

業
振

興
部

会
】

観
光

客
数

の
増

加
は

上
下

水
道

設
備

、
ト

イ
レ

等
の

施
設

整
備

、
ゴ

ミ
の

増
加

、
交

通
量

の
増

加
に

伴
う
諸

問
題

等
が

発
生

す
る

。
こ

れ
ら

の
諸

問
題

へ
の

対
応

は
地

域
住

民
や

地
域

行
政

が
負

担
す

る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

地
域

に
お

け
る

観
光

収
入

は
こ

れ
ら

の
負

担
に

見
合

う
必

要
が

あ
る

。
小

規
模

離
島

に
お

け
る

観
光

客
数

の
増

加
は

、
日

帰
り

観
光

客
等

の
消

費
額

の
少

な
い

観
光

客
の

増
加

が
危

惧
さ

れ
る

。
そ

の
た

め
、

小
規

模
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

増
加

に
向

け
た

支
援

を
展

開
す

る
際

に
は

、
単

に
入

域
客

数
の

増
加

に
向

け
た

施
策

に
留

ま
ら

ず
、

一
人

当
た

り
の

消
費

単
価

を
増

加
さ

せ
る

施
策

を
伴

う
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
2
2
1
(８

行
目

)に
「
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
」
、

「
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
」
、

「
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

」
の

文
言

を
加

え
、

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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6
2

2
2
5
4

2
3

　
産

業
人

材
に

つ
い

て
は

、
情

報
・
観

光
の

核
と

な
る

人
材

の
育

成
、

経
営

・
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
優

れ
た

人
材

や
青

年
農

業
者

の
育

成
な

ど
様

々
な

分
野

に
お

い
て

人
材

育
成

が
な

さ
れ

、
幅

広
い

分
野

で
活

躍
し

て
い

る
。

―

【
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

意
見

】
　

成
果

報
告

内
容

が
抽

象
的

で
あ

り
、

産
業

人
材

不
足

に
は

育
成

事
業

を
な

お
ざ

り
に

し
て

き
た

結
果

で
あ

り
処

遇
改

善
に

向
け

た
取

組
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

産
業

人
材

不
足

に
対

応
す

る
必

要
が

急
務

で
あ

り
、

特
に

IT
・
観

光
従

事
者

の
育

成
が

求
め

ら
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く
資

質
向

上
の

為
に

接
遇

と
語

学
力

な
ど

を
学

ぶ
機

会
を

恒
常

的
に

設
け

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
従

事
者

の
待

遇
面

の
改

善
が

図
れ

な
い

限
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

の
人

材
育

成
の

重
要

な
課

題
と

言
え

る
。

　
以

上
の

理
由

よ
り

以
下

の
文

案
に

修
正

し
て

は
ど

う
か

。
（
修

正
文

案
）

　
産

業
人

材
育

成
に

つ
い

て
、

情
報

・
観

光
の

核
と

な
る

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
の

た
め

、
O

J
T
に

よ
る

職
業

人
材

育
成

を
推

進
す

る
。

　
農

水
産

業
人

材
育

成
の

た
め

、
段

階
的

に
H

A
C

C
P

を
取

り
入

れ
る

た
め

の
講

習
会

を
開

催
し

、
輸

出
に

も
力

を
注

ぐ
。

【
原

文
の

と
お

り
】
（
観

光
関

連
の

人
材

育
成

）
通

訳
案

内
士

の
育

成
、

観
光

関
連

企
業

等
が

実
施

す
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
語

学
当

の
研

修
に

対
す

る
講

師
紹

介
や

費
用

助
成

等
に

つ
い

て
現

状
や

成
果

P
2
8
1
（
8
～

1
6

行
）
、

P
2
8
2
（
2
6
～

2
8
行

）
、

P
4
5
5
（
1
8
～

3
9
行

）
、

P
4
5
6
（
2
5
～

2
8
行

）
等

に
つ

い
て

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

6
3

2
2
8
1

9
-
1
1

平
成

1
9
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
し

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

2
9
年

度
末

現
在

の
通

訳
案

内
士

の
登

録
者

数
の

累
計

は
、

6
5
2
人

と
な

っ
て

い
る

。

平
成

1
9
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
し

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
を

行
っ

て
お

り
、

平
成

3
0
年

度
末

現
在

の
通

訳
案

内
士

の
登

録
者

数
の

累
計

は
、

6
8
7
 人

名
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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6
4

2

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

ス
ポ

ー
ツ

ア
イ

ラ
ン

ド
沖

縄
と

い
う
大

き
な

看
板

を
出

し
て

い
る

の
で

、
第

２
章

に
も

ス
ポ

ー
ツ

に
つ

い
て

触
れ

る
よ

う
目

次
を

追
加

し
て

ほ
し

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

今
回

の
総

点
検

は
、

現
行

計
画

策
定

時
の

内
容

を
検

証
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
な

お
、

第
２

章
へ

の
追

記
に

つ
い

て
は

、
委

員
意

見
を

踏
ま

え
、

次
期

振
計

に
お

い
て

項
目

立
て

を
行

い
、

整
理

す
る

。

6
5

2

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

一
次

振
計

か
ら

３
次

振
計

の
基

本
的

な
ス

ロ
ー

ガ
ン

、
そ

の
時

の
コ

ン
セ

プ
ト

を
P

８
ペ

ー
ジ

記
載

の
今

後
ど

う
い

う
沖

縄
を

作
っ

て
い

く
か

と
う
い

う
6
つ

の
視

点
を

考
え

る
上

で
参

考
に

な
る

の
で

、
追

記
し

て
は

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

こ
れ

ま
で

の
沖

縄
振

興
計

画
の

目
標

と
主

な
沖

縄
振

興
等

に
つ

い
て

P
2
6
に

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。

6
6

2
2
1
9
-

2
2
1

離
島

振
興

（
観

光
）

―

【
農

林
水

産
振

興
部

会
意

見
】

大
き

な
離

島
と

周
辺

離
島

の
観

光
対

策
を

分
け

る
必

要
が

あ
る

。
周

辺
離

島
に

つ
い

て
は

、
県

民
が

行
き

来
で

き
る

よ
う
な

仕
組

み
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
離

島
と

し
て

ひ
と

く
く
り

に
し

て
捉

え
て

し
ま

う
と

ち
ょ
っ

と
見

誤
っ

て
し

ま
う
の

で
は

な
い

か
と

思
わ

れ
る

。
例

え
ば

、
宮

古
島

の
宮

古
島

本
島

、
あ

る
い

は
八

重
山

の
石

垣
島

、
西

表
島

本
島

だ
け

で
は

な
く
て

、
そ

の
周

辺
の

離
島

ま
で

少
し

現
状

を
見

て
お

か
な

い
と

、
周

辺
離

島
に

お
い

て
は

恐
ら

く
観

光
な

ん
て

そ
も

そ
も

伸
び

て
い

な
い

で
し

ょ
う

し
、

い
ろ

い
ろ

な
社

会
イ

ン
フ

ラ
が

乏
し

い
中

で
農

業
を

や
っ

て
い

く
、

非
常

に
厳

し
い

環
境

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う
。

観
光

客
が

増
え

て
き

て
い

る
と

い
う
の

も
、

恐
ら

く
ク

ル
ー

ズ
船

で
大

き
い

島
に

寄
っ

て
増

え
て

い
る

だ
ろ

う
と

思
う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
大

事
な

の
は

観
光

客
の

数
と

い
う
よ

り
も

、
離

島
の

離
島

ま
で

観
光

客
に

限
ら

ず
県

民
の

皆
さ

ん
が

行
き

来
で

き
る

よ
う
な

仕
組

み
を

何
か

考
え

な
い

と
い

け
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
て

修
正

】
P

2
2
1
(８

行
目

)に
「
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
」
、

「
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
」
、

「
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

」
の

文
言

を
加

え
、

以
下

の
と

お
り

修
正

す
る

。

（
修

正
文

案
）

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
活

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。
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6
7

2
2
1
9
-

2
2
1

離
島

振
興

（
観

光
地

で
の

環
境

条
件

）

―

【
農

林
水

産
振

興
部

会
意

見
】

観
光

客
が

増
え

て
く
る

と
い

う
数

の
問

題
が

、
今

、
離

島
の

離
島

と
言

い
ま

し
た

け
ど

、
例

え
ば

西
表

な
ん

か
を

見
て

み
て

も
、

今
ほ

と
ん

ど
の

宿
泊

施
設

が
食

事
の

提
供

を
や

め
て

い
る

。
そ

れ
は

も
う
で

き
な

い
か

ら
で

す
。

そ
う
す

る
と

何
が

起
き

て
い

る
の

か
と

い
う
と

食
事

難
民

、
観

光
客

が
食

べ
る

と
こ

ろ
が

な
い

。
今

の
人

数
だ

け
で

も
ほ

ぼ
パ

ン
ク

状
態

に
な

っ
て

い
て

、
こ

れ
で

も
し

自
然

遺
産

絡
み

に
な

っ
て

さ
ら

に
増

え
た

と
き

に
ど

う
す

る
の

か
。

特
に

ご
み

の
問

題
だ

と
か

上
下

水
道

の
問

題
、

そ
の

辺
を

離
島

の
場

合
は

よ
く
考

え
な

い
と

、
観

光
客

が
こ

れ
以

上
増

え
た

と
き

に
本

当
に

収
容

可
能

な
の

か
ど

う
か

に
つ

い
て

課
題

と
し

て
挙

げ
る

必
要

が
あ

る
。

（
委

員
提

案
発

言
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

素
案

本
文

の
P

4
5
5
（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。

（
追

加
文

案
）

ま
た

、
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

6
8

2
1
5
8

1
5
9

4
2

1
-
2

平
成

2
9
年

度
に

は
6
,9

7
9
億

円
ま

で
増

加
し

て
お

り
、

５
年

連
続

で
過

去
最

高
を

更
新

し
て

い
る

。
昭

和
4
7
年

と
比

べ
る

と
観

光
収

入
は

約
2
1
.5

倍
と

な
っ

て
お

り
、

県
経

済
を

牽
引

す
る

産
業

に
成

長
し

て
い

る

平
成

3
0
年

度
に

は
7
,3

4
1
億

円
ま

で
増

加
し

て
お

り
、

６
年

連
続

で
過

去
最

高
を

更
新

し
て

い
る

。
昭

和
4
7
年

と
比

べ
る

と
観

光
収

入
は

約
2
2
倍

と
な

っ
て

お
り

、
県

経
済

を
牽

引
す

る
産

業
に

成
長

し
て

い
る

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
9

2
1
6
1

1
6
2

4
2

1
-
2

近
年

急
増

し
て

い
る

ク
ル

ー
ズ

船
で

の
海

路
外

国
客

に
つ

い
て

は
、

滞
在

時
間

の
短

さ
か

ら
、

県
内

消
費

額
が

２
万

9
,8

6
1
円

（
平

成
2
9
年

度
）
と

、
空

路
外

国
客

の
約

３
分

の
１

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
引

き
上

げ
が

課
題

で
あ

る
。

近
年

急
増

し
て

い
る

ク
ル

ー
ズ

船
で

の
海

路
外

国
客

に
つ

い
て

は
、

滞
在

時
間

の
短

さ
か

ら
、

県
内

消
費

額
が

２
万

8
,3

4
3
円

（
平

成
3
0
年

度
）
と

、
空

路
外

国
客

の
約

３
分

の
１

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
引

き
上

げ
が

課
題

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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7
0

3
3
5
3

3
2
－

3
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
民

の
「
し

ま
く
と

ぅば
」
に

対
す

る
気

運
醸

成
は

一
定

程
度

図
ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

し
ま

く
と

ぅば
を

聞
く
機

会
や

話
す

機
会

が
減

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
し

ま
く
と

ぅば
を

挨
拶

程
度

以
上

、
話

す
人

の
割

合
は

、
3
.4

ポ
イ

ン
ト

低
下

し
、

基
準

値
を

下
回

っ
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
民

の
「
し

ま
く
と

ぅば
」
に

対
す

る
気

運
醸

成
は

一
定

程
度

図
ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

し
ま

く
と

ぅば
を

聞
く
機

会
や

話
す

機
会

が
減

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
し

ま
く
と

ぅば
を

挨
拶

程
度

以
上

、
話

す
人

の
割

合
は

、
8
.2

ポ
イ

ン
ト

低
下

し
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
1

3
3
5
4

1
1

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

学
校

現
場

で
、

舞
踊

も
そ

う
で

す
け

ど
、

空
手

を
鑑

賞
す

る
こ

と
、

空
手

の
す

ば
ら

し
さ

を
見

せ
る

こ
と

、
こ

れ
は

空
手

だ
け

で
は

な
く
て

芸
能

と
組

み
合

わ
せ

て
も

い
い

し
、

空
手

だ
け

で
は

だ
め

か
も

し
れ

な
い

し
、

そ
れ

を
3
5
4
ペ

ー
ジ

に
「
組

踊
、

琉
球

舞
踊

、
琉

球
歌

劇
等

の
無

形
文

化
財

を
鑑

賞
す

る
機

会
」
、

そ
こ

に
「
沖

縄
空

手
」
を

入
れ

た
ら

ど
う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

中
学

校
で

は
武

道
が

必
修

化
さ

れ
、

県
内

で
は

８
割

以
上

の
学

校
が

空
手

を
導

入
し

て
い

る
こ

と
、

ま
た

、
県

内
の

高
等

学
校

で
は

選
択

と
し

て
約

６
割

が
空

手
を

導
入

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
現

場
に

お
い

て
は

子
供

達
が

空
手

に
接

す
る

時
間

は
確

実
に

増
え

て
い

る
た

め
、

原
案

の
と

お
り

と
す

る
。

7
2

3
3
5
4

－

伝
統

文
化

で
あ

る
空

手
の

保
存

・
継

承
を

確
実

に
行

う
た

め
に

は
指

導
者

・
後

継
者

の
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
沖

縄
県

民
が

空
手

に
接

す
る

機
会

を
創

出
す

る
必

要
が

あ
る

。
沖

縄
県

内
お

い
て

は
中

学
校

で
８

割
以

上
、

高
等

学
校

で
約

５
割

の
学

校
が

空
手

を
体

育
科

目
に

採
用

し
て

い
る

が
、

今
後

は
感

性
を

育
む

大
切

な
時

期
で

あ
る

幼
少

期
に

お
い

て
伝

統
文

化
に

慣
れ

親
し

む
観

点
か

ら
小

学
校

に
お

い
て

も
運

動
会

や
学

習
発

表
会

、
自

由
時

間
等

を
活

用
し

て
沖

縄
空

手
を

体
験

す
る

機
会

を
設

け
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
沖

縄
空

手
会

館
を

遠
足

等
の

野
外

学
習

の
場

と
し

て
積

極
的

に
利

用
し

沖
縄

空
手

を
見

て
・
触

れ
て

・
体

感
す

る
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

審
議

結
果

報
告

書
（
案

）
1
8
ペ

ー
ジ

の
4
1

番
の

ミ
ゲ

ー
ル

委
員

か
ら

の
御

意
見

に
つ

い
て

、
体

育
の

授
業

と
あ

っ
た

と
し

て
も

、
選

択
種

目
で

あ
っ

た
と

し
て

も
、

文
化

と
し

て
の

側
面

を
一

緒
に

学
べ

る
よ

う
な

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

こ
と

を
ぜ

ひ
追

記
し

て
は

ど
う
か

。
沖

縄
空

手
は

文
化

と
し

て
の

空
手

の
側

面
を

持
っ

て
い

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

P
3
5
5
・
3
9
行

目
に

追
記

す
る

。
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議
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果

7
3

3
3
5
5

2
3
-
2
4

【
成

果
指

標
名

】
し

ま
く
と

ぅば
を

挨
拶

程
度

以
上

、
話

す
人

の
割

合
現

状
値

：
5
4
.6

％
（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
し

ま
く
と

ぅば
を

挨
拶

程
度

以
上

、
話

す
人

の
割

合
現

状
値

：
4
9
.8

％
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4

3
3
5
5

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
市

町
村

文
化

協
会

会
員

数
基

準
値

：
1
2
,8

5
4
名

（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
1
5
,2

9
5
名

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
0
,0

0
0
名

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
5

3
3
5
6

3
7
-
3
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

県
芸

術
文

化
祭

参
加

者
数

は
、

基
準

値
の

6
,2

9
0

人
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
7
,7

3
3
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

県
芸

術
文

化
祭

参
加

者
数

は
、

基
準

値
の

6
,2

9
0

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
8
,0

9
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

は
遅

れ
て

い
る

も
の

の
、

参
加

者
は

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
6

3
3
5
7

2
9
-
3
0

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
県

芸
術

文
化

祭
参

加
者

数
現

状
値

：
7
,7

3
3
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
県

芸
術

文
化

祭
参

加
者

数
現

状
値

：
8
,0

9
0
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
7

3
3
5
7

2
0
-
2
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
は

、
基

準
値

の
5
8
.0

％
か

ら
平

成
3
0
年

３
月

卒
に

お
い

て
は

7
7
.6

％
と

な
り

、
目

標
値

を
上

回
っ

て
改

善
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
は

、
基

準
値

の
5
8
.0

％
か

ら
平

成
3
1
年

３
月

卒
に

お
い

て
は

6
7
.3

％
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
8

3
3
5
7

3
3
-
3
4

【
成

果
指

標
名

】
県

立
芸

術
大

学
卒

業
者

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）

現
状

値
：
7
7
.6

％
（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

立
芸

術
大

学
卒

業
者

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）

現
状

値
：
6
7
.3

％
（
Ｈ

3
1
年

３
月

卒
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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7
9

3
3
5
8

2
1
－

2
3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

博
物

館
・
美

術
館

の
入

場
者

数
は

、
基

準
値

の
4
5
万

2
,5

0
2
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
5
0

万
8
,8

2
2
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

博
物

館
・
美

術
館

の
入

場
者

数
は

、
基

準
値

の
4
5
万

2
,5

0
2
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
5
0

万
4
,8

9
4
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
0

3
3
5
8

3
5
-
3
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
が

支
援

し
た

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
来

場
者

数
は

、
基

準
値

の
1
4
万

9
,5

2
7
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
、

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

1
0
7
件

に
対

し
支

援
（
後

援
）
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
1
6
万

4
,4

7
8
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
が

支
援

し
た

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
来

場
者

数
は

、
基

準
値

の
1
4
万

9
,5

2
7
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
、

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

1
1
1
件

に
対

し
支

援
（
後

援
）
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
1
6
万

7
,6

7
1
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
1

3
3
5
9

6
-
7

【
成

果
指

標
名

】
県

立
博

物
館

・
美

術
館

の
入

場
者

数
現

状
値

：
4
5
2
,5

0
2
（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

立
博

物
館

・
美

術
館

の
入

場
者

数
現

状
値

：
5
0
4
,8

9
4
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
2

3
3
5
9

8
-
9

【
成

果
指

標
名

】
国

立
劇

場
お

き
な

わ
の

入
場

者
数

現
状

値
：
6
1
,4

1
5
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
国

立
劇

場
お

き
な

わ
の

入
場

者
数

現
状

値
：
5
8
,4

1
7
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
3

3
3
5
9

1
0
-
1
1

【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
文

化
芸

術
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

現
状

値
：
1
6
万

4
,4

7
8
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
文

化
芸

術
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

現
状

値
：
1
6
7
,6

7
1
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
4

3
3
5
9

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
県

文
化

協
会

加
入

率
基

準
値

：
6
3
.4

％
（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
6
5
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
7
0
.7

名

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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果

8
5

3
3
6
0

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
文

化
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

基
準

値
：
1
4
,9

6
0
人

（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
3
4
,4

1
9
人

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
4
0
,0

0
0
名

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
6

3
3
6
0

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
世

界
エ

イ
サ

ー
大

会
の

来
場

者
数

基
準

値
：
6
4
,9

0
0
人

（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
1
,5

0
0
人

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
6
,0

0
0
名

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
7

3
3
6
0

1
7
-
1
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
外

・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
数

は
、

基
準

値
の

8
0
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
6
,4

5
3

人
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
外

・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
数

は
、

基
準

値
の

8
0
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
7
,1

6
9

人
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
が

見
込

ま
れ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
8

3
3
6
0

3
9
-
4
0

【
成

果
指

標
名

】
県

外
・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
数 現

状
値

：
6
,4

5
3
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

外
・
海

外
か

ら
の

空
手

関
係

者
来

訪
数 現

状
値

：
7
,1

6
9
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
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議

　
結

　
果

8
9

3
3
6
1

1
5

さ
ら

に
、

沖
縄

空
手

の
次

代
を

担
う
指

導
者

・
後

継
者

の
育

成
を

図
り

、
道

場
の

運
営

基
盤

強
化

を
図

る
取

組
や

、
世

界
に

１
億

３
千

万
人

い
る

と
も

い
わ

れ
る

空
手

愛
好

家
に

対
し

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
を

発
信

し
、

国
内

外
か

ら
来

訪
す

る
空

手
愛

好
家

の
受

入
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

登
録

に
向

け
た

気
運

の
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
沖

縄
を

代
表

す
る

伝
統

文
化

の
ひ

と
つ

で
あ

る
空

手
を

将
来

に
渡

っ
て

確
実

に
保

存
・
継

承
し

て
い

く
た

め
に

は
、

指
導

者
及

び
後

継
者

の
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
沖

縄
空

手
を

支
え

る
道

場
や

空
手

関
係

団
体

の
運

営
基

盤
強

化
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
ま

た
、

世
界

に
１

億
３

千
万

人
い

る
と

も
い

わ
れ

る
空

手
愛

好
家

を
対

象
に

、
指

導
者

派
遣

事
業

や
空

手
の

日
記

念
演

武
祭

、
世

界
レ

ベ
ル

の
大

会
を

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」

を
S
N

S
等

を
活

用
し

て
強

力
に

発
信

し
認

知
度

の
更

な
る

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　

さ
ら

に
、

多
言

語
に

対
応

し
た

沖
縄

空
手

案
内

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
引

き
続

き
行

う
ほ

か
、

空
手

に
特

化
し

た
専

門
ガ

イ
ド

の
育

成
や

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

造
成

、
空

手
専

用
ア

プ
リ
の

開
発

、
長

期
滞

在
型

宿
泊

施
設

を
整

備
す

る
こ

と
等

に
よ

り
世

界
中

の
空

手
愛

好
家

の
受

入
体

制
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

取
組

を
通

し
て

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

の
登

録
に

向
け

た
県

民
機

運
の

醸
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　

特
に

、
武

道
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

つ
い

て
は

国
も

強
力

に
推

進
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

感
動

体
験

型
商

品
と

し
て

本
県

の
歴

史
と

風
土

を
重

ね
合

わ
せ

た
空

手
の

ル
ー

ツ
を

巡
る

コ
ー

ス
や

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
沖

縄
空

手
な

ら
で

は
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

商
品

を
企

画
開

発
し

、
空

手
を

目
的

と
し

た
一

般
来

訪
者

の
交

流
人

口
も

拡
大

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
本

県
の

リ
ー

デ
ィ
ン

グ
産

業
で

あ
る

観
光

産
業

は
も

と
よ

り
商

工
業

等
関

連
産

業
へ

も
幅

広
く
波

及
効

果
を

高
め

る
「
空

手
関

連
産

業
」
と

い
う
新

た
な

沖
縄

型
産

業
の

創
出

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

ぜ
ひ

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

追
記

し
て

は
ど

う
か

。

外
か

ら
空

手
で

連
れ

て
来

な
い

と
、

中
で

盛
り

上
が

っ
て

も
真

水
の

経
済

効
果

は
お

き
な

い
。

空
手

で
人

を
動

か
す

仕
組

み
を

つ
く
る

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
は

非
常

に
重

要
。

国
の

政
策

と
も

合
致

し
て

い
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

そ
れ

を
書

き
込

ん
で

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

3
6
1
頁

1
2
行

以
降

、
左

案
の

と
お

り
追

記
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

9
0

3
3
6
1

1
5

さ
ら

に
、

沖
縄

空
手

の
次

代
を

担
う
指

導
者

・
後

継
者

の
育

成
を

図
り

、
道

場
の

運
営

基
盤

強
化

を
図

る
取

組
や

、
世

界
に

１
億

３
千

万
人

い
る

と
も

い
わ

れ
る

空
手

愛
好

家
に

対
し

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
を

発
信

し
、

国
内

外
か

ら
来

訪
す

る
空

手
愛

好
家

の
受

入
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

登
録

に
向

け
た

気
運

の
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

№
8
9
同

文
【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

審
議

果
報

告
書

（
案

）
2
8
ペ

ー
ジ

の
6
9
番

に
つ

い
て

、
道

場
だ

け
な

の
か

関
連

団
体

を
入

れ
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

道
場

に
全

部
含

ま
れ

て
い

れ
ば

い
い

が
、

団
体

も
支

え
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

3
6
1
頁

1
2
行

以
降

、
左

案
の

と
お

り
追

記
す

る
。

9
1

3
3
6
6

1
6

観
光

客
の

「
文

化
観

光
」
の

比
率

は
、

基
準

値
の

1
0
.8

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
1
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

観
光

客
の

「
文

化
観

光
」
の

比
率

は
、

基
準

値
の

1
0
.8

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
1
1
.8

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
2

3
3
6
3

2
3
-
2
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

伝
統

行
事

の
伝

承
・
復

元
等

に
関

す
る

公
演

等
の

入
場

者
数

（
累

2
4
 計

）
は

、
平

成
2
9
年

度
に

は
4
,3

7
6
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
む

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

伝
統

行
事

の
伝

承
・
復

元
等

に
関

す
る

公
演

等
の

入
場

者
数

（
累

計
）
は

、
平

成
3
0
年

度
に

は
5
,2

5
8
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
3

3
3
6
3

3
7
-
3
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
が

支
援

し
た

市
町

村
主

催
の

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
来

場
者

数
は

、
基

準
値

の
5
2
1
人

/
年

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
8
,6

8
5
人

/
年

と
大

幅
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
が

支
援

し
た

市
町

村
主

催
の

文
化

芸
術

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
来

場
者

数
は

、
基

準
値

の
5
2
1
人

/
年

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
5
,3

7
5
人

/
年

と
大

幅
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
4

3
3
6
4

5
-
6

【
成

果
指

標
名

】
伝

統
行

事
の

伝
承

・
復

元
等

に
関

す
る

公
演

等
の

入
場

者
数

（
累

計
）

現
状

値
：
4
,3

7
6
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
伝

統
行

事
の

伝
承

・
復

元
等

に
関

す
る

公
演

等
の

入
場

者
数

（
累

計
）

現
状

値
：
5
,2

5
8
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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等
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結

　
果

9
5

3
3
6
4

7
-
8

【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
市

町
村

主
催

の
文

化
芸

術
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

現
状

値
：
8
,6

8
5
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
市

町
村

主
催

の
文

化
芸

術
関

連
イ

ベ
ン

ト
の

来
場

者
数

現
状

値
：
1
5
,3

7
5
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
6

3
3
6
5

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

２
つ

目
は

2
0
ペ

ー
ジ

で
、

文
化

と
観

光
の

部
分

で
す

が
、

成
果

指
標

の
３

、
観

光
客

の
文

化
観

光
の

比
率

の
目

標
値

が
3
0
％

で
、

実
績

値
が

1
1
.8

％
。

1
0
.8

％
だ

っ
た

平
成

2
4
年

か
ら

あ
ま

り
か

わ
っ

て
い

な
い

。
ま

た
、

進
展

遅
れ

と
い

う
こ

と
に

関
し

て
、

今
後

ど
う
い

う
対

策
、

対
応

を
し

て
い

く
の

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

総
合

部
会

の
申

し
送

り
に

よ
り

、
検

証
シ

ー
ト

で
使

用
し

て
い

る
判

定
基

準
を

用
い

た
表

現
に

統
一

す
る

予
定

の
た

め
、

P
3
6
6
記

載
の

「
順

調
」
を

「
進

展
が

遅
れ

て
い

る
」
と

修
正

い
た

し
ま

す
。

ま
た

、
進

展
遅

れ
に

つ
い

て
は

、
素

案
本

文
P

3
6
5
・
3
7
行

目
～

P
3
6
6
・
3
8
行

目
に

記
述

し
た

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
産

業
の

振
興

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
が

よ
り

一
層

必
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

9
7

3
3
6
5

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

成
果

指
標

４
の

観
光

客
の

娯
楽

・
入

場
費

の
消

費
単

価
も

、
目

標
値

の
9
,0

0
0
円

に
対

し
て

実
績

値
が

6
,4

8
5
円

、
基

準
値

の
7
,8

0
0
円

を
下

回
っ

て
い

る
。

進
展

遅
れ

に
対

し
て

ど
う
い

う
手

を
講

じ
て

い
く
の

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

成
果

指
標

４
に

つ
い

て
、

総
合

部
会

の
申

し
送

り
に

よ
り

、
検

証
シ

ー
ト

と
の

す
べ

て
の

成
果

指
標

（
再

掲
含

む
）
を

素
案

に
掲

載
す

る
予

定
で

す
。

ま
た

、
進

展
遅

れ
に

つ
い

て
は

、
素

案
本

文
P

3
6
5
・
3
7
行

目
～

P
3
6
6
・
3
8
行

目
に

記
述

し
た

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
産

業
の

振
興

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
が

よ
り

一
層

必
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

9
8

3
3
6
6

1
3
-
1
4

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
関

連
産

業
事

業
所

数
は

、
基

準
値

の
2
5
7
事

業
所

か
ら

平
成

2
8
年

度
に

は
2
6
1

事
業

所
と

な
り

、
目

標
値

を
上

回
っ

て
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
関

連
産

業
事

業
所

数
は

、
基

準
値

の
2
5
7
事

業
所

か
ら

平
成

2
8
年

度
に

は
2
6
1

事
業

所
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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9
9

3
3
6
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
県

が
支

援
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
の

事
業

化
件

数
（
累

計
）

基
準

値
：
３

件
（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
2
1
件

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
3
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
0

3
3
6
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
観

光
客

の
「
娯

楽
・
入

場
費

」
の

消
費

単
価 基

準
値

：
7
,8

3
1
円

（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
：
6
,4

8
5
円

（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
9
,0

0
0
円

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
1

3
3
8
0

1
1
-
1
2

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
（
成

人
、

週
１

回
以

上
）

は
、

平
成

3
0
年

度
で

4
1
.4

％
と

な
り

基
準

値
か

ら
前

進
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
（
成

人
、

週
１

回
以

上
）

は
、

平
成

3
0
年

度
で

4
1
.4

％
と

な
り

基
準

値
か

ら
前

進
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
2

3
3
8
0

2
0
-
2
1

国
民

体
育

大
会

総
合

順
位

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

は
4
3
位

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
の

達
成

に
向

け
て

取
組

を
一

層
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

国
民

体
育

大
会

総
合

順
位

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

度
は

4
3
位

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
3

3
3
8
0

2
8
-
3
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
県

内
参

加
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
に

1
0
万

4
,4

7
3
人

と
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ
ン

の
県

内
参

加
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
に

1
0
万

4
,4

7
3
人

と
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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果

1
0
4

3
3
8
0

3
5
-
3
7

県
立

社
会

体
育

施
設

の
平

均
稼

働
率

並
び

に
利

用
者

数
（
奥

武
山

総
合

運
動

場
の

み
）
は

、
平

成
3
0
年

度
に

利
用

者
数

6
4
万

7
,0

0
0
人

、
平

均
稼

働
率

7
3
％

と
な

り
、

基
準

値
よ

り
前

進
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

県
立

社
会

体
育

施
設

の
平

均
稼

働
率

並
び

に
利

用
者

数
（
奥

武
山

総
合

運
動

場
の

み
）
は

、
平

成
3
0
年

度
に

利
用

者
数

6
4
万

6
,0

0
0
人

、
平

均
稼

働
率

7
3
％

と
、

基
準

値
よ

り
前

進
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
5

3
3
8
1

1
1
-
1
2

【
成

果
指

標
名

】
県

立
社

会
体

育
施

設
の

利
用

者
数

（
奥

武
山

総
合

運
動

場
の

み
）

現
状

値
：
6
4
7
,0

0
0
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

立
社

会
体

育
施

設
の

利
用

者
数

（
奥

武
山

総
合

運
動

場
の

み
）

現
状

値
：
6
4
6
,0

0
0
人

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
6

3
4
3
2

1
2
－

1
4

「
那

覇
空

港
の

海
外

路
線

数
（
就

航
都

市
数

）
」
が

８
路

線
増

加
し

1
5
路

線
、

「
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

（
県

全
体

）
」
が

4
0
3

回
増

加
し

5
1
5
回

、
「
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
」
が

7
7
万

1
,9

0
0
人

増
加

し
8
8
万

8
,3

0
0
人

と
な

っ
た

。

「
那

覇
空

港
の

海
外

路
線

数
（
就

航
都

市
数

）
」
が

８
路

線
増

加
し

1
5
路

線
、

「
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

（
県

全
体

）
」
が

4
1
6

回
増

加
し

5
2
8
回

、
「
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
」
が

1
0
0
万

7
,4

0
0
人

増
加

し
1
1
2
万

3
,8

0
0
人

と
な

っ
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
7

3
4
3
2

2
4
－

2
5

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
那

覇
空

港
の

海
外

路
線

数
（
就

航
都

市
数

）
の

増
現

状
値

：
1
5
路

線
（
H

2
9
年

度
）

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
那

覇
空

港
の

海
外

路
線

数
（
就

航
都

市
数

）
の

増
現

状
値

：
1
5
路

線
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
8

3
4
3
2

2
8
－

3
0

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
ク

ル
ー

ズ
船

増
寄

港
回

数
・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
全

体
）

現
状

値
：
5
1
5
回

、
8
8
8
,3

0
0
人

（
H

2
9
年

）

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
ク

ル
ー

ズ
船

増
寄

港
回

数
・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
全

体
）

現
状

値
：
5
2
8
回

、
1
,1

2
3
,8

0
0
人

（
H

3
0

年
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
0
9

3
4
3
4

2
-
1
3

【
図

表
3
－

3
－

1
－

4
】

県
全

体
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
及

び
海

路
入

域
観

光
客

数
現

状
値

：
5
1
5
（
寄

港
回

数
）
（
H

2
9
年

度
）

現
状

値
：
8
8
8
,3

0
0
（
海

路
入

域
観

光
客

数
）
（
H

2
9
年

度
）

【
図

表
3
－

3
－

1
－

4
】

県
全

体
の

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
及

び
海

路
入

域
観

光
客

数
現

状
値

：
5
2
8
（
寄

港
回

数
）
（
H

3
0
年

度
）

現
状

値
：
1
,1

2
3
,8

0
0
（
海

路
入

域
観

光
客

数
）
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
0

3
4
4
0

3
7
－

4
0

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

空
港

の
国

際
路

線
数

（
就

航
都

市
数

）
は

、
こ

れ
ま

で
の

東
ア

ジ
ア

地
域

に
加

え
、

タ
イ

や
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
と

い
っ

た
東

南
ア

ジ
ア

地
域

へ
の

新
規

就
航

が
実

現
す

る
な

ど
、

平
成

2
4

年
の

７
路

線
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

1
5
路

線
に

増
加

し
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

空
港

の
国

際
路

線
数

（
就

航
都

市
数

）
は

、
こ

れ
ま

で
の

東
ア

ジ
ア

地
域

に
加

え
、

タ
イ

や
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
と

い
っ

た
東

南
ア

ジ
ア

地
域

へ
の

新
規

就
航

が
実

現
す

る
な

ど
、

平
成

2
4

年
の

７
路

線
か

ら
平

成
3
0
年

に
は

1
5
路

線
に

増
加

し
、

現
時

点
で

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
1

3
4
4
3

1
0
－

1
3

施
策

を
展

開
し

た
結

果
、

基
本

施
策

に
お

け
る

｢目
標

と
す

る
す

が
た

｣の
状

況
は

、
基

準
年

と
比

較
し

、
「
観

光
収

入
」
は

3
,1

9
6

億
円

増
加

し
6
,9

7
9
億

円
、

「
入

域
観

光
客

数
」
は

4
0
5
.2

万
人

増
加

し
9
5
8
.0

万
人

、
う
ち

外
国

人
客

数
に

つ
い

て
は

2
3
9
.1

万
人

増
加

し
2
6
9
.2

万
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

施
策

を
展

開
し

た
結

果
、

基
本

施
策

に
お

け
る

｢目
標

と
す

る
す

が
た

｣の
状

況
は

、
基

準
年

と
比

較
し

、
「
観

光
収

入
」
は

3
,5

5
8

億
円

増
加

し
7
,3

4
1
億

円
、

「
入

域
観

光
客

数
」
は

4
4
7
.6

万
人

増
加

し
1
,0

0
0
.4

万
人

、
う
ち

外
国

人
客

数
に

つ
い

て
は

2
6
9
.9

万
人

増
加

し
3
0
0
万

人
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
2

3
4
4
3

1
4
－

1
5

「
平

均
滞

在
日

数
」
は

、
国

内
客

、
外

国
空

路
客

と
も

に
伸

び
悩

ん
で

い
る

こ
と

に
加

え
、

滞
在

が
短

い
ク

ル
ー

ズ
客

の
増

加
に

よ
り

、
0
.1

1
日

減
少

し
3
.6

8
日

と
な

り
、

基
準

値
か

ら
後

退
し

た
。

「
平

均
滞

在
日

数
」
は

、
国

内
客

、
外

国
空

路
客

と
も

に
伸

び
悩

ん
で

い
る

こ
と

に
加

え
、

滞
在

が
短

い
ク

ル
ー

ズ
客

の
増

加
に

よ
り

、
0
.2

日
減

少
し

3
.5

9
日

と
な

り
、

基
準

値
か

ら
後

退
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
3

3
4
4
3

1
6
－

1
8

「
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
観

光
客

の
満

足
度

（
総

合
評

価
が

国
内

：
「
大

変
満

足
」
、

海
外

「
満

足
」
の

比
率

）
」
は

、
国

内
観

光
客

が
2
.0

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
5
4
.3

％
、

海
外

観
光

客
は

5
3
.7

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
8
4
.8

％
と

な
っ

た
。

「
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
観

光
客

の
満

足
度

（
総

合
評

価
が

国
内

：
「
大

変
満

足
」
、

海
外

「
大

変
満

足
・
満

足
」
の

比
率

）
」

は
、

国
内

観
光

客
が

6
.8

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
5
9
.1

％
、

海
外

観
光

客
は

5
4
.8

ポ
イ

ン
ト

増
加

し
8
5
.9

％
と

な
っ

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
4

3
4
4
3

2
3
－

3
2

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
観

光
収

入
の

増
加

：
6
,9

7
9
億

円
（
H

2
9
年

度
）

平
均

滞
在

日
数

の
増

加
：
3
.6

8
日

（
H

2
9

年
度

）
入

域
観

光
客

数
の

増
加

：
9
5
8
.0

万
人

（
H

2
9
年

度
）

（
う
ち

外
国

人
観

光
客

）
：
2
6
9
.2

万
人

（
H

2
9
年

度
）

沖
縄

旅
行

に
対

す
る

観
光

客
の

満
足

度
の

向
上

（
総

合
評

価
が

国
内

：
「
大

変
満

足
」
、

海
外

：
「
満

足
」
の

比
率

）
国

内
：
5
4
.3

％
（
H

2
9
年

度
）

海
外

：
8
4
.8

％
（
H

2
9
年

度
）

【
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

】
観

光
収

入
の

増
加

：
7
,3

4
1
億

円
（
H

3
0
年

度
）

平
均

滞
在

日
数

の
増

加
：
3
.5

9
日

（
H

3
0

年
度

）
入

域
観

光
客

数
の

増
加

：
1
,0

0
0
.4

万
人

（
H

3
0
年

度
）

（
う
ち

外
国

人
観

光
客

）
：
3
0
0
万

人
（
H

3
0

年
度

）
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
観

光
客

の
満

足
度

の
向

上
（
総

合
評

価
が

国
内

：
「
大

変
満

足
」
、

海
外

：
「
大

変
満

足
・
満

足
」
の

比
率

）
国

内
：
5
9
.1

％
（
H

3
0
年

度
）

海
外

：
8
5
.9

％
（
H

3
0
年

度
）

（
注

釈
）
現

状
値

の
海

外
「
満

足
」
比

率
は

、
「
大

変
満

足
」
と

「
満

足
」
を

あ
わ

せ
た

比
率

と
な

り
、

H
2
3
年

度
と

は
計

測
方

法
が

異
な

り
ま

す
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
5

3
4
4
4

－

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

の
面

で
は

、
も

っ
と

地
域

の
住

民
が

潤
う

観
光

を
目

指
す

べ
き

で
あ

り
、

そ
う

い
っ

た
記

述
が

必
要

で
あ

る
。

稼
ぐ

力
の

推
進

が
必

要
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

素
案

本
文

P
4
4
4
・
3
1
行

目
に

「
こ

の
た

め
、

「
国

際
旅

客
ハ

ブ
」
構

想
な

ど
の

推
進

よ
る

欧
米

等
リ

ゾ
ー

ト
需

要
の

開
拓

を
始

め
、

離
島

観
光

や
広

域
周

遊
観

光
の

促
進

に
よ

り
滞

在
日

数
の

延
伸

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
の

振
興

、
地

産
地

消
の

促
進

な
ど

を
通

じ
て

沖
縄

観
光

の
高

付
加

価
値

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

」
と

取
組

に
つ

い
て

記
述

し
て

い
る

と
こ

ろ
。

ま
た

、
他

の
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
の

意
見

を
踏

ま
え

、
P

5
8
7
(4

0
行

目
)に

以
下

の
修

正
文

案
を

追
記

す
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

（
修

正
文

案
）

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
活

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

1
1
6

3
4
4
4

2
-
1
3

【
図

表
3
－

3
－

2
－

1
】

入
域

観
光

客
数

及
び

観
光

収
入

の
推

移

入
域

観
光

客
数

：
9
5
8
万

人
（
H

2
9
年

度
）

国
内

客
：
6
8
9
万

人
外

国
客

：
2
6
9
万

人
観

光
収

入
：
6
,9

7
9
億

円
（
H

2
9
年

度
）

【
図

表
3
－

3
－

2
－

1
】

入
域

観
光

客
数

及
び

観
光

収
入

の
推

移

入
域

観
光

客
数

：
1
,0

0
0
万

人
（
H

3
0
年

度
）

国
内

客
：
7
0
0
万

人
（
H

3
0
年

度
）

外
国

客
：
3
0
0
万

人
（
H

3
0
年

度
）

観
光

収
入

：
7
,3

4
1
億

円
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
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（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
1
7

3
4
4
4

3
3

【
図

表
3
-
3
-
2
-
2
】

平
均

滞
在

日
数

の
推

移
【
図

表
3
-
3
-
2
-
2
】

平
均

滞
在

日
数

の
推

移
3
.5

9
日

（
平

成
3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
8

3
4
4
5

2
9
-
3
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
創

出
・
観

光
メ

ニ
ュ

ー
の

商
品

造
成

数
（
累

計
）
は

、
平

成
2
9
年

度
で

1
1
3
件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

エ
ン

タ
ー

テ
イ

メ
ン

ト
創

出
・
観

光
メ

ニ
ュ

ー
の

商
品

造
成

数
（
累

計
）
は

、
平

成
3
0
年

度
で

1
2
5
件

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

を
見

込
ん

で
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
9

3
4
4
5

4
0
-
4
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

キ
ャ

ン
プ

合
宿

の
実

施
件

数
・
県

外
 ・

海
外

参
加

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
で

実
施

件
数

が
4
0
9
件

と
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
り

、
県

外
・
海

外
参

加
者

数
が

１
万

1
,7

8
9
人

と
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

順
調

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

キ
ャ

ン
プ

合
宿

の
実

施
件

数
・
県

外
 ・

海
外

参
加

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
で

実
施

件
数

が
4
0
7
件

と
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

、
県

外
・
海

外
参

加
者

数
が

１
万

1
,6

4
9
人

と
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
0

3
4
4
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
国

内
客

が
旅

行
中

に
行

っ
た

活
動

（
エ

コ
ツ

ア
ー

）
基

準
値

：
1
.3

％
（
Ｈ

2
3
年

度
）

現
状

値
：
2
.4

％
（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
.2

％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
1

3
4
4
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
外

国
客

の
沖

縄
へ

の
リ
ピ

ー
ト

回
数

（
沖

縄
旅

行
の

回
数

で
２

回
目

以
上

の
比

率
）

基
準

値
：
－

現
状

値
：
2
1
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
3
.5

％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
2
2

3
4
4
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
ス

ポ
ー

ツ
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
開

催
件

数
基

準
値

：
4
6
0
件

（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
：
6
3
1
件

（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
7
0
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
3

3
4
4
6

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
県

外
・
海

外
参

加
者

数
基

準
値

：
7
5
,0

5
6
人

（
H

2
2
年

度
）

現
状

値
：
7
1
,4

9
5
人

（
H

2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
7
3
,0

0
0
人

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
4

3
4
4
6

9
-
1
0

【
成

果
指

標
名

】
ス

ポ
ー

ツ
キ

ャ
ン

プ
合

宿
の

実
施

件
数

現
状

値
：
4
0
9
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
ス

ポ
ー

ツ
キ

ャ
ン

プ
合

宿
の

実
施

件
数

現
状

値
：
4
0
7
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
5

3
4
4
6

9
-
1
0

【
成

果
指

標
名

】
県

外
・
海

外
参

加
者

数
現

状
値

：
1
1
,7

8
9
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
県

外
・
海

外
参

加
者

数
現

状
値

：
1
1
,6

4
9
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
6

3
4
4
7

2
5
-
2
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

（
外

国
人

除
く
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9

年
度

に
は

6
8
8
.7

万
人

に
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

、
堅

調
に

推
移

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

（
外

国
人

除
く
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0

年
度

に
は

7
0
0
万

人
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
2
7

3
4
4
7

3
2
-
3
4

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

修
学

旅
行

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

は
4
3
.2

万
人

と
、

国
内

の
小

中
高

校
生

徒
数

の
減

少
や

国
内

他
地

域
の

競
合

が
激

し
く
な

る
中

に
お

い
て

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
一

定
規

模
の

実
績

を
維

持
で

き
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

修
学

旅
行

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

は
4
3
.2

万
人

と
、

国
内

の
小

中
高

校
生

徒
数

の
減

少
や

国
内

他
地

域
の

競
合

が
激

し
く
な

る
中

に
お

い
て

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
一

定
規

模
の

実
績

を
維

持
で

き
て

い
る

も
の

の
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
8

3
4
4
8

1
4
-
1
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

数
の

う
ち

空
路

来
訪

者
数

は
、

円
安

の
継

続
に

よ
り

訪
日

旅
行

需
要

が
高

ま
っ

た
こ

と
等

も
影

響
し

、
平

成
2
9
年

で
1
7
0
.0

万
人

と
平

成
2
3
年

度
比

で
9
.3

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

数
の

う
ち

空
路

来
訪

者
数

は
、

円
安

の
継

続
に

よ
り

訪
日

旅
行

需
要

が
高

ま
っ

た
こ

と
等

も
影

響
し

、
平

成
3
0
年

度
で

1
8
0
.3

万
人

と
平

成
2
3
年

度
比

で
9
.9

倍
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
を

見
込

ん
で

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
9

3
4
4
8

1
6
-
1
8

海
路

来
訪

者
数

に
つ

い
て

も
、

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
2
9

年
度

は
9
9
.3

万
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

海
路

来
訪

者
数

に
つ

い
て

も
、

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
3
0

年
度

は
1
1
9
.7

万
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
0

3
4
4
8

2
6
-
2
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

旅
行

に
対

す
る

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
旅

行
全

体
の

評
価

が
「
満

足
」
の

比
率

）
は

、
平

成
2
9
年

度
で

8
4
.8

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

旅
行

に
対

す
る

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
旅

行
全

体
の

評
価

が
「
満

足
」
の

比
率

）
は

、
平

成
3
0
年

度
で

8
5
.9

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
1

3
4
4
9

4
-
1
5

【
成

果
指

標
名

】
入

域
観

光
客

数
（
外

国
人

除
く
）

現
状

値
：
6
8
8
.7

万
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

外
国

人
観

光
客

数
現

状
値

：
2
6
9
.2

万
人

（
Ｈ

2
9
年

度
）

（
う
ち

空
路

来
訪

者
数

）
1
7
0
万

人
（
う
ち

海
路

来
訪

者
数

）
9
9
.3

万
人

【
成

果
指

標
名

】
入

域
観

光
客

数
（
外

国
人

除
く
）

現
状

値
：
7
0
0
万

人
（
Ｈ

3
0
年

度
）

外
国

人
観

光
客

数
現

状
値

：
3
0
0
万

人
（
Ｈ

3
0
年

度
）

（
う
ち

空
路

来
訪

者
数

）
1
8
0
.3

万
人

（
う
ち

海
路

来
訪

者
数

）
1
1
9
.7

万
人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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1
3
2

3
4
4
9

図
表

成
果

指
標

【
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
リ
ピ

ー
タ

ー
の

満
足

度
（
旅

行
全

体
の

評
価

が
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
】
追

加

成
果

指
標

【
沖

縄
旅

行
に

対
す

る
リ
ピ

ー
タ

ー
の

満
足

度
（
旅

行
全

体
の

評
価

が
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
】
追

加
基

準
値

：
5
1
.7

％
（
H

2
1
年

度
)

現
状

値
：
4
8
.1

％
（
H

2
9
年

度
)

R
3
年

度
目

標
値

：
6
0
.0

％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
3

3
4
5
0

3
2
-
3
3

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
に

よ
る

直
接

経
済

効
果

は
、

平
成

2
9
年

2
2
6
億

円
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
徐

々
に

増
加

し
て

い
る

。

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
に

よ
る

直
接

経
済

効
果

は
、

平
成

3
0
年

2
4
3
億

円
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
4

3
4
5
0

2
6
-
2
8

1
,0

0
0
人

以
上

の
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

件
数

は
、

県
内

最
大

の
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

施
設

で
あ

る
沖

縄
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
率

が
高

く
、

大
規

模
な

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
需

要
を

取
り

込
め

て
い

な
い

状
況

が
続

い
て

い
る

た
め

、
平

成
2
9

年
に

お
い

て
8
1
件

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。

1
,0

0
0
人

以
上

の
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

件
数

は
、

県
内

最
大

の
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

施
設

で
あ

る
沖

縄
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

の
稼

働
率

が
高

く
、

大
規

模
な

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
需

要
を

取
り

込
め

て
い

な
い

状
況

が
続

い
て

い
る

た
め

、
平

成
3
0

年
に

お
い

て
8
5
件

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

が
、

目
標

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
5

3
4
5
0

2
9
-
3
1

県
外

・
海

外
か

ら
の

参
加

者
が

3
0
0
名

以
上

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

旅
行

件
数

に
つ

い
て

は
、

国
内

か
ら

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

旅
行

が
増

加
し

た
た

め
、

平
成

2
9
年

は
2
5
件

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
前

進
し

て
い

る
。

県
外

・
海

外
か

ら
の

参
加

者
が

3
0
0
名

以
上

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

旅
行

件
数

に
つ

い
て

は
、

国
内

か
ら

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

旅
行

が
増

加
し

た
た

め
、

平
成

3
0
年

は
4
4
件

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
6

3
4
5
1

【
成

果
指

標
】

県
外

・
海

外
か

ら
の

参
加

者
が

3
0
0
名

以
上 の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

旅
行

件
数

現
状

値
：
2
5
件

（
H

2
9
年

）

【
成

果
指

標
】

県
外

・
海

外
か

ら
の

参
加

者
が

3
0
0
名

以
上 の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ

旅
行

件
数

現
状

値
：
4
4
件

（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
3
7

3
4
5
1

1
9

【
成

果
指

標
名

】
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
直

接
経

済
効

果
現

状
値

：
2
2
6
億

円
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
直

接
経

済
効

果
現

状
値

：
2
4
3
億

円
（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
8

3
4
5
1

1
4
-
1
5

【
成

果
指

標
名

】
1
,0

0
0
人

以
上

の
M

IC
E
開

催
件

数
現

状
値

：
8
1
件

（
Ｈ

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
1
,0

0
0
人

以
上

の
M

IC
E
開

催
件

数
現

状
値

：
8
5
件

（
Ｈ

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
9

3
4
5
1

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
IC

C
A

基
準

に
よ

る
国

際
会

議
の

件
数

基
準

値
：
－

現
状

値
：
1
2
件

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
0

3
4
5
1

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
J
C

C
B

基
準

に
よ

る
国

内
会

議
の

件
数

基
準

値
：
－

現
状

値
：
3
2
件

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
5
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
1

3
4
5
2

3
6
-
3
7

平
成

2
9
年

で
寄

港
回

数
5
1
5
回

、
海

路
客

数
8
8
万

8
,3

0
0
人

と
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

で
寄

港
回

数
5
2
8
回

、
海

路
客

数
1
1
2
万

3
,8

0
0
人

と
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
2

3
4
5
3

1
4
-
1
5

－

「
し

ょ
う
が

い
者

・
こ

う
れ

い
者

観
光

案
内

所
」
の

運
営

団
体

と
の

継
続

し
た

連
携

の
下

、
観

光
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
関

す
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

を
実

施
し

た
。

取
組

の
結

果
と

し
て

、
同

案
内

所
の

問
い

合
わ

せ
件

数
は

開
所

時
の

平
成

1
9
年

と
比

較
し

て
平

成
3
0
年

は
約

1
3
倍

と
な

っ
て

お
り

、
国

内
外

に
お

い
て

バ
リ
ア

リ
ー

観
光

地
と

し
て

の
認

知
度

が
高

ま
っ

た
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
バ

リ
ア

フ
リ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

と
取

組
に

つ
い

て
、

先
進

事
例

と
し

て
書

き
込

む
べ

き
で

は
な

い
か

。

バ
リ
ア

フ
リ
ー

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

バ
リ
ア

フ
リ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

頑
張

り
も

あ
り

、
車

椅
子

の
貸

し
出

し
で

あ
る

と
か

、
い

ろ
い

ろ
な

部
分

と
い

う
の

は
数

字
で

取
れ

る
と

思
う
。

ア
レ

ル
ギ

ー
の

部
分

も
県

が
非

常
に

積
極

的
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
た

だ
い

て
、

冊
子

も
第

２
版

ま
で

で
き

て
、

そ
し

て
申

込
書

も
統

一
フ

ォ
ー

ム
の

ひ
な

形
が

で
き

て
い

る
。

着
実

に
そ

う
い

っ
た

受
け

入
れ

体
制

が
で

き
て

き
て

い
ま

す
の

で
、

そ
う
い

っ
た

部
分

を
、

せ
っ

か
く
い

い
こ

と
で

す
の

で
、

先
進

事
例

と
し

て
書

き
込

め
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
4
5
3
(1

4
行

目
）
と

（
1
5
行

目
）
の

間
に

左
案

を
追

記
す

る
。

1
4
3

3
4
5
3

－

№
8
9
同

文
【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

一
般

の
観

光
の

分
野

で
も

、
国

内
外

か
ら

障
害

を
持

っ
て

い
る

人
た

ち
の

受
け

入
れ

を
ど

う
す

る
の

か
、

こ
の

点
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
バ

リ
ア

フ
リ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

役
割

も
重

要
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
4
5
3
(1

4
行

目
）
と

（
1
5
行

目
）
の

間
に

左
案

を
追

記
す

る
。

1
4
4

3
4
5
3

1
9
-
2
1

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
案

内
表

記
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
は

7
5
.5

％
と

な
り

、
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
、

目
標

の
達

成
に

向
け

て
施

策
の

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
案

内
表

記
）
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
は

7
9
.7

％
と

な
り

、
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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案
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文

意
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修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
5

3
4
5
3

2
1
-
2
2

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
両

替
利

便
性

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
で

7
0
.5

％
と

向
上

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

（
両

替
利

便
性

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
で

7
3
.8

％
と

向
上

し
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
6

3
4
5
4

5
-
7

【
成

果
指

標
名

】
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
現

状
値

：
5
1
5
回

（
寄

港
回

数
）

8
8
8
,3

0
0
人

（
H

2
9
年

）

【
成

果
指

標
名

】
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
現

状
値

：
5
2
8
回

（
寄

港
回

数
）

1
,1

2
3
,8

0
0
人

（
入

域
観

光
客

数
）
（
H

3
0

年
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
7

3
4
5
4

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
観

光
振

興
計

画
等

を
策

定
し

た
市

町
村

数 基
準

値
：
1
9
市

町
村

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
：
3
7
市

町
村

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
3
3
市

町
村

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
8

3
4
5
4

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
ク

リ
ー

ン
ア

ッ
プ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

参
加

者
数

基
準

値
：
8
,2

8
0
人

/
年

現
状

値
：
2
2
,4

9
0
人

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
0
,7

0
0
人

/
年

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
4
9

.
4
5
5

－

－
―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

離
島

過
疎

地
域

に
お

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

観
光

公
害

が
起

き
て

い
る

の
で

、
そ

の
対

策
を

ど
う

す
る

か
と

い
う

部
分

も
含

め
て

記
述

が
必

要
で

あ
る

。
こ

れ
か

ら
の

離
島

過
疎

地
域

の
観

光
は

、
数

も
大

事
か

も
し

れ
な

い
が

、
量

か
ら

質
へ

の
転

換
の

取
り

組
み

も
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。
な

お
、

観
光

客
増

加
等

に
よ

り
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

離
島

の
み

な
ら

ず
、

県
全

域
共

通
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

圏
域

別
展

開
の

第
５

章
へ

の
記

載
は

行
わ

ず
、

第
３

章
「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

加
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
5
0

3
4
5
5

－

－

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

や
ん

ば
る

と
西

表
島

、
奄

美
が

世
界

遺
産

登
録

に
動

い
て

い
る

。
そ

う
で

あ
る

な
ら

ば
、

な
お

さ
ら

先
ほ

ど
言

っ
た

観
光

公
害

も
起

き
て

く
る

で
あ

ろ
う

し
、

高
速

道
路

で
許

田
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
を

出
て

名
護

市
内

に
入

る
ま

で
の

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

を
解

決
し

な
け

れ
ば

、
テ

ー
マ

パ
ー

ク
で

あ
る

と
か

、
あ

る
い

は
ク

ル
ー

ズ
船

な
ど

、
い

ろ
い

ろ
な

構
想

は
ど

う
に

も
な

ら
な

い
と

思
う

。

＜
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

＞
【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

て
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
（
1
0
行

目
）
に

左
案

の
文

言
を

追
記

す
る

。

＜
企

画
部

＞
　

　
　

－

＜
土

木
建

築
部

＞
許

田
IC

か
ら

名
護

市
内

ま
で

の
渋

滞
緩

和
に

向
け

て
は

、
沖

縄
総

合
事

務
局

に
お

い
て

、
国

道
5
8
号

の
バ

イ
パ

ス
と

な
る

名
護

東
道

路
の

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

協
力

し
渋

滞
対

策
を

行
っ

て
い

く
と

考
え

て
い

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

し
た

い
。
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文
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
5
1

3
4
5
5

2
6
-
2
7

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
で

2
,2

6
2
人

と
な

り
、

現
時

点
で

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

度
で

1
,5

8
5
人

と
な

り
、

目
標

値
に

向
け

た
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
2

3
4
5
5

3
2
-
3
5

地
域

通
訳

案
内

士
登

録
者

数
（
累

計
）

は
、

平
成

2
9
年

度
末

で
6
5
2
人

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。
外

国
語

対
応

能
力

に
対

す
る

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

は
、

基
準

値
か

ら
2
0
.1

ポ
イ

ン
ト

上
昇

し
、

平
成

2
9
年

度
で

6
0
.3

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

地
域

通
訳

案
内

士
登

録
者

数
（
累

計
）

は
、

平
成

3
0
年

度
末

で
6
8
7
名

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。
外

国
語

対
応

能
力

に
対

す
る

外
国

人
観

光
客

の
満

足
度

は
、

基
準

値
か

ら
2
0
.1

ポ
イ

ン
ト

上
昇

し
、

平
成

2
9
年

度
で

6
0
.3

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
3

3
4
5
6

5
【
成

果
指

標
名

】
観

光
人

材
育

成
研

修
受

講
者

数
現

状
値

：
2
,2

6
2
人

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
観

光
人

材
育

成
研

修
受

講
者

数
現

状
値

：
1
,5

8
5
人

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
4

3
4
5
6

6
-
8

【
成

果
指

標
名

】
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
累

計
）

現
状

値
：
6
5
2
人

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
累

計
）

現
状

値
：
6
8
7
名

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
5

3
4
5
7

9
-
1
1

観
光

客
一

人
当

た
り

の
土

産
品

等
購

入
費

は
、

外
国

人
観

光
客

数
及

び
外

国
人

観
光

客
一

人
当

た
り

の
購

入
費

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
2
9
年

度
は

１
万

7
,3

2
0
円

と
基

準
値

よ
り

増
加

し
て

い
る

が
、

1
1
 目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

観
光

客
一

人
当

た
り

の
土

産
品

等
購

入
費

は
、

外
国

人
観

光
客

数
及

び
外

国
人

観
光

客
一

人
当

た
り

の
購

入
費

の
増

加
に

よ
り

、
平

成
3
0
年

度
は

１
万

6
,0

5
6
円

と
基

準
値

よ
り

増
加

し
て

い
る

が
、

目
標

値
に

向
け

て
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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等
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議

　
結

　
果

1
5
6

3
4
5
7

1
1
-
1
4

宿
泊

業
（
飲

食
部

門
）
に

お
け

る
県

産
品

利
用

状
況

は
、

観
光

産
業

や
観

光
・
物

産
イ

ベ
ン

ト
等

に
お

け
る

地
産

地
消

・
県

産
品

の
利

用
促

進
に

取
り

組
ん

だ
が

、
価

格
や

安
定

供
給

の
面

か
ら

利
用

が
進

ま
ず

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
減

少
し

て
お

り
、

よ
り

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

宿
泊

業
（
飲

食
部

門
）
に

お
け

る
県

産
品

利
用

状
況

は
、

観
光

産
業

や
観

光
・
物

産
イ

ベ
ン

ト
等

に
お

け
る

地
産

地
消

・
県

産
品

の
利

用
促

進
に

取
り

組
ん

だ
が

、
価

格
や

安
定

供
給

の
面

か
ら

利
用

が
進

ま
ず

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
減

少
し

て
お

り
、

目
標

値
に

向
け

て
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
7

3
4
5
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
観

光
土

産
品

に
対

す
る

満
足

度
（
国

内
客

、
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
基

準
値

：
3
3
.2

％
（
H

2
1
年

度
）

現
状

値
：
3
3
.8

％
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
4
0
％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
5
8

3
4
5
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
観

光
客

一
人

当
た

り
の

土
産

品
等

購
入

費 現
状

値
：
1
7
,3

2
0
円

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
観

光
客

一
人

当
た

り
の

土
産

品
等

購
入

費 現
状

値
：
1
6
,0

5
6
円

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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果

対
象

施
設

の
用

に
供

す
る

一
の

設
備

を
構

成
す

る
資

産
の

取
得

価
額

の
合

計
額

が
1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
場

合
、

一
定

割
合

（
建

物
・
建

物
附

属
設

備
、

構
築

物
：

８
％

、
機

械
・
装

置
：
1
5
％

）
を

法
人

税
額

か
ら

控
除

す
る

（
た

だ
し

、
控

除
額

は
法

人
税

額
の

2
0
％

以
内

、
超

過
す

る
部

分
は

４
年

間
繰

越
可

能
。

対
象

と
な

る
取

得
価

額
の

合
計

額
は

2
0
億

円
を

限
度

。
）
。

【
産

業
振

興
部

会
意

見
】

①
「
超

過
す

る
部

分
は

４
年

間
繰

越
可

能
」
は

同
じ

括
弧

書
き

の
中

の
「
法

人
税

額
の

2
0
％

以
内

」
の

後
に

続
け

た
方

が
よ

い
の

で
は

。
「
2
0
 億

円
が

上
限

」
の

後
に

続
く
と

、
2
0
 億

円
を

超
え

る
部

分
は

翌
年

以
降

使
え

る
よ

う
に

も
読

め
る

た
め

。

②
投

資
を

制
限

す
る

も
の

で
は

な
く
、

税
額

控
除

の
計

算
上

2
0
 億

円
を

限
度

と
し

て
い

る
た

め
。

「
投

資
額

は
2
0
 億

円
が

上
限

」
→

「
取

得
価

額
の

合
計

額
は

2
0
 億

円
を

限
度

」

③
金

額
基

準
は

税
額

控
除

の
対

象
と

な
る

設
備

の
金

額
で

判
定

す
る

の
で

は
な

く
、

一
の

設
備

で
判

定
す

る
た

め
。

観
光

地
域

「
取

得
価

額
の

合
計

額
が

…
」
→

「
一

の
設

備
の

う
ち

一
定

の
対

象
施

設
の

取
得

価
額

の
合

計
額

が
」

④
構

築
物

の
記

載
が

な
い

た
め

。
④

情
報

特
区

・
地

域
、

観
光

地
域

「
建

物
・
建

物
附

属
設

備
：
8
％

」
→

「
建

物
・
建

物
附

属
設

備
、

構
築

物
：
8
％

」

⑤
文

言
を

統
一

す
る

た
め

。
⑤

「
●

円
超

」
か

「
●

円
を

超
え

る
」
の

文
言

統
一

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
観

光
地

形
成

促
進

地
域

制
度

に
係

る
①

か
ら

⑤
の

事
項

に
つ

い
て

、
左

案
の

と
お

り
修

正
を

行
う
。

1
5
9

3
4
5
8

1
5
～

2
0

対
象

事
業

の
用

に
供

す
る

設
備

で
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
超

の
場

合
、

一
定

割
合

（
建

物
・
建

物
附

属
設

備
：
８

％
、

機
械

・
装

置
：
1
5
％

）
を

法
人

税
額

か
ら

控
除

す
る

（
た

だ
し

、
控

除
額

は
法

人
税

額
の

2
0
％

以
内

、
対

象
と

な
る

投
資

額
は

2
0

億
円

が
上

限
。

超
過

す
る

部
分

は
４

年
間

繰
越

可
能

。
）
。
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頁
行
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書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
6
0

3
4
5
8

2
1

対
象

施
設

の
用

に
供

す
る

家
屋

又
は

構
築

物
を

構
成

す
る

減
価

償
却

資
産

の
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
を

超
え

る
場

合
、

対
象

施
設

で
あ

る
家

屋
及

び
そ

の
敷

地
で

あ
る

土
地

（
取

得
の

日
の

翌
日

か
ら

１
年

以
内

に
当

該
家

屋
の

建
設

の
着

手
が

あ
っ

た
場

合
に

限
る

。
）
に

対
し

て
課

す
る

不
動

産
取

得
税

を
免

除
す

る
。

対
象

施
設

の
用

に
供

す
る

家
屋

又
は

構
築

物
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
減

価
償

却
資

産
の

取
得

価
額

の
合

計
額

が
1
,0

0
0

万
円

を
超

え
る

場
合

、
対

象
施

設
で

あ
る

家
屋

及
び

そ
の

敷
地

で
あ

る
土

地
（
取

得
の

日
の

翌
日

か
ら

１
年

以
内

に
当

該
家

屋
の

建
設

の
着

手
が

あ
っ

た
場

合
に

限
る

。
）

に
対

し
て

課
す

る
不

動
産

取
得

税
を

免
除

す
る

。

【
産

業
振

興
部

会
意

見
】

物
流

特
区

「
そ

の
新

設
又

は
増

設
」
→

 削
除

（
理

由
）

他
の

特
区

に
は

表
現

さ
れ

て
お

ら
ず

、
総

務
省

令
及

び
県

条
例

に
も

な
か

っ
た

た
め

。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
観

光
地

形
成

促
進

地
域

制
度

に
係

る
事

項
に

つ
い

て
、

左
案

の
と

お
り

修
正

を
行

う
。

1
6
1

3
4
5
8

3
7
～

3
8

対
象

施
設

の
用

に
供

す
る

家
屋

又
は

構
築

物
を

構
成

す
る

減
価

償
却

資
産

で
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
超

の
場

合
、

そ
の

取
得

し
た

年
の

翌
年

度
以

降
５

年
間

、
固

定
資

産
税

を
免

除
す

る
。

対
象

施
設

の
用

に
供

す
る

家
屋

又
は

構
築

物
を

構
成

す
る

減
価

償
却

資
産

で
、

そ
の

新
設

又
は

増
設

に
係

る
取

得
価

額
の

合
計

額
が

1
,0

0
0
万

円
超

の
場

合
、

新
た

に
課

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
年

度
以

後
５

年
度

分
、

固
定

資
産

税
を

免
除

す
る

。

【
産

業
振

興
部

会
意

見
】

「
そ

の
取

得
し

た
年

の
翌

年
度

以
降

５
年

間
…

」
→

市
町

村
条

例
の

例
「
新

た
に

課
さ

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

年
度

以
後

５
年

度
分

」
「
最

初
の

年
度

以
降

５
年

間
」

「
最

初
に

課
税

さ
れ

る
年

度
以

降
５

年
間

」

（
理

由
）

市
町

村
条

例
と

の
文

言
統

一

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

修
正

】
観

光
地

形
成

促
進

地
域

制
度

に
係

る
事

項
に

つ
い

て
、

左
案

の
と

お
り

修
正

を
行

う
。

1
6
2

3
4
5
9

3
1

平
成

2
9
年

実
績

で
は

入
域

観
光

客
数

が
9
3
9
万

人
と

な
り

、
世

界
有

数
の

リ
ゾ

ー
ト

地
で

あ
る

ハ
ワ

イ
（
平

成
2
9
年

の
入

域
観

光
客

数
9
4
0
万

人
）
と

肩
を

並
べ

る
水

準
に

ま
で

達
し

て
い

る
。

平
成

3
0
年

実
績

で
は

入
域

観
光

客
数

が
9
8
5
万

人
と

な
り

、
世

界
有

数
の

リ
ゾ

ー
ト

地
で

あ
る

ハ
ワ

イ
（
平

成
3
0
年

の
入

域
観

光
客

数
9
8
9
万

人
）
と

肩
を

並
べ

る
水

準
に

ま
で

達
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
3

3
4
5
9

3
6
-
3
7

そ
れ

ぞ
れ

平
成

2
9
年

実
績

で
ハ

ワ
イ

が
1
9

万
９

千
円

、
8
.9

4
日

、
沖

縄
は

７
万

３
千

円
、

3
.6

5
日

そ
れ

ぞ
れ

平
成

3
0
年

実
績

で
ハ

ワ
イ

が
1
9

万
5
千

円
、

8
.9

3
日

、
沖

縄
は

７
万

4
千

円
、

3
.6

4
日

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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等
審

　
議

　
結

　
果

1
6
4

3
4
5
9

1
2

【
表

3
-
3
-
2
-
3
観

光
地

形
成

促
進

地
域

に
お

け
る

税
制

優
遇

措
置

の
活

用
実

績
】

【
表

3
-
3
-
2
-
3
観

光
地

形
成

促
進

地
域

に
お

け
る

税
制

優
遇

措
置

の
活

用
実

績
】

平
成

3
0
年

度
実

績
（
百

万
円

）
（
件

数
）

投
資

税
額

控
除

：
0
 （

0
件

）
事

業
税

：
0
.4

 （
1
件

）
不

動
産

取
得

税
：
4
.7

 （
3
件

）
固

定
資

産
税

：
1
.5

 （
1
0
件

）
事

業
所

税
：
0
 （

0
件

）
法

人
住

民
税

：
0
 （

0
件

）
合

計
：
6
.9

 （
1
4
件

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
5

3
4
6
0

【
表

3
-
3
-
2
-
4
観

光
客

1
人

あ
た

り
観

光
消

費
額

の
推

移
】

【
表

3
-
3
-
2
-
4
観

光
客

1
人

あ
た

り
観

光
消

費
額

の
推

移
】

※
平

成
3
0
年

度
実

績
（
円

）
総

額
：
7
3
,3

7
4
円

宿
泊

費
：
2
3
,2

4
1
円

（
3
1
.7

％
）

交
通

費
：
9
,8

4
1
円

（
1
3
.4

％
）

土
産

・
買

物
費

：
1
6
,0

5
6
円

（
2
1
.9

％
）

飲
食

費
：
1
6
,1

2
9
円

（
2
2
.0

％
）

娯
楽

・
入

場
費

：
7
,1

7
8
円

（
9
.8

％
）

そ
の

他
：
9
2
9
円

（
1
.3

％
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
6

3
4
6
2

1
【
図

表
3
-
3
-
2
-
6
】

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

に
よ

る
関

税
免

除
実

績

【
図

表
3
-
3
-
2
-
6
】

沖
縄

型
特

定
免

税
店

制
度

に
よ

る
関

税
免

除
実

績
関

税
免

除
額

：
2
8
0
百

万
円

（
平

成
3
0

年
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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果

1
6
7

4
6
2

2
3

【
表

3
-
3
-
2
-
7
】

国
内

観
光

客
１

人
あ

た
り

消
費

単
価

に
お

け
る

特
定

免
税

店
来

訪
者

と
全

体
平

均
と

の
比

較

【
表

3
-
3
-
2
-
7
】

国
内

観
光

客
１

人
あ

た
り

消
費

単
価

に
お

け
る

特
定

免
税

店
来

訪
者

と
全

体
平

均
と

の
比

較
免

税
店

来
訪

者
・
総

消
費

額
：
8
2
,5

0
5
円

・
う
ち

土
産

・
買

物
費

1
9
,3

3
9
円

国
内

客
平

均
・
総

消
費

額
：
7
6
,7

3
4
円

・
う
ち

土
産

・
買

物
費

：
1
3
,1

8
6
円

差
額

・
総

消
費

額
：
5
,7

7
1
円

・
う
ち

土
産

・
買

物
費

：
6
,1

5
3
円

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6
8

3
4
6
3

2
～

2
2

(3
)航

空
機

燃
料

税
の

軽
減

措
置

航
空

機
燃

料
税

の
軽

減
に

よ
り

路
線

の
確

保
及

び
航

空
運

賃
の

低
廉

化
を

図
り

、
沖

縄
県

に
お

け
る

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
や

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
を

推
進

す
る

た
め

の
制

度
と

し
て

創
設

さ
れ

た
。

-

【
基

盤
整

備
部

会
意

見
】

航
空

機
燃

料
税

、
航

行
援

助
施

設
利

用
料

、
空

港
使

用
料

（
着

陸
料

等
）
の

沖
縄

線
に

お
け

る
軽

減
措

置
は

、
本

土
対

比
で

も
軽

減
率

が
高

く
、

路
線

の
確

保
、

航
空

運
賃

の
低

廉
化

等
に

資
す

る
政

策
で

あ
り

、
他

地
域

路
線

と
の

競
争

力
を

強
化

し
、

沖
縄

県
に

お
け

る
観

光
リ

ゾ
ー

ト
産

業
の

振
興

や
物

流
拠

点
の

形
成

を
推

進
す

る
た

め
引

き
続

き
必

要
な

制
度

と
考

え
ら

れ
る

。
【
修

正
文

案
】

(3
)航

空
機

燃
料

税
等

の
軽

減
措

置
航

空
機

燃
料

税
等

の
軽

減
に

よ
り

路
線

の
確

保
及

び
航

空
運

賃
の

低
廉

化
を

図
り

、
沖

縄
県

に
お

け
る

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
や

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
を

推
進

す
る

た
め

の
制

度
と

し
て

創
設

さ
れ

た
。

【
原

文
の

と
お

り
】

当
該

箇
所

は
、

航
空

機
燃

料
税

に
関

す
る

記
載

の
た

め
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
6
9

3
4
6
3

1
8

航
空

機
燃

料
税

の
軽

減
措

置

※
上

記
優

遇
措

置
の

内
容

は
平

成
3
0
年

度
末

現
在

の
も

の
で

あ
る

。

航
空

機
燃

料
税

の
軽

減
措

置

※
上

記
優

遇
措

置
の

内
容

は
平

成
3
1
年

４
月

末
現

在
の

も
の

で
あ

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
0

3
4
6
3

2
4

【
図

表
3
-
3
-
2
-
8
】

沖
縄

路
線

航
空

機
に

係
る

航
空

機
燃

料
税

軽
減

額
実

績

平
成

2
9
年

度
（
推

計
）
　

1
2
,0

3
6
百

万
円

【
図

表
3
-
3
-
2
-
8
】

沖
縄

路
線

航
空

機
に

係
る

航
空

機
燃

料
税

軽
減

額
実

績

平
成

2
9
年

度
　

1
2
,2

1
6
百

万
円

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
1

3
5
0
1

1
4
-
1
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
実

施
事

業
者

数
に

つ
い

て
は

、
 平

成
2
9
年

度
に

2
2
事

業
者

と
着

実
に

増
加

し
て

い
る

が
、

令
和

３
年

度
の

目
標

値
達

成
に

向
け

て
さ

 ら
な

る
施

策
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

関
連

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
実

施
事

業
者

数
に

つ
い

て
は

、
 平

成
3
0
年

度
に

2
2
事

業
者

と
目

標
値

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

が
、

令
和

３
年

度
の

目
標

値
達

成
に

向
け

て
さ

 ら
な

る
施

策
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
2

3
5
0
1

5
-
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
関

連
事

業
所

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8

年
で

2
6
1
事

業
所

と
な

っ
て

お
り

、
既

に
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る

 こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

文
化

コ
ン

テ
ン

ツ
関

連
事

業
所

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
8
年

で
2
6
1
事

業
所

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
3

3
5
0
1

2
4
-
2
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

エ
ス

テ
テ

ィ
ッ
ク

・
ス

パ
利

用
県

外
観

光
客

市
場

規
模

（
エ

  
ス

テ
・
ス

パ
を

行
っ

た
人

×
総

消
費

単
価

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

度
は

2
1
2
.7

億
円

と
な

っ
て

お
り

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

が
ま

だ
十

分
で

な
い

こ
と

に
よ

り
基

準
値

よ
り

前
進

は
し

て
い

る
が

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
は

一
層

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

沖
縄

エ
ス

テ
テ

ィ
ッ
ク

・
ス

パ
利

用
県

外
観

光
客

市
場

規
模

（
エ

  
ス

テ
・
ス

パ
を

行
っ

た
人

×
総

消
費

単
価

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
3
0
年

度
は

2
1
3
.4

億
円

と
な

っ
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

だ
が

、
よ

り
一

層
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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案

 
）
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文
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（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
7
4

3
5
0
1

3
6
-
3
7

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
エ

ス
テ

テ
ィ
ッ
ク

・
ス

パ
利

用
県

外
観

光
客

市
場

規
模

（
エ

ス
テ

・
ス

パ
を

行
っ

た
人

×
総

消
費

単
価

）
現

状
値

：
2
1
2
.7

億
円

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
エ

ス
テ

テ
ィ
ッ
ク

・
ス

パ
利

用
県

外
観

光
客

市
場

規
模

（
エ

ス
テ

・
ス

パ
を

行
っ

た
人

×
総

消
費

単
価

）
現

状
値

：
2
1
3
.4

億
円

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
5

3
5
0
1

3
4

【
成

果
指

標
】

ス
ポ

ー
ツ

関
連

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
実

施
事

業
者

数
2
2
事

業
者

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
】

ス
ポ

ー
ツ

関
連

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
実

施
事

業
者

数
2
2
事

業
者

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
6

3
5
0
6

5
-
7

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
に

よ
る

経
済

波
及

効
果

（
間

接
効

果
）
は

、
平

成
2
9
年

に
2
7
4
億

円
と

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
開

催
に

よ
る

経
済

波
及

効
果

（
間

接
効

果
）
は

、
平

成
3
0
年

に
2
9
1
億

円
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
に

向
け

て
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
7

3
5
0
6

1
6

【
成

果
指

標
名

】
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
（
間

接
効

果
）

現
状

値
：
2
7
4
億

円
（
H

2
9
年

）

【
成

果
指

標
名

】
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

開
催

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
（
間

接
効

果
）

現
状

値
：
2
9
1
億

円
（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
8

3
5
0
6

6
-
7

沖
縄

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

員
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
に

1
5
0
団

体
と

な
っ

て
お

り
、

既
に

目
標

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

沖
縄

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

員
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

度
に

2
4
4
団

体
と

な
っ

て
お

り
、

既
に

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7
9

3
5
0
6

1
8

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
会

員
数

現
状

値
：
1
5
0
団

体
（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
会

員
数

現
状

値
：
2
4
4
団

体
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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章
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素

 
案

 
）
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修
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
0

3
5
7
3

3
4

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
過

疎
地

域
住

民
へ

伝
統

文
化

を
体

験
、

鑑
賞

す
る

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

、
重

要
無

形
文

化
財

保
持

者
等

に
よ

る
伝

統
芸

能
公

演
を

実
施

し
た

。

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
離

島
・
過

疎
地

域
の

幅
広

い
世

代
の

住
民

を
対

象
に

、
伝

統
文

化
を

体
験

、
鑑

賞
す

る
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
琉

球
舞

踊
や

エ
イ

サ
ー

等
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

や
、

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

等
に

よ
る

伝
統

芸
能

公
演

を
実

施
し

た
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

「
離

島
・
過

疎
地

域
住

民
」
と

は
具

体
的

に
誰

か
、

伝
統

芸
能

と
は

地
元

の
伝

統
芸

能
な

の
か

他
地

域
の

伝
統

芸
能

な
の

か
、

こ
の

一
文

で
は

わ
か

ら
な

い
た

め
対

象
を

具
体

的
に

記
載

し
て

欲
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

「
文

化
の

振
興

に
つ

い
て

は
、

離
島

・
過

疎
地

域
」
の

次
に

、
「
幅

広
い

世
代

の
住

民
を

対
象

に
」
を

、
「
伝

統
文

化
を

体
験

、
鑑

賞
す

る
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
」
の

次
に

、
「
琉

球
舞

踊
や

エ
イ

サ
ー

等
の

」
を

そ
れ

ぞ
れ

追
記

し
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
1

3
5
7
5

2
4

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
人

口
の

減
少

に
伴

い
祭

事
の

簡
素

化
や

伝
統

芸
能

の
後

継
者

不
足

な
ど

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

文
化

の
振

興
に

つ
い

て
は

、
人

口
減

少
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
伴

い
、

祭
事

の
簡

素
化

や
伝

統
芸

能
の

後
継

者
不

足
な

ど
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

文
化

衰
退

は
人

口
減

少
だ

け
で

な
く
、

テ
レ

ビ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
普

及
な

ど
近

代
化

に
よ

る
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
変

化
も

起
因

し
て

い
る

た
め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

1
8
2

3
5
8
3

7
～

1
7

【
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

等
】

こ
れ

ら
の

施
策

を
展

開
し

た
結

果
、

基
本

施
策

に
お

け
る

「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
の

状
況

は
、

基
準

年
と

比
較

し
、

「
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

増
加

」
は

平
成

2
9
年

度
で

2
7
1
万

人
と

基
準

値
か

ら
前

進
し

て
お

り
、

＜
目

標
と

す
る

す
が

た
の

状
況

＞
項

目
名

　
離

島
へ

の
観

光
客

数
の

増
加

離
島

の
現

状
（
基

準
年

）
1
6
6
.5

万
人

（
H

2
5
年

度
）

離
島

の
現

状
（
現

状
値

）
2
7
1
.3

万
人

（
H

2
9
年

度
）

R
３

年
度

の
目

標
　

3
8
0
万

人

―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
「
目

標
と

す
る

す
が

た
」
が

、
量

の
拡

大
が

最
優

先
、

今
後

も
観

光
客

数
の

拡
大

が
最

優
先

と
さ

れ
る

な
ら

、
そ

う
し

た
観

光
振

興
に

は
違

和
感

を
覚

え
る

。
特

に
離

島
観

光
に

つ
い

て
は

強
い

違
和

感
が

あ
る

。
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

も
、

観
光

公
害

も
、

受
け

入
れ

る
側

が
き

ち
ん

と
し

た
観

光
管

理
を

で
き

る
の

か
、

や
る

か
や

ら
な

い
か

が
焦

点
で

あ
る

。
今

回
の

総
点

検
を

機
に

、
「
観

光
客

数
の

増
加

」
だ

け
を

評
価

の
指

標
と

す
る

目
標

設
定

の
見

直
し

と
改

善
を

行
う

べ
き

で
は

な
い

か
。

と
り

わ
け

離
島

に
つ

い
て

は
、

持
続

可
能

な
観

光
管

理
を

重
視

し
た

観
光

振
興

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

の
意

味
で

、
離

島
観

光
の

実
態

を
把

握
す

る
た

め
の

基
礎

デ
ー

タ
、

こ
れ

を
踏

ま
え

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
島

の
条

件
や

ニ
ー

ズ
に

適
う

き
め

細
か

な
観

光
振

興
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
頁

（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。
な

お
、

観
光

客
増

加
等

に
よ

り
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

離
島

の
み

な
ら

ず
、

県
全

域
共

通
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

圏
域

別
展

開
の

第
５

章
へ

の
記

載
は

行
わ

ず
、

第
３

章
「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

加
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
3

3
5
8
5

1
3

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業
の
振
興

―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
、

自
然

環
境

、
地

元
の

文
化

等
に

配
慮

し
た

観
光

振
興

を
す

べ
き

と
い

う
こ

と
が

こ
れ

ま
で

の
議

論
で

出
て

い
る

。
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
、

総
括

し
て

、
離

島
分

と
し

て
き

ち
ん

と
前

段
で

位
置

づ
け

を
す

る
と

全
般

的
に

重
要

性
が

表
記

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
や

環
境

部
と

も
調

整
し

て
、

文
案

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

（
委

員
提

案
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
頁

（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

加
分

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
4

3
5
8
5

1
5
～

1
6

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
の

た
め

、
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

を
推

進
し

た
。

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
の

た
め

、
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
、

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
に

向
け

た
環

境
共

生
型

観
光

や
文

化
資

源
活

用
型

観
光

の
推

進
に

よ
り

、
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
P

5
8
7
（
2
9
行

目
）
の

次
に

以
下

の
文

を
追

加
す

る
。

（
追

加
文

案
）

環
境

共
生

型
観

光
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

の
貴

重
な

自
然

環
境

と
観

光
振

興
を

持
続

的
に

両
立

さ
せ

る
た

め
、

沖
縄

独
自

の
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

指
針

策
定

や
、

市
町

村
や

地
域

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
自

然
環

境
等

の
保

全
に

配
慮

し
た

観
光

地
づ

く
り

の
強

化
が

課
題

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
自

然
環

境
の

保
全

と
持

続
的

な
利

用
を

目
的

と
し

た
保

全
利

用
協

定
締

結
の

普
及

に
取

り
組

む
ほ

か
、

観
光

面
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

支
援

等
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
（
4
4
4
p
; 
3
8
-
4
1
）
の

成
果

に
記

載
さ

れ
て

い
る

内
容

を
再

掲
し

ま
し

た
。

具
体

的
な

成
果

は
4
4
5
ｐ
1
-
1
6
行

に
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

そ
の

内
容

を
要

約
し

、
5
8
5
p
の

（
成

果
等

）
で

再
掲

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
同

様
に

、
4
4
6
ｐ
2
2
-
2
7
行

に
環

境
共

生
型

観
光

の
課

題
及

び
対

策
が

記
載

さ
れ

て
い

る
の

で
、

5
8
7
ｐ
の

（
課

題
及

び
対

策
）
で

再
掲

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
（
委

員
提

案
文

案
）

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

の
振

興
の

た
め

、
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
、

国
際

的
な

沖
縄

観
光

ブ
ラ

ン
ド

の
確

立
に

向
け

た
環

境
共

生
型

観
光

や
文

化
資

源
活

用
型

観
光

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

観
光

客
増

大
に

向
け

た
誘

客
活

動
を

推
進

し
た

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
5
8
5
（
1
5
行

目
）
を

左
案

の
よ

う
に

修
正

す
る

。

1
8
5

3
5
8
5

2
2
-
2
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
の

本
島

周
辺

5
8
.6

％
、

宮
古

圏
域

6
0
.2

％
、

八
重

山
圏

域
5
9
.1

％
か

ら
平

成
2
7
年

度
に

本
島

周
辺

6
1
.2

％
、

宮
古

圏
域

6
2
.9

％
、

八
重

山
圏

域
6
2
.1

％
に

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
す

る
見

込
み

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
の

本
島

周
辺

5
8
.6

％
、

宮
古

圏
域

6
0
.2

％
、

八
重

山
圏

域
5
9
.1

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

本
島

周
辺

4
1
.3

％
、

宮
古

圏
域

6
2
.9

％
、

八
重

山
圏

域
5
6
.7

％
と

な
っ

て
お

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
8
6

3
5
8
6

1
4
-
1
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3
年

度
の

6
.0

％
 か

ら
平

成
2
9
年

度
に

8
.9

％
へ

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
 る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3
年

度
の

6
.0

％
 か

ら
平

成
3
0
年

度
に

1
0
.2

％
に

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
7

3
5
8
6

1
6
-
1
9

一
方

で
本

島
周

辺
と

八
重

山
圏

域
は

、
観

光
客

数
が

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

県
内

全
域

へ
の

国
内

観
光

客
数

が
大

き
く

増
加

し
て

い
る

た
め

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
と

し
て

は
低

下
し

て
お

り
、

本
島

周
辺

離
島

に
つ

い
て

は
平

成
2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

3
.9

％
、

八
重

山
圏

域
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

1
4
.4

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

1
3
.4

％
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
本

島
周

辺
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

数
が

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

県
内

全
域

へ
の

国
内

観
光

客
数

が
大

き
く
増

加
し

て
い

る
た

め
国

内
客

の
離

島
訪

問
率

と
し

て
は

低
下

し
て

お
り

、
平

成
2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

4
.8

％
と

な
っ

て
お

り
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。
ま

た
、

八
重

山
圏

域
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

訪
問

率
1
4
.4

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
は

1
5
.9

％
と

向
上

し
て

い
る

が
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
8

3
5
8
6

2
4
-
2
5

提
供

座
席

利
用

率
に

つ
い

て
も

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

提
供

座
席

利
用

率
に

つ
い

て
も

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
8
9

3
5
8
6

3
3
-
3
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
4
回

か
ら

平
成

2
9
年

で
2
6
2
回

と
2
0
8
回

増
加

し
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
推

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
4
回

か
ら

平
成

3
0
年

で
2
5
0
回

と
1
9
6
回

増
加

し
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
9
0

3
5
8
7

3
9

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

離
島

住
民

の
暮

ら
し

や
食

を
体

験
で

き
る

体
制

が
必

要
で

、
そ

れ
が

不
十

分
な

た
め

那
覇

宿
泊

す
る

離
島

ダ
イ

ビ
ン

グ
ツ

ア
ー

が
盛

況

（
委

員
提

案
文

案
）

続
け

て
、

特
に

民
宿

や
小

規
模

旅
館

等
に

お
い

て
、

島
で

採
れ

た
野

菜
や

魚
等

の
提

供
が

可
能

と
な

る
に

は
、

島
全

体
と

し
て

の
受

け
入

れ
態

勢
の

強
化

支
援

が
重

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
で

は
、

「
沖

縄
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

開
発

支
援

事
業

」
に

お
い

て
、

民
間

事
業

者
等

が
行

う
地

域
の

様
々

な
資

源
を

活
用

し
た

着
地

型
・
体

験
型

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
等

の
開

発
に

対
し

て
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

広
告

等
の

専
門

家
に

よ
る

ハ
ン

ズ
オ

ン
支

援
等

を
行

っ
て

い
る

。

1
9
1

3
5
8
7

4
1

離
島

観
光

の
魅

力
発

信
県

外
に

お
い

て
認

知
度

が
低

い
小

規
模

離
島

に
つ

い
て

は
、

島
の

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

に
向

け
た

重
点

的
な

支
援

が
必

要
で

あ
る

。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

離
島

の
魅

力
発

信
に

つ
い

て
は

、
3
7

の
有

人
離

島
そ

れ
ぞ

れ
で

地
理

や
文

化
な

ど
の

個
性

は
異

な
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
魅

力
発

信
以

前
に

、
何

が
そ

の
島

の
魅

力
で

、
島

内
事

業
者

や
住

民
が

ど
の

よ
う

な
客

層
を

必
要

と
し

て
い

る
か

、
事

情
は

そ
れ

ぞ
れ

の
島

で
異

な
る

と
思

わ
れ

る
。

（
委

員
提

案
文

案
）

離
島

に
お

け
る

魅
力

の
開

発
（
も

し
く

は
掘

り
起

こ
し

）
と

発
信

【
修

正
意

見
又

は
原

文
の

と
お

り
】

P
5
8
7
(4

0
行

目
)に

「
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
」
、

「
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
」
、

「
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

」
の

文
言

を
加

え
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
2

3
5
8
7

4
-
9

【
成

果
指

標
】

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
本

島
周

辺
　

6
1
.2

％
(H

2
7
年

度
)

宮
古

圏
域

　
6
2
.9

％
(H

2
7
年

度
)

八
重

山
圏

域
6
2
.1

％
(H

2
7
年

度
)

【
成

果
指

標
】

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
本

島
周

辺
　

4
1
.3

％
(H

3
0
年

度
)

宮
古

圏
域

　
6
2
.9

％
(H

3
0
年

度
)

八
重

山
圏

域
5
6
.7

％
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
9
3

【
成

果
指

標
】

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
本

島
周

辺
　

3
.9

％
(H

2
9
年

度
)

宮
古

圏
域

　
8
.9

％
(H

2
9
年

度
)

八
重

山
圏

域
　

1
3
.4

％
(H

2
9
年

度
)

【
成

果
指

標
】

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
本

島
周

辺
　

4
.8

％
(H

3
0
年

度
)

宮
古

圏
域

　
1
0
.2

％
(H

3
0
年

度
)

八
重

山
圏

域
　

1
5
.9

％
(H

3
0
年

度
)

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
4

3
5
8
7

2
0

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
2
6
2
回

（
H

2
9
年

）

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
2
5
0
回

（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
5

3
5
8
8

1
1

－

（
追

加
）

さ
ら

に
、

観
光

客
の

滞
在

日
数

の
増

大
に

向
け

て
、

行
政

や
観

光
関

連
企

業
と

診
療

所
と

の
連

携
や

外
国

人
観

光
客

に
適

切
な

医
療

を
受

け
ら

れ
る

た
め

に
通

訳
な

ど
の

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

を
支

え
る

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
、

医
療

体
制

の
整

備
を

追
加

で
記

載
す

る
。

＜
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

＞
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
安

全
・
安

心
・
快

適
な

観
光

地
の

形
成

に
向

け
て

、
行

政
や

観
光

関
連

事
業

者
、

医
療

機
関

等
に

よ
る

連
携

や
、

外
国

人
観

光
客

が
適

切
に

医
療

を
受

け
ら

れ
る

取
組

を
推

進
す

る
。

＜
保

健
医

療
部

＞
県

で
は

医
療

を
安

定
的

に
提

供
す

る
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
診

療
所

の
運

営
費

及
び

施
設

整
備

費
等

へ
の

補
助

や
医

師
の

養
成

、
確

保
及

び
医

師
等

が
島

を
離

れ
る

際
の

代
診

医
・
代

替
看

護
師

の
派

遣
等

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

1
9
6

3
5
9
2

2
7
-
2
8

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
9
年

度
に

2
2
6
人

と
な

っ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

3
0
年

度
に

1
5
9
人

と
な

っ
て

お
り

、
現

時
点

で
目

標
値

に
向

け
て

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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頁
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報
 
告

 
書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文
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）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

1
9
7

3
5
9
3

3
2
-
3
4

【
成

果
指

標
】

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

現
状

値
：
2
2
6
人

（
H

2
9
年

）

【
成

果
指

標
】

観
光

人
材

育
成

研
修

受
講

者
数

1
5
9
人

（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9
8

3
5
9
4

3
5

－

（
追

加
）

さ
ら

に
、

医
師

、
看

護
師

な
ど

の
医

療
人

材
の

確
保

や
医

療
事

務
等

の
資

格
取

得
に

向
け

た
講

座
開

設
な

ど
充

実
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

上
記

の
観

光
リ

ゾ
ー

ト
産

業
を

支
え

る
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

の
医

療
体

制
の

整
備

と
と

も
に

、
医

療
を

支
え

る
人

材
育

成
を

追
加

で
記

載
す

る
。

＜
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

＞
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
安

全
・
安

心
・
快

適
な

観
光

地
の

形
成

に
関

わ
ら

ず
、

離
島

過
疎

地
域

に
お

い
て

は
意

見
の

よ
う

な
取

組
が

必
要

と
思

料
し

て
い

る
と

こ
ろ

。

＜
保

健
医

療
部

＞
意

見
な

し

1
9
9

3
5
9
5

1
9
～

2
1

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

プ
ロ

の
芸

術
家

等
の

招
聘

に
よ

っ
て

「
豊

か
な

感
性

を
育

む
こ

と
が

で
き

た
」

と
す

る
の

は
、

客
観

的
指

標
が

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

評
価

が
難

し
い

。
も

ち
ろ

ん
児

童
生

徒
に

プ
ロ

の
芸

術
家

の
作

品
に

よ
る

芸
術

鑑
賞

の
機

会
を

与
え

る
こ

と
は

重
要

な
機

会
で

あ
る

が
、

小
規

模
離

島
で

は
人

口
減

少
に

よ
る

島
内

の
伝

統
文

化
の

継
承

者
も

少
な

く
な

っ
て

い
る

傾
向

が
あ

る
の

で
、

「
豊

か
な

感
受

性
」
を

育
む

た
め

に
も

、
郷

土
学

習
や

社
会

教
育

に
お

い
て

地
域

の
言

葉
や

伝
統

文
化

に
触

れ
る

機
会

を
増

や
す

な
ど

の
取

り
組

み
に

、
一

層
力

を
入

れ
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

伝
統

文
化

の
保

全
・
継

承
等

に
つ

い
て

は
、

素
案

本
文

3
5
3
頁

2
4
行

目
～

2
5
行

目
、

5
7
3
頁

3
4
行

目
～

3
6
行

目
に

記
載

し
て

お
り

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

・
文

化
の

振
興

に
つ

い
て

は
、

離
島

・
過

疎
地

域
住

民
へ

伝
統

文
化

を
体

験
・
鑑

賞
す

る
機

会
を

提
供

す
る

た
め

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
、

重
要

無
形

文
化

財
保

持
者

等
に

よ
る

伝
統

芸
能

公
演

等
を

実
施

し
て

い
る

。
・
ま

た
、

平
成

2
7
年

度
に

は
「
し

ま
く
と

ぅ
ば

読
本

」
を

県
内

の
全

小
学

校
５

年
生

、
全

中
学

校
２

年
生

に
配

布
す

る
な

ど
、

し
ま

く
と

ぅ
ば

教
育

推
進

の
た

め
の

環
境

整
備

を
行

っ
た

。
（
3
5
3
頁

2
4
行

目
～

2
5
行

目
）
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議

　
結

　
果

2
0
0

3
6
1
5

3
4
-
3
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

次
世

代
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

担
う
人

材
の

育
成

が
図

ら
れ

て
お

り
、

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
青

少
年

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
,1

7
6
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
,5

4
1
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

次
世

代
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

担
う
人

材
の

育
成

が
図

ら
れ

て
お

り
、

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
青

少
年

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
1
,1

7
6
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
,6

3
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
1

3
6
1
5

3
7
-
3
9

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
者

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
続

に
つ

い
て

も
、

基
準

値
の

1
4
.8

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
3
5
.0

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
者

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
続

に
つ

い
て

も
、

基
準

値
の

1
4
.8

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
3
8
.5

％
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
進

展
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
2

3
6
1
6

2
-
4

世
界

の
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

大
会

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

（
延

べ
人

数
）
は

、
基

準
値

で
あ

る
平

成
2
3
年

度
の

第
５

回
大

会
の

4
1
万

8
,0

3
0
人

か
ら

、
平

成
2
8
年

度
の

第
６

回
大

会
に

は
4
2
万

9
,1

6
8
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

世
界

の
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

大
会

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
数

（
延

べ
人

数
）
は

、
基

準
値

で
あ

る
平

成
2
3
年

度
の

第
５

回
大

会
の

4
1
万

8
,0

3
0
人

か
ら

、
平

成
2
8
年

度
の

第
６

回
大

会
に

は
4
2
万

9
,1

6
8
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
も

の
の

、
進

展
が

遅
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
3

3
6
1
6

2
7
-
2
9

本
県

の
認

知
度

が
向

上
し

た
こ

と
か

ら
外

国
人

観
光

客
数

は
順

調
に

増
加

し
て

お
り

、
基

準
値

の
3
0
.1

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
2
6
9
.2

万
人

と
大

幅
に

増
加

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

本
県

の
認

知
度

が
向

上
し

た
こ

と
か

ら
外

国
人

観
光

客
数

は
順

調
に

増
加

し
て

お
り

、
基

準
値

の
3
0
.1

万
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
3
0
0
万

人
と

大
幅

に
増

加
し

て
お

り
、

目
標

値
を

達
成

す
る

見
込

み
で

あ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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由
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2
0
4

2
6
1
7

2
5
-
2
9

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
拡

大
に

つ
い

て
は

、
世

界
に

4
2
万

人
と

い
わ

れ
る

海
外

在
住

の
県

系
人

が
国

際
交

流
・
協

力
の

架
け

橋
と

し
て

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

世
代

交
代

が
進

み
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
と

し
て

の
意

識
、

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
継

承
や

次
世

代
の

担
い

手
の

育
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
拡

大
に

つ
い

て
は

、
世

界
に

4
2
万

人
と

い
わ

れ
る

海
外

在
住

の
県

系
人

が
国

際
交

流
・
協

力
の

架
け

橋
と

し
て

大
き

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

世
代

交
代

が
進

み
、

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
と

し
て

の
意

識
、

ア
イ

デ
ン

テ
ィ
テ

ィ
ー

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

移
住

・
移

民
の

経
緯

や
困

難
を

克
服

し
て

き
た

歴
史

等
に

対
す

る
理

解
促

進
等

を
図

り
つ

つ
、

世
界

の
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
継

承
や

次
世

代
の

担
い

手
の

育
成

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

同
上

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
0
5

3
6
1
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
海

外
及

び
県

内
に

お
け

る
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

を
推

進
す

る
新

た
な

取
組

数
基

準
値

：
－

現
状

値
：

県
人

会
3
5
団

体
（
H

3
0
年

度
）

県
内

1
9
団

体
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
県

人
会

3
0
団

体
（
H

3
0
年

度
）

県
内

5
0
団

体
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
6

3
6
1
7

1
3

【
成

果
指

標
】

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
青

少
年

数
（
累

計
）

1
,5

4
1
人

（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
】

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
青

少
年

数
（
累

計
）

1
,6

3
0
人

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
7

3
6
1
7

1
5

【
成

果
指

標
】

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
者

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
続

現
状

値
：
3
5
.0

％
（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
】

次
世

代
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
者

と
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
続

現
状

値
：
3
8
.5

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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2
0
8

3
6
1
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
世

界
の

ウ
チ

ナ
ー

ン
チ

ュ
大

会
関

与
の

県
内

市
町

村
数

基
準

値
：
3
0
市

町
村

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
：
3
0
市

町
村

（
H

2
8
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
3
7
市

町
村

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0
9

3
6
1
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
外

国
人

観
光

客
数

基
準

値
：
3
0
.1

万
人

（
H

2
3
年

度
）

現
状

値
：
3
0
0
万

人
（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
4
0
0
万

人

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
0

3
6
1
7

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
ＩＣ

Ｃ
Ａ

基
準

を
満

た
し

た
国

際
会

議
の

件
数 基

準
値

：
－

現
状

値
：
1
2
件

（
平

成
3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
2
0
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
1

3
6
1
9

6
-
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

を
行

っ
た

も
の

の
、

医
療

機
関

か
ら

の
問

合
せ

に
は

緊
急

を
要

す
る

内
容

も
多

く
、

事
前

に
予

約
を

必
要

と
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
派

遣
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
も

多
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
病

院
で

の
診

療
時

に
医

師
と

の
対

話
で

困
っ

た
在

住
外

国
人

等
の

割
合

は
、

基
準

値
を

上
回

っ
て

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

を
行

っ
た

も
の

の
、

医
療

機
関

か
ら

の
問

合
せ

に
は

緊
急

を
要

す
る

内
容

も
多

く
、

事
前

に
予

約
を

必
要

と
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
派

遣
が

で
き

な
い

ケ
ー

ス
も

多
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
病

院
で

の
診

療
時

に
医

師
と

の
対

話
で

困
っ

た
在

住
外

国
人

等
の

割
合

は
、

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

も
の

の
、

進
展

が
遅

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
2

3
6
1
9

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
県

に
ず

っ
と

住
み

続
け

た
い

在
住

外
国

人
等

の
割

合
基

準
値

：
6
9
％

現
状

値
：
6
4
.3

％
（
平

成
2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
8
0
％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
3

3
6
1
9

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
沖

縄
文

化
に

関
わ

る
活

動
を

行
っ

て
い

る
在

住
外

国
人

等
の

割
合

基
準

値
：
2
2
％

現
状

値
：
2
3
.7

％
（
平

成
2
9
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
3
2
％

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
4

3
6
1
9

2
1
-
2
2

【
成

果
指

標
】

病
院

で
の

診
療

時
に

医
師

と
の

対
話

で
困

っ
た

在
住

外
国

人
等

の
割

合
2
8
.8

％
（
H

2
9
年

度
）

【
成

果
指

標
】

病
院

で
の

診
療

時
に

医
師

と
の

対
話

で
困

っ
た

在
住

外
国

人
等

の
割

合
2
8
.4

％
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
5

3
6
1
9

1
2
-
1
4

平
成

2
5
年

度
か

ら
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

を
育

成
し

て
い

る
。

従
来

の
通

訳
案

内
士

・
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

と
合

わ
せ

、
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

は
、

平
成

3
0
年

３
月

末
現

在
で

6
5
2
人

と
な

っ
て

い
る

。

平
成

2
5
年

度
か

ら
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

を
育

成
し

て
い

る
。

従
来

の
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

・
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

を
合

わ
せ

た
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

は
、

平
成

3
1
年

３
月

末
現

在
で

6
8
7
名

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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行
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書
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素

 
案

 
）

本
 
文

意
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（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
1
6

3
6
2
0

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

資
料

８
の

5
9
ペ

ー
ジ

、
オ

レ
ン

ジ
の

主
な

予
算

事
業

に
つ

い
て

、
那

覇
空

港
の

滑
走

路
増

設
整

備
の

と
こ

ろ
で

国
直

轄
と

記
載

が
あ

っ
て

、
達

成
状

況
は

順
調

と
な

っ
て

い
る

。
第

２
滑

走
路

が
完

成
す

る
と

、
標

準
値

が
変

わ
る

と
思

う
。

今
後

の
ト

レ
ン

ド
の

変
化

を
意

識
さ

れ
て

い
て

、
そ

の
後

の
記

述
と

か
考

え
に

な
っ

て
い

る
の

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

那
覇

空
港

の
滑

走
路

増
設

整
備

は
国

直
轄

事
業

の
た

め
、

国
が

評
価

す
る

こ
と

と
な

る
が

、
総

点
検

素
案

に
お

い
て

は
、

P
1
5
7
（
2
4

行
目

）
に

「
さ

ら
な

る
航

空
需

要
の

増
加

に
対

応
で

き
る

よ
う
空

港
機

能
の

強
化

や
旅

客
タ

ー
ミ
ナ

ル
の

拡
張

に
つ

い
て

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

検
討

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

下
地

島
空

港
、

新
石

垣
空

港
で

は
、

C
IQ

機
能

な
ど

国
際

線
の

受
入

体
制

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

」
と

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

2
1
7

3
6
2
0

1
8
-
1
9

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

空
港

の
海

外
路

線
数

（
就

航
都

市
数

）
は

、
基

準
値

の
７

路
線

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
1
5
路

線
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

空
港

の
海

外
路

線
数

（
就

航
都

市
数

）
は

、
基

準
値

の
７

路
線

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
5
路

線
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
8

3
6
2
0

3
3
-
3
6

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

各
圏

域
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

旅
客

数
の

増
加

へ
と

つ
な

が
り

、
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

海
路

に
よ

る
入

域
乗

船
客

数
（
県

全
体

）
は

、
基

準
値

の
1
1
2
回

、
1
1
万

6
,4

0
0
人

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

5
1
5
回

、
8
8

万
8
,3

0
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

各
圏

域
に

お
け

る
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

旅
客

数
の

増
加

へ
と

つ
な

が
り

、
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

及
び

海
路

に
よ

る
入

域
乗

船
客

数
（
県

全
体

）
は

、
基

準
値

の
1
1
2
回

、
1
1
万

6
,4

0
0
人

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

5
2
8
回

、
1
1
2
万

3
,8

0
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

進
展

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1
9

3
6
2
1

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
1
,0

0
0
人

以
上

の
M

IC
E
開

催
件

数
［
再

掲
］

基
準

値
：
－

現
状

値
：
8
5
件

（
平

成
3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
1
3
4
件

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
2
0

3
6
2
1

【
成

果
指

標
名

】
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
現

状
値

：
5
1
5
回

、
8
8
8
,3

0
0
（
H

2
9
年

）

【
成

果
指

標
名

】
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

・
海

路
に

よ
る

入
域

観
光

客
数

（
県

全
体

）
現

状
値

：
5
2
8
回

、
1
,1

2
3
,8

0
0
（
H

3
0
年

）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
1

3
6
2
3

2
0
-
2
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
沖

縄
の

海
外

研
修

員
受

入
れ

に
協

力
す

る
県

内
団

体
数

は
、

基
準

値
の

８
団

体
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

は
2
2
団

体
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

Ｊ
ＩＣ

Ａ
沖

縄
の

海
外

研
修

員
受

入
れ

に
協

力
す

る
県

内
団

体
数

は
、

基
準

値
の

８
団

体
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
2
4
団

体
と

な
り

、
目

標
値

の
達

成
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
2

3
6
2
3

3
0

J
IC

A
沖

縄
の

海
外

研
修

員
受

け
入

れ
に

協
力

す
る

県
内

団
体

数
現

状
値

：
2
2
団

体
（
H

2
9
年

度
）

J
IC

A
沖

縄
の

海
外

研
修

員
受

け
入

れ
に

協
力

す
る

県
内

団
体

数
現

状
値

：
2
4
団

体
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
3

3
6
2
3

2
3
-
2
5

Ｊ
ＩＣ

Ａ
沖

縄
と

連
携

し
技

術
協

力
に

取
り

組
む

県
内

団
体

数
（
海

外
研

修
員

受
入

除
く
）
（
累

計
）
に

つ
い

て
も

、
基

準
値

の
1
0

団
体

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
2
2
団

体
と

な
り

、
目

標
値

 の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

Ｊ
ＩＣ

Ａ
沖

縄
と

連
携

し
技

術
協

力
に

取
り

組
む

県
内

団
体

数
（
海

外
研

修
員

受
入

除
く
）
（
累

計
）
に

つ
い

て
も

、
基

準
値

の
1
0

団
体

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
2
3
団

体
と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
4

3
6
2
3

3
2

J
IC

A
沖

縄
と

連
携

し
技

術
協

力
に

取
り

組
む

県
内

団
体

数
（
海

外
研

修
員

受
入

除
く
）
(累

計
)

現
状

値
：
2
2
団

体
（
H

2
9
年

度
）

J
IC

A
沖

縄
と

連
携

し
技

術
協

力
に

取
り

組
む

県
内

団
体

数
（
海

外
研

修
員

受
入

除
く
）
(累

計
)

現
状

値
：
2
3
団

体
（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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１
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章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
2
5

3
6
2
4

4
～

7
国

際
協

力
・
貢

献
活

動
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
な

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
や

国
際

協
力

の
知

見
を

有
す

る
専

門
機

関
と

連
携

・
協

力
し

、
国

際
協

力
・
貢

献
活

動
を

推
進

し
て

い
く
こ

と
が

、
今

後
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

国
際

協
力

・
貢

献
活

動
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

J
IC

A
沖

縄
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
と

す
る

国
際

的
な

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
や

国
際

協
力

の
知

見
を

有
す

る
専

門
機

関
と

連
携

・
協

力
し

、
国

際
協

力
・
貢

献
活

動
を

推
進

し
て

い
く
こ

と
が

、
今

後
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

前
段

の
研

究
機

関
の

記
載

に
お

い
て

沖
縄

科
学

技
術

大
学

院
大

学
が

明
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

成
果

指
標

と
し

て
J
IC

A
事

業
が

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
こ

と
、

沖
縄

振
興

特
別

措
置

法
第

8
7
条

等
に

基
づ

き
、

沖
縄

県
と

J
IC

A
は

連
携

協
定

を
締

結
の

上
、

相
互

協
力

・
連

携
を

推
進

し
て

き
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

J
IC

A
を

明
記

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

ま
た

、
素

案
本

文
の

P
6
4
4
(4

1
行

目
)に

左
案

の
と

お
り

追
記

す
る

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

本
項

「
ア

　
国

際
社

会
、

情
報

社
会

に
対

応
し

た
教

育
の

推
進

」
に

お
け

る
沖

縄
県

と
し

て
の

取
組

に
は

、
英

語
立

県
推

進
戦

略
事

業
等

の
外

国
語

教
育

や
海

外
留

学
も

さ
る

こ
と

な
が

ら
、

「
開

発
教

育
・

国
際

理
解

教
育

」
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

、
記

載
が

な
い

。
第

3
章

4
（
6
1
8
頁

3
5
行

以
降

）
に

若
干

言
及

が
あ

る
が

、
寧

ろ
将

来
像

V
の

取
組

と
し

て
重

要
。

具
体

的
に

は
、

学
生

・
生

徒
向

け
の

「
お

き
な

わ
国

際
協

力
人

材
育

成
事

業
」
や

J
IC

A
と

連
携

し
た

「
出

前
講

座
・
訪

問
学

習
」
、

「
国

際
協

力
エ

ッ
セ

イ
コ

ン
テ

ス
ト

」
の

活
用

等
に

加
え

、
人

材
育

成
を

担
う
現

場
の

教
職

員
に

対
し

、
J
IC

A
連

携
に

よ
る

「
国

際
理

解
教

育
指

導
者

養
成

講
座

」
や

「
教

師
海

外
研

修
」
も

継
続

的
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

現
職

教
員

特
別

参
加

制
度

に
よ

り
J
IC

A
海

外
協

力
隊

に
参

加
し

た
教

員
が

、
派

遣
中

及
び

帰
国

後
に

そ
の

体
験

を
学

生
・
生

徒
に

伝
え

る
こ

と
は

、
生

徒
の

国
際

感
覚

の
醸

成
に

大
き

く
貢

献
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
に

つ
い

て
、

文
化

観
光

ス
ポ

ー
ツ

部
と

教
育

庁
に

お
い

て
実

績
情

報
等

を
再

確
認

の
上

、
適

切
な

記
載

を
挿

入
い

た
だ

き
た

い
。

2
2
6

3
6
4
4

3
8

2
1
世

紀
の

社
会

を
担

う
子

ど
も

た
ち

が
国

際
的

な
視

野
を

持
ち

、
多

様
な

社
会

的
、

時
代

的
要

請
に

適
切

に
対

応
で

き
る

能
力

を
備

え
、

主
体

的
に

行
動

す
る

人
材

に
な

る
よ

う
、

外
国

語
教

育
や

海
外

留
学

等
の

充
実

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
（
後

略
）

2
1
世

紀
の

社
会

を
担

う
子

ど
も

た
ち

が
国

際
的

な
視

野
を

持
ち

、
多

様
な

社
会

的
、

時
代

的
要

請
に

適
切

に
対

応
で

き
る

能
力

を
備

え
、

主
体

的
に

行
動

す
る

人
材

に
な

る
よ

う
、

開
発

教
育

・
国

際
理

解
教

育
の

推
進

、
外

国
語

教
育

や
海

外
留

学
等

の
充

実
に

向
け

た
取

組
を

行
っ

た
。

（
後

略
部

分
も

適
宜

修
正

が
必

要
）

ま
た

、
素

案
本

文
の

P
6
4
4
(4

1
行

目
)に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。

（
追

記
文

案
）

国
際

理
解

教
育

の
促

進
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
5
年

度
か

ら
毎

年
3
0
人

余
り

の
県

内
の

高
校

生
を

開
発

途
上

国
へ

派
遣

し
、

国
際

協
力

・
国

際
交

流
の

必
要

性
を

学
び

、
国

際
感

覚
や

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

を
持

っ
た

人
材

の
育

成
が

図
ら

れ
た

。
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結

　
果

2
2
7

3
6
4
7

4
0
-
4
2

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
出

身
日

本
代

表
ス

ポ
ー

ツ
選

手
数

（
全

て
の

国
際

大
会

）
は

、
平

成
2
9
年

度
は

2
1
名

、
平

成
3
0

年
度

は
2
6
名

と
、

近
年

2
0
名

を
超

え
る

県
出

身
選

手
が

ア
ジ

ア
大

会
 以

上
の

国
際

大
会

に
出

場
し

て
い

る
も

の
の

、
基

準
値

を
下

回
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
出

身
日

本
代

表
ス

ポ
ー

ツ
選

手
数

（
全

て
の

国
際

大
会

）
は

、
平

成
2
9
年

度
は

2
1
名

、
平

成
3
0

年
度

は
2
6
名

と
、

近
年

2
0
名

を
超

え
る

県
出

身
選

手
が

ア
ジ

ア
大

会
以

上
の

国
際

大
会

に
出

場
し

て
い

る
も

の
の

、
目

標
値

の
達

成
状

況
は

進
展

遅
れ

と
な

っ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
8

3
6
4
8

2
2

県
出

身
日

本
代

表
ス

ポ
ー

ツ
選

手
数

（
全

て
の

国
際

大
会

）
現

状
値

：
2
1
名

/
年

（
H

2
9
年

）

県
出

身
日

本
代

表
ス

ポ
ー

ツ
選

手
数

（
全

て
の

国
際

大
会

）
現

状
値

：
2
6
名

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2
9

3
6
4
9

2
3
-
2
9

　
県

立
芸

術
大

学
に

お
い

て
は

、
琉

球
芸

能
や

沖
縄

の
染

・
織

・
漆

の
専

攻
科

目
の

ほ
か

、
平

成
2
5
年

度
以

降
、

ア
ー

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
関

係
の

講
座

を
開

設
す

る
な

ど
、

特
色

あ
る

教
育

の
実

施
に

努
め

た
。

  
 こ

れ
ら

の
取

組
な

ど
に

よ
り

、
県

立
芸

術
大

学
卒

業
生

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
2
,8

0
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
3
,6

2
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

　
県

立
芸

術
大

学
卒

業
者

の
就

職
率

（
起

業
含

む
）
に

つ
い

て
も

、
平

成
3
0
年

３
月

卒
は

、
7
7
.6

％
と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
伸

び
て

い
る

。

－

【
学

術
・
人

づ
く
り

部
会

意
見

】
就

職
率

の
就

職
先

の
定

義
に

つ
い

て
例

え
ば

弟
子

に
な

る
こ

と
は

就
職

な
の

か
、

企
業

で
な

け
れ

ば
だ

め
の

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

卒
業

後
、

就
職

を
希

望
す

る
も

の
の

う
ち

、
ア

ル
バ

イ
ト

な
ど

の
一

時
的

な
職

業
に

つ
い

て
は

、
就

職
に

含
め

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

自
営

業
と

し
て

創
作

、
演

奏
活

動
を

行
う
も

の
は

就
職

と
し

て
整

理
し

て
お

り
ま

す
。

2
3
0

3
6
4
9

2
6
-
2
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
2
,8

0
9
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
3
,6

2
0
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
前

進
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
数

（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
2
,8

0
9
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
3
,7

5
4
人

と
な

り
、

目
標

値
の

達
成

が
見

込
ま

れ
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
3
1

3
6
4
9

2
8
-
2
9

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
に

つ
い

て
も

、
平

成
3
0
年

３
月

卒
は

、
7
7
.6

％
 と

な
り

、
現

時
点

で
目

標
値

を
上

回
っ

て
伸

び
て

い
る

。

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
に

つ
い

て
も

、
平

成
3
1
年

３
月

卒
は

、
6
7
.3

％
 と

な
り

、
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
2

3
6
5
0

1
8

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
数

（
累

計
）

現
状

値
：
3
,6

2
0
人

（
H

2
9
年

度
）

県
立

芸
術

大
学

卒
業

生
数

（
累

計
）

現
状

値
：
3
,7

5
4
人

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
3

3
6
5
0

2
0

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
［
再

掲
］

現
状

値
：
7
7
.6

％
（
H

2
9
年

度
）

県
立

芸
術

大
学

卒
業

者
の

就
職

率
（
起

業
含

む
）
［
再

掲
］

現
状

値
：
6
7
.3

％
（
H

3
1
年

３
月

卒
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
4

3
6
5
2

3
7

地
域

通
訳

案
内

士
登

録
者

数
（
累

計
）

［
再

掲
］

現
状

値
：
6
5
2
名

（
H

2
9
年

度
）

地
域

通
訳

案
内

士
登

録
者

数
（
累

計
）

［
再

掲
］

現
状

値
：
6
8
7
名

（
H

3
0
年

度
）

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
5

3
6
5
2

1
-
4

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

平
成

2
9
年

度
末

現
在

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
累

計
）
は

4
1
3
人

、
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
累

計
）
は

2
3
9

人
、

こ
れ

ら
を

合
計

し
た

地
域

通
訳

案
内

士
登

録
者

数
（
累

計
）
は

、
6
5
2
名

と
な

り
、

基
準

値
の

9
8
名

か
ら

大
幅

に
増

加
し

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

従
来

の
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

・
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

を
合

わ
せ

た
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
累

計
）
は

、
平

成
3
0
年

度
末

現
在

で
6
8
7
名

と
な

り
、

基
準

値
の

9
8
名

か
ら

大
幅

に
増

加
し

、
目

標
値

の
達

成
が

見
込

ま
れ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
3
6

3
6
5
2

図
表

【
成

果
指

標
名

】
追

加
【
成

果
指

標
名

】
観

光
人

材
育

成
研

修
受

講
者

数
［
再

掲
］

（
県

全
体

）
基

準
値

：
1
,7

4
2
名

現
状

値
：
1
,5

8
5
（
H

3
0
年

）
R

3
年

度
目

標
値

：
1
,9

0
0
名

以
上

【
総

合
部

会
意

見
】

③
全

成
果

指
標

を
掲

載
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
7

3
6
5
5

1
5

記
述

な
し

－

【
基

盤
整

備
部

会
意

見
】

　
建

設
産

業
分

野
で

は
、

県
内

人
材

の
育

成
だ

け
で

は
間

に
合

わ
ず

、
労

働
力

は
不

足
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

外
国

人
労

働
力

の
導

入
も

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

外
国

人
労

働
力

の
活

用
に

つ
い

て
は

、
土

木
・
建

築
業

だ
け

で
な

く
、

農
業

、
福

祉
、

観
光

(リ
ネ

ン
業

含
む

)分
野

に
お

い
て

も
明

記
す

る
必

要
が

あ
る

。

（
委

員
提

案
文

案
）

ま
た

、
必

要
な

分
野

に
つ

い
て

は
外

国
人

労
働

力
の

導
入

・
活

用
も

進
め

て
い

く
。

【
原

文
の

と
お

り
】

素
案

P
1
5
8
（
2
6
～

3
0
行

）
、

P
4
5
6
（
1
9
～

2
3
行

）
に

お
い

て
、

「
観

光
人

材
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

観
光

関
連

産
業

で
の

な
人

手
不

足
に

対
応

す
る

た
め

、
高

付
加

価
値

観
光

を
推

進
し

、
処

遇
改

善
や

生
産

性
向

上
等

に
よ

る
人

材
の

定
着

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

観
光

産
業

の
魅

力
発

信
や

観
光

教
育

の
推

進
等

に
よ

り
観

光
産

業
従

事
者

の
拡

大
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
入

管
法

改
正

や
国

家
戦

略
特

区
を

含
め

た
国

の
制

度
改

革
の

動
向

等
を

的
確

に
捉

え
、

多
様

な
人

材
の

確
保

に
つ

い
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

」
と

記
述

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

2
3
8

3
6
5
6

3
3
-
3
4

【
成

果
指

標
名

】
【
成

果
指

標
名

】
ス

ポ
ー

ツ
産

業
人

材
育

成
数

（
累

計
）

基
準

値
：
５

名
（
H

2
5
年

度
）

現
状

値
：
1
8
名

（
H

3
0
年

度
）

R
3
年

度
目

標
値

：
向

上

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3
9

3
6
5
6

1
6
-
1
7

こ
れ

ら
に

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

産
業

人
材

育
成

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
５

人
か

ら
平

成
2
8
年

に
は

1
8
人

に
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
に

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ス
ポ

ー
ツ

産
業

人
材

育
成

数
（
累

計
）
は

、
基

準
値

の
５

人
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

は
1
8
人

に
増

加
し

て
お

り
、

達
成

が
見

込
ま

れ
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
0

3

－
－

【
基

盤
整

備
部

会
意

見
】

　
観

光
客

の
受

け
入

れ
体

制
に

つ
い

て
、

ク
ル

ー
ズ

船
か

ら
の

観
光

客
が

国
際

通
り

周
辺

で
の

観
光

時
に

観
光

バ
ス

が
待

っ
て

い
る

状
態

が
見

受
け

ら
れ

る
。

観
光

バ
ス

の
駐

車
場

対
策

を
検

討
を

す
べ

き
。

【
原

文
の

と
お

り
】

国
際

通
り

周
辺

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

貸
切

バ
ス

の
乗

降
場

及
び

待
機

場
が

十
分

に
整

備
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

貸
切

バ
ス

の
滞

留
に

よ
る

路
上

混
雑

や
交

通
渋

滞
が

生
じ

て
い

る
状

況
が

あ
る

。
そ

の
た

め
、

那
覇

市
の

単
独

事
業

に
よ

り
、

明
治

橋
近

く
の

仮
設

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
跡

地
に

お
い

て
、

貸
切

バ
ス

の
待

機
場

を
整

備
し

、
令

和
元

年
1
0

月
1
5
日

か
ら

運
用

を
開

始
し

と
こ

ろ
で

あ
る

。
ま

た
、

県
と

那
覇

市
の

共
同

事
業

に
よ

り
、

那
覇

市
樋

川
の

農
連

プ
ラ

ザ
横

の
県

有
地

を
活

用
し

て
、

貸
切

バ
ス

の
乗

降
場

の
整

備
を

進
め

て
お

り
、

令
和

２
年

３
月

の
供

用
開

始
を

予
定

し
て

い
る

。

2
4
1

3

－
―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
で

住
民

の
生

活
が

脅
か

さ
れ

て
い

る
。

住
民

の
心

の
問

題
に

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

P
4
5
5
（
1
0
行

目
）
下

に
以

下
の

通
り

文
案

を
追

記
す

る
。

（
追

加
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
4
2

3

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

入
域

客
数

だ
け

で
は

な
く
て

、
中

身
の

あ
る

（
質

の
高

い
）
観

光
客

の
誘

致
が

必
要

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

富
裕

層
向

け
の

誘
致

の
取

組
及

び
課

題
に

つ
い

て
は

、
P

4
4
8
 （

2
9
行

目
～

3
1
行

目
）

及
び

P
4
4
9
（
3
3
行

目
～

3
5
行

目
）
に

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
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理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
3

3

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

総
量

規
制

も
含

め
て

、
良

質
な

観
光

を
求

め
て

い
く
べ

き
で

あ
る

。
同

時
に

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

観
光

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
と

い
っ

た
切

り
口

、
ス

ペ
シ

ャ
ラ

イ
ズ

し
た

取
り

組
み

が
重

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

富
裕

層
向

け
の

誘
致

の
取

組
及

び
課

題
は

、
、

P
4
4
8
 （

2
9
行

目
～

3
1
行

目
）
及

び
P

4
4
9
（
3
3
行

目
～

3
5
行

目
）
に

、
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
関

す
る

取
組

及
び

課
題

は
、

P
4
5
3

（
1
5
行

目
～

1
8
行

目
）
及

び
P

4
5
5
（
2
行

目
～

4
行

目
）
等

に
記

述
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

2
4
4

3
－

－

－
－

【
基

盤
整

備
部

会
意

見
】

将
来

は
沖

縄
で

長
時

間
滞

在
し

、
観

光
収

入
が

増
え

る
よ

う
な

ク
ル

ー
ズ

船
の

誘
致

が
必

要
。

【
原

文
の

と
お

り
】

フ
ラ

イ
＆

ク
ル

ー
ズ

の
促

進
に

つ
い

て
、

P
1
5
7

（
3
7
行

目
）
～

P
1
5
8
（
2
行

目
）
に

記
述

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。

2
4
5

3
※

成
果

指
標

の
掲

載
に

つ
い

て
＜

成
果

指
標

の
状

況
＞

欄
に

す
べ

て
の

成
果

指
標

（
再

掲
含

む
）
を

掲
載

す
る

。
【
総

合
部

会
意

見
】

第
３

章
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
＜

主
な

成
果

指
標

＞
に

つ
い

て
、

主
な

も
の

だ
け

な
く
、

全
成

果
指

標
（
再

掲
含

む
）
を

掲
載

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。

2
4
6

3
※

成
果

指
標

の
達

成
状

況
の

表
現

に
つ

い
て

検
証

シ
ー

ト
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
た

表
現

に
統

一
す

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

計
画

策
定

時
か

ら
少

し
で

も
数

値
が

伸
び

て
い

れ
ば

「
前

進
し

て
い

る
」
と

の
表

現
に

な
っ

て
い

る
が

、
違

和
感

が
あ

る
。

「
検

証
シ

ー
ト

」
で

使
用

し
て

い
る

判
定

基
準

を
用

い
て

、
「
達

成
」
「
達

成
見

込
」

「
進

展
」
「
進

展
遅

れ
」
の

表
現

に
統

一
し

て
は

ど
う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
7

3
－

－

－
－

【
総

合
部

会
意

見
】

観
光

客
が

ほ
と

ん
ど

行
か

な
い

島
が

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

島
の

観
光

振
興

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
こ

と
も

考
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
で

は
、

離
島

観
光

活
性

化
促

進
事

業
に

お
い

て
、

宮
古

島
、

石
垣

島
等

の
主

要
離

島
だ

け
で

な
く
、

粟
国

島
、

津
堅

島
等

の
本

島
周

辺
離

島
や

、
多

良
間

島
、

与
那

国
島

等
の

先
島

諸
島

の
離

島
に

つ
い

て
も

、
観

光
振

興
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

引
き

続
き

、
各

離
島

の
状

況
に

応
じ

た
観

光
誘

客
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

2
4
8

3
－

－

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

離
島

観
光

の
危

機
管

理
に

つ
い

て
も

、
ど

こ
か

で
触

れ
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

台
風

は
こ

れ
ま

で
も

本
島

に
も

離
島

に
も

来
襲

し
て

お
り

、
ま

た
、

地
震

や
津

波
等

の
他

の
観

光
危

機
に

つ
い

て
も

そ
の

危
機

管
理

対
応

は
、

全
県

的
に

行
う

べ
き

も
の

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

平
成

2
9
年

度
に

は
観

光
危

機
管

理
に

関
す

る
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

石
垣

島
に

て
開

催
し

て
お

り
、

今
後

も
離

島
を

含
め

た
全

県
的

な
観

光
危

機
管

理
体

制
を

構
築

し
、

安
全

・
安

心
な

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
を

目
指

し
て

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
4
9

3
－

－

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

ス
ポ

ー
ツ

も
含

め
て

文
化

行
政

は
観

光
交

流
と

い
う

意
味

で
も

か
な

り
重

要
に

な
る

の
で

は
な

い
か

。
も

う
少

し
こ

の
あ

た
り

を
強

化
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

地
域

文
化

資
源

の
発

掘
及

び
相

互
交

流
に

つ
い

て
は

、
素

案
本

文
3
6
3
頁

1
7
行

目
～

2
2
行

目
に

記
載

し
て

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　 　

地
域

文
化

資
源

の
発

掘
及

び
相

互
交

流
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
伝

統
行

事
の

保
存

継
承

や
活

用
を

図
る

た
め

、
文

化
公

演
を

開
催

し
、

地
域

の
伝

統
行

事
の

発
信

及
び

活
性

化
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
の

伝
統

芸
能

を
１

所
に

集
め

、
国

立
劇

場
お

き
な

わ
で

披
露

す
る

公
演

を
行

い
、

他
地

域
と

の
比

較
や

交
流

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
県

内
各

地
で

開
催

さ
れ

て
い

る
様

々
な

伝
統

芸
能

・
地

域
行

事
を

は
じ

め
と

し
た

文
化

関
連

イ
ベ

ン
ト

情
報

を
一

元
化

し
、

情
報

発
信

ツ
ー

ル
と

し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト

を
開

設
し

た
。

　

2
5
0

3

－
－

【
産

業
振

興
部

会
意

見
】

　
古

い
カ

ー
ナ

ビ
を

使
用

し
て

住
宅

地
に

レ
ン

タ
カ

ー
が

乗
り

入
れ

、
渋

滞
を

引
き

起
こ

し
て

い
る

状
況

が
あ

る
。

こ
れ

を
規

制
す

る
な

ど
環

境
を

良
く
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

バ
ス

、
船

舶
等

の
公

共
交

通
情

報
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

に
よ

る
大

手
検

索
サ

イ
ト

で
の

乗
り

換
え

検
索

を
可

能
と

す
る

取
組

を
進

め
て

お
り

、
レ

ン
タ

カ
ー

利
用

か
ら

公
共

交
通

へ
の

利
用

促
進

を
図

る
こ

と
で

、
交

通
渋

滞
の

緩
和

に
繋

げ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
1

3
さ

ら
に

、
沖

縄
空

手
の

次
代

を
担

う
指

導
者

・
後

継
者

の
育

成
を

図
り

、
道

場
の

運
営

基
盤

強
化

を
図

る
取

組
や

、
世

界
に

１
億

３
千

万
人

い
る

と
も

い
わ

れ
る

空
手

愛
好

家
に

対
し

「
空

手
発

祥
の

地
・
沖

縄
」
を

発
信

し
、

国
内

外
か

ら
来

訪
す

る
空

手
愛

好
家

の
受

入
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

登
録

に
向

け
た

気
運

の
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

№
8
9
同

文
【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

空
手

ツ
ー

リ
ズ

ム
な

ど
、

空
手

を
い

か
に

産
業

化
ま

で
発

展
さ

せ
る

か
と

い
う
こ

と
の

書
き

込
み

を
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

空
手

に
関

し
て

も
、

今
回

の
中

に
ぜ

ひ
そ

う
い

う
新

し
い

空
手

の
裾

野
、

分
野

と
い

う
も

の
を

構
築

し
て

い
く
何

か
大

き
な

キ
ー

ワ
ー

ド
や

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
と

い
う
か

、
そ

れ
に

つ
な

が
る

よ
う
な

も
の

を
、

ぜ
ひ

こ
の

3
6
1

ペ
ー

ジ
の

課
題

及
び

対
策

の
中

に
１

行
、

２
行

で
も

入
れ

て
い

か
な

い
と

、
全

く
1
0
年

前
に

空
手

振
興

課
が

な
か

っ
た

と
き

と
ほ

ぼ
同

じ
よ

う
な

も
の

で
は

少
し

物
足

り
な

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

3
6
1
頁

1
2
行

以
降

、
左

案
の

と
お

り
追

記
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
2

3 3

5
8
6

5
8
7

1
4

3
8

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3

年
度

の
6
.0

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

8
.9

％
へ

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。
一

方
で

本
島

周
辺

と
八

重
山

圏
域

は
、

観
光

客
数

が
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
県

内
全

域
へ

の
国

内
観

光
客

数
が

大
き

く
増

加
し

て
い

る
た

め
国

内
客

の
離

島
訪

問
率

と
し

て
は

低
下

し
て

お
り

、
本

島
周

辺
離

島
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

3
.9

％
、

八
重

山
圏

域
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

1
4
.4

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

1
3
.4

％
と

な
っ

て
い

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
近

年
離

島
へ

の
旅

行
形

態
が

、
パ

ッ
ケ

ー
ジ

旅
行

・
団

体
旅

行
よ

り
も

個
人

旅
行

・
フ

リ
ー

プ
ラ

ン
が

主
体

と
な

っ
て

い
こ

と
を

踏
ま

え
、

そ
れ

に
対

応
し

た
離

島
観

光
の

魅
力

発
信

、
旅

行
商

品
造

成
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

と
い

う
離

島
の

課
題

は
述

べ
ら

れ
て

い
る

の
で

、
そ

こ
を

ど
う

し
て

い
く
の

か
は

非
常

に
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

加
え

て
、

欧
米

、
台

湾
な

ど
、

海
外

か
ら

の
観

光
客

は
確

実
に

増
え

て
き

て
お

り
、

離
島

に
行

き
始

め
て

い
る

が
、

海
外

に
対

す
る

情
報

発
信

が
不

足
し

て
い

る
。

総
点

検
報

告
書

で
は

、
国

内
の

課
題

し
か

記
載

さ
れ

て
い

な
い

が
、

県
外

だ
け

で
な

く
、

海
外

に
対

す
る

情
報

発
信

が
、

離
島

の
観

光
振

興
に

役
立

つ
の

で
は

な
い

か
。

特
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

と
こ

ろ
で

情
報

発
信

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

こ
を

ど
う

う
ま

く
使

い
な

が
ら

や
っ

て
い

く
の

か
と

い
う

と
こ

ろ
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

県
で

は
、

沖
縄

観
光

国
際

化
ビ

ッ
グ

バ
ン

事
業

に
お

い
て

、
海

外
の

旅
行

博
へ

の
出

展
や

、
観

光
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

観
光

情
報

サ
イ

ト
、

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
等

の
多

言
語

展
開

に
よ

り
、

離
島

も
含

め
た

沖
縄

観
光

の
海

外
に

対
す

る
情

報
発

信
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
に

よ
り

、
引

き
続

き
、

海
外

か
ら

離
島

へ
の

観
光

客
誘

致
に

取
り

組
ん

で
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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別
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
5
3

3
5
9
2
～

5
9
4

－
離

島
を

支
え

る
多

様
な

人
材

育
成

～

－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

A
Iや

IC
T
を

活
用

し
、

翻
訳

ツ
ー

ル
、

観
光

ガ
イ

ド
、

交
通

モ
ビ

リ
テ

ィ
、

T
V

会
議

に
よ

る
近

隣
諸

国
と

の
交

流
等

、
担

い
手

不
足

の
対

策
と

新
た

な
観

光
事

業
活

性
化

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

（
委

員
提

案
文

案
）

観
光

人
材

や
海

外
展

開
を

担
う

人
材

の
育

成
に

向
け

た
A

Iや
IC

T
の

活
用

検
討

【
原

文
の

と
お

り
】

離
島

を
含

め
た

観
光

産
業

を
担

う
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

①
（
P

2
8
1
･８

行
目

～
1
4
行

目
）
増

加
す

る
外

国
人

観
光

客
に

対
す

る
通

訳
案

内
士

不
足

に
対

応
す

る
た

め
、

平
成

1
9
年

度
か

ら
地

域
限

定
通

訳
案

内
士

制
度

を
導

入
、

平
成

2
5
年

度
か

ら
沖

縄
振

興
特

別
措

置
法

に
基

づ
き

、
沖

縄
特

例
通

訳
案

内
士

の
育

成
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
②

観
光

関
連

企
業

等
が

実
施

す
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
語

学
等

の
研

修
講

師
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

活
用

し
た

講
師

紹
介

や
費

用
助

成
等

の
支

援
の

ほ
か

、
中

核
人

材
育

成
等

を
目

的
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

て
い

る
と

こ
ろ

。
委

員
の

ご
指

摘
の

A
Iや

IC
T
を

活
用

し
た

新
た

な
観

光
事

業
活

性
化

や
観

光
人

材
の

育
成

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
次

期
振

興
計

画
で

検
討

し
て

ま
い

り
た

い
。

-77-



別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
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果

2
5
4

3
4
5
1
-

4
5
2

－

①
こ

れ
ら

課
題

に
対

応
す

る
た

め
、

早
期

整
備

の
実

現
に

向
け

沖
縄

振
興

特
別

推
進

交
付

金
を

活
用

す
べ

く
、

国
と

の
協

議
を

重
ね

て
き

た
が

、
同

交
付

金
の

制
度

終
期

ま
で

に
整

備
を

完
了

さ
せ

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

整
備

財
源

の
確

保
策

を
中

心
に

、
事

業
の

在
り

方
に

つ
い

て
再

検
討

を
行

う
べ

く
調

査
事

業
を

実
施

し
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

も
含

め
て

今
後

の
進

め
方

を
整

理
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

②
M

IC
E
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

国
の

「
観

光
ビ

ジ
ョ
ン

実
現

プ
ロ

グ
ラ

ム
2
0
1
8
」
に

位
置

付
け

ら
れ

て
い

る
こ

と
も

踏
ま

え
、

「
沖

縄
M

IC
E
振

興
戦

略
」
で

示
し

た
大

型
M

IC
E

施
設

の
整

備
を

含
む

各
種

施
策

を
通

じ
て

、
国

際
的

な
M

IC
E
開

催
地

と
し

て
発

展
し

つ
つ

、
国

の
政

策
に

も
貢

献
で

き
る

よ
う
、

引
き

続
き

関
係

機
関

の
理

解
と

協
力

を
得

な
が

ら
、

そ
の

推
進

を
図

っ
て

い
く
。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

　
検

証
シ

ー
ト

に
あ

る
よ

う
に

、
ハ

ー
ド

整
備

（
大

型
M

IC
E
施

設
）
の

遅
れ

み
な

い
な

も
の

を
ど

う
書

き
込

ん
で

い
く
か

、
国

が
国

際
M

IC
E
施

設
を

誘
致

し
よ

う
と

い
っ

て
い

る
。

そ
れ

が
ハ

ー
ド

整
備

が
遅

れ
て

い
る

か
ら

伸
び

て
い

か
な

い
。

知
恵

を
使

っ
て

何
か

基
準

み
た

い
な

も
の

が
必

要
で

は
な

い
か

。
　

こ
の

検
証

シ
ー

ト
に

あ
る

よ
う
に

、
来

年
新

し
い

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
施

設
が

で
き

て
、

そ
の

こ
け

ら
落

と
し

的
な

も
の

が
ツ

ー
リ
ズ

ム
Ｅ

Ｘ
Ｐ

Ｏ
ジ

ャ
パ

ン
に

な
る

は
ず

だ
っ

た
。

そ
れ

が
今

見
送

ら
れ

て
い

る
と

い
う
状

況
で

、
そ

う
い

っ
た

ハ
ー

ド
整

備
の

遅
れ

み
た

い
な

も
の

を
ど

う
書

き
込

ん
で

い
く
か

と
い

う
こ

と
も

重
要

で
は

な
い

か
。

　
こ

れ
は

書
く
の

が
非

常
に

難
し

い
部

分
で

あ
る

が
、

国
が

国
際

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
を

誘
致

し
よ

う
と

言
っ

て
い

る
。

そ
れ

が
ハ

ー
ド

整
備

が
遅

れ
て

い
る

が
た

め
に

伸
び

て
い

か
な

い
と

い
う
こ

と
で

す
か

ら
、

知
恵

を
使

っ
て

や
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

何
か

基
準

み
た

い
な

も
の

も
ど

う
や

っ
て

い
く
の

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

①
「
ウ

　
大

型
M

IC
E
施

設
を

核
と

し
た

戦
略

的
な

M
IC

E
の

振
興

」
中

、
１

．
（
課

題
及

び
対

策
）
の

２
段

落
目

の
最

後
に

、
事

実
と

し
て

左
案

を
追

記

②
２

．
（
課

題
及

び
対

策
）
の

最
後

に
、

総
括

的
な

対
策

と
し

て
、

国
の

協
力

を
念

頭
に

左
案

を
追

記

2
5
5

3
4
5
1
-

4
5
2

－
－

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
意

見
】

　
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

に
つ

い
て

は
東

委
員

か
ら

も
あ

り
ま

し
た

が
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
の

成
果

の
と

こ
ろ

に
、

大
型

Ｍ
ＩＣ

Ｅ
施

設
の

検
討

に
関

し
て

も
う
少

し
踏

み
込

ん
だ

記
載

が
あ

っ
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
。

　
大

型
Ｍ

ＩＣ
Ｅ

施
設

の
整

備
に

向
け

て
の

今
の

現
状

が
な

か
な

か
伝

わ
り

き
れ

な
い

。
こ

れ
は

課
題

の
と

こ
ろ

に
も

か
か

わ
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

そ
こ

の
工

夫
が

必
要

で
は

な
い

か
。

来
年

ツ
ー

リ
ズ

ム
Ｅ

Ｘ
Ｐ

Ｏ
ジ

ャ
パ

ン
や

リ
ゾ

テ
ッ
ク

の
議

論
の

中
で

も
大

型
の

展
示

場
が

必
要

だ
と

い
う
議

論
が

ず
っ

と
出

て
い

る
た

め
。

同
上
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理
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結
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2
5
6

3 3 4

5
8
5

5
8
7

6
7
5

1
3

2
4 6

（
P

5
8
7
）

島
々

の
個

性
や

魅
力

を
生

か
し

た
着

地
型

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

に
つ

い
て

は
、

個
性

豊
か

な
伝

統
文

化
や

自
然

環
境

等
の

魅
力

を
生

か
し

た
観

光
を

推
進

し
、

滞
在

日
数

の
増

大
や

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
離

島
観

光
の

国
際

化
や

多
様

化
す

る
観

光
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

離
島

の
魅

力
あ

る
資

源
を

生
か

し
た

観
光

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

創
出

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
活

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

5
8
5
ペ

ー
ジ

に
書

か
れ

て
い

る
「
観

光
客

増
大

に
向

け
た

誘
客

活
動

」
は

、
言

い
換

え
れ

ば
量

の
拡

大
で

、
そ

れ
に

と
ど

ま
ら

な
い

質
の

向
上

が
課

題
で

あ
る

。
5
8
7
ペ

ー
ジ

に
書

か
れ

て
い

る
滞

在
日

数
を

長
く
す

る
と

か
、

１
人

当
た

り
の

消
費

額
を

増
や

し
て

い
く
と

い
う

の
は

非
常

に
重

要
な

ポ
イ

ン
ト

で
あ

る
。

島
別

の
入

域
観

光
客

数
、

宿
泊

能
力

、
観

光
客

の
滞

在
期

間
な

ど
、

宮
古

と
八

重
山

以
外

の
島

々
を

含
め

て
、

基
礎

的
な

デ
ー

タ
を

収
集

・
整

理
し

、
今

後
に

役
立

て
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
島

々
の

個
性

や
魅

力
を

生
か

し
た

着
地

型
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
と

い
う

と
こ

ろ
と

の
関

わ
り

で
重

要
な

要
件

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
5
8
7
(4

0
行

目
)に

「
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
」
、

「
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
」
、

「
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

」
の

文
言

を
加

え
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

ま
た

、
現

在
、

県
沖

縄
県

域
全

体
に

か
か

る
観

光
客

数
を

把
握

し
公

表
し

て
い

る
が

、
各

離
島

な
ど

地
域

ご
と

の
観

光
客

数
に

つ
い

て
は

把
握

で
き

て
い

な
い

。
基

本
的

に
は

各
離

島
ご

と
に

調
査

を
実

施
す

れ
ば

把
握

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
各

地
域

に
お

い
て

把
握

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
県

と
し

て
も

IC
T
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

て
地

域
ご

と
の

客
数

等
が

把
握

で
き

る
よ

う
検

討
し

て
い

き
た

い
。

2
5
7

3 3 4

4
3
1

5
9
5

6
8
2

4 1
4

2
7

－
－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

「
農

家
民

宿
」
あ

る
い

は
「
民

宿
・
民

泊
」

と
い

う
記

述
が

あ
り

、
「
教

育
民

泊
」
の

表
現

が
全

く
な

い
。

農
林

や
観

光
な

ど
、

分
野

に
よ

っ
て

使
い

方
が

あ
る

と
思

う
が

、
「
農

家
民

泊
」
と

「
教

育
民

泊
」
、

さ
ら

に
は

「
農

家
民

宿
」
と

「
民

宿
・
民

泊
」
な

ど
、

あ
い

ま
い

な
記

述
は

統
一

、
整

理
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

で
は

、
近

年
、

学
校

が
実

施
す

る
教

育
旅

行
に

お
い

て
民

泊
の

ニ
ー

ズ
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
受

入
体

制
の

質
的

向
上

を
図

る
た

め
、

平
成

2
9
年

度
に

「
教

育
旅

行
民

泊
取

扱
指

針
」
を

策
定

し
て

お
り

、
当

該
指

針
に

お
い

て
、

教
育

旅
行

で
利

用
さ

れ
る

民
泊

の
名

称
を

「
教

育
旅

行
民

泊
」
と

定
義

し
、

記
述

し
て

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。
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2
5
8

3 4

5
8
7

6
7
6

3
7

2
9

国
内

外
に

お
け

る
離

島
の

認
知

度
向

上
～

－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
技

術
の

活
用

に
よ

り
、

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
離

島
に

強
い

興
味

を
持

つ
ユ

ー
ザ

へ
の

訴
求

が
可

能
と

な
る

。

（
委

員
提

案
文

案
）

既
存

メ
デ

ィ
ア

広
告

に
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
活

用
す

る

【
原

文
の

と
お

り
】

既
存

事
業

に
お

い
て

も
、

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
技

術
を

活
用

し
た

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
明

確
に

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
も

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
手

法
の

一
つ

と
し

て
実

施
す

る
。

2
5
9

3 4

5
9
1

6
7
9

3
3

4
1

販
路

拡
大

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

活
動

支
援

～

－

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

Ｗ
ｅ
ｂ
ポ

ー
タ

ル
（
地

域
お

こ
し

協
力

隊
等

）
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

る
観

光
客

に
む

け
た

認
知

度
向

上
と

効
率

化

（
委

員
提

案
文

案
）

観
光

情
報

の
み

な
ら

ず
、

宿
泊

予
約

、
現

地
ツ

ア
ー

予
約

、
特

産
品

販
売

等
の

Ｗ
ｅ
ｂ
ポ

ー
タ

ル
整

備
に

よ
り

販
路

拡
大

を
図

る

【
原

文
の

と
お

り
】

県
に

お
い

て
は

、
「
B

e
,O

ki
n
aw

a」
や

「
お

き
な

わ
物

語
」
、

「
V

is
it
O

ki
n
aw

a」
な

ど
の

沖
縄

の
認

知
度

や
魅

力
向

上
を

図
る

た
め

の
H

P
を

開
設

し
て

い
る

他
、

S
N

S
等

を
活

用
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

て
い

る
。

2
6
0

4
6
7
5

1
2
-
1
5

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
の

本
島

周
辺

5
8
.6

％
、

宮
古

圏
域

6
0
.2

％
、

八
重

山
圏

域
5
9
.1

％
か

ら
平

成
2
7
年

度
に

本
島

周
辺

6
1
.2

％
、

宮
古

圏
域

6
2
.9

％
、

八
重

山
圏

域
6
2
.1

％
に

向
上

し
て

い
る

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
離

島
訪

問
者

の
満

足
度

（
「
大

変
満

足
」
の

比
率

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
1
年

度
の

本
島

周
辺

5
8
.6

％
、

宮
古

圏
域

6
0
.2

％
、

八
重

山
圏

域
5
9
.1

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

本
島

周
辺

4
1
.3

％
、

宮
古

圏
域

6
2
.9

％
、

八
重

山
圏

域
5
6
.7

％
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
1

4
6
7
5

3
6
-
3
7

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3
年

度
の

6
.0

％
 か

ら
平

成
2
9
年

度
に

8
.9

％
へ

向
上

し
て

お
り

、
目

標
値

の
達

成
に

向
け

て
着

実
に

前
進

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
は

、
宮

古
圏

域
が

平
成

2
3
年

度
の

6
.0

％
 か

ら
平

成
3
0
年

度
に

1
0
.2

％
と

向
上

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
2

4
6
7
5

3
7
-
4
1

一
方

で
本

島
周

辺
と

八
重

山
圏

域
は

、
観

光
客

数
が

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

県
内

全
域

へ
の

国
内

観
光

客
数

が
大

き
く

増
加

し
て

い
る

た
め

国
内

客
の

離
島

訪
問

率
と

し
て

は
低

下
し

て
お

り
、

本
島

周
辺

離
島

に
つ

い
て

は
平

成
2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

3
.9

％
、

八
重

山
圏

域
に

つ
い

て
は

平
成

2
3
年

度
の

1
4
.4

％
か

ら
平

成
2
9
年

度
に

1
3
.4

％
と

な
っ

て
い

る
。

一
方

で
本

島
周

辺
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

数
が

増
加

し
て

い
る

も
の

の
、

県
内

全
域

へ
の

国
内

観
光

客
数

が
大

き
く
増

加
し

て
い

る
た

め
国

内
客

の
離

島
訪

問
率

と
し

て
は

平
成

2
3
年

度
の

5
.3

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
に

4
.8

％
と

低
下

し
て

い
る

。
ま

た
八

重
山

圏
域

に
つ

い
て

は
平

成
2
3
年

度
の

訪
問

率
1
4
.4

％
か

ら
平

成
3
0
年

度
は

1
5
.9

％
と

な
っ

て
い

る
。

【
総

合
部

会
意

見
】

③
成

果
の

達
成

状
況

の
判

定
基

準
を

統
一

し
た

上
で

、
適

切
な

表
現

を
用

い
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
3

4
6
7
6

5
離

島
観

光
の

国
際

化
の

対
応

と
し

て
、

海
外

の
旅

行
博

に
お

け
る

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
や

チ
ャ

ー
タ

ー
ク

ル
ー

ズ
の

増
加

を
踏

ま
え

た
旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

離
島

観
光

の
国

際
化

の
対

応
と

し
て

、
香

港
、

韓
国

、
台

湾
等

、
海

外
の

旅
行

博
に

お
け

る
観

光
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
チ

ャ
ー

タ
ー

ク
ル

ー
ズ

の
増

加
を

踏
ま

え
た

旅
行

会
社

へ
の

セ
ー

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

等
を

実
施

し
た

。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

海
外

と
は

具
体

的
に

ど
こ

の
国

な
の

か
記

載
し

て
ほ

し
い

平
成

2
7
年

度
離

島
観

光
活

性
化

促
進

事
業

「
離

島
観

光
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
戦

略
事

業
」
で

示
さ

れ
て

い
た

、
受

け
入

れ
強

化
マ

ー
ケ

ッ
ト

と
リ
ン

ク
し

て
い

る
の

か
知

り
た

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

「
離

島
観

光
の

国
際

化
の

対
応

と
し

て
、

」
の

次
に

、
「
香

港
、

韓
国

、
台

湾
等

」
を

追
記

し
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
4

4
6
7
6

－

－
―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

公
害

に
関

す
る

記
載

が
な

い
た

め
追

加

一
部

地
域

で
は

入
域

観
光

客
数

の
増

加
に

よ
る

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
や

、
住

民
や

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
悪

影
響

な
ど

の
観

光
公

害
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

経
済

や
社

会
、

環
境

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

P
4
5
5
（
1
0
行

目
）
を

以
下

の
文

案
の

と
お

追
記

す
る

。
観

光
客

増
加

等
に

よ
り

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
離

島
の

み
な

ら
ず

、
県

全
域

共
通

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
圏

域
別

展
開

の
第

５
章

へ
の

記
載

は
行

わ
ず

、
第

３
章

「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

加
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
5

4
6
7
6

1
8

離
島

観
光

の
国

際
化

や
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
離

島
の

魅
力

あ
る

資
源

を
生

か
し

た
観

光
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
創

出
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る

―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

離
島

地
域

の
場

合
、

地
域

資
源

や
人

材
な

ど
を

急
激

に
増

や
す

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

「
国

際
化

」
「
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
応

」
す

る
こ

と
自

体
が

難
し

い
地

域
も

多
い

。
む

し
ろ

固
有

の
事

情
に

配
慮

し
た

規
制

や
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

必
要

な
地

域
も

多
い

た
め

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

創
出

の
先

に
、

受
け

入
れ

体
制

づ
く
り

に
取

り
組

む
べ

き
。

以
上

の
理

由
に

よ
り

、
以

下
の

文
案

と
し

て
は

ど
う
か

。
（
修

正
文

案
）

離
島

観
光

の
国

際
化

や
多

様
化

す
る

観
光

ニ
ー

ズ
に

対
し

て
、

島
々

が
持

つ
固

有
の

事
情

に
配

慮
し

た
受

け
入

れ
体

制
づ

く
り

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

該
当

箇
所

に
つ

い
て

は
、

原
文

の
ま

ま
と

す
る

。
各

離
島

の
事

情
に

配
慮

し
た

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
に

係
る

文
言

と
し

て
は

、
素

案
本

文
の

P
4
5
5
（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
と

お
り

文
案

を
追

記
す

る
。

（
追

記
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
6

4
6
7
6

3
0

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
観

光
客

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

県
外

に
お

い
て

認
知

度
が

低
い

小
規

模
離

島
に

つ
い

て
は

、
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

魅
力

を
活

か
し

た
誘

致
活

動
に

よ
る

観
光

客
の

増
加

及
び

観
光

客
一

人
当

た
り

の
消

費
額

の
増

加
に

向
け

た
重

点
的

な
支

援
が

必
要

で
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

現
状

で
は

認
知

度
の

低
い

小
規

模
離

島
の

す
べ

て
が

観
光

客
増

加
を

必
要

と
し

て
い

る
よ

う
に

捉
え

ら
れ

る
が

、
島

側
の

ニ
ー

ズ
や

許
容

に
配

慮
す

る
記

述
が

あ
っ

た
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
か

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

P
6
7
6
(3

0
行

目
)に

「
島

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
」
、

「
そ

れ
ぞ

れ
の

個
性

や
魅

力
を

活
か

し
た

誘
致

活
動

に
よ

る
」
、

「
及

び
観

光
客

一
人

当
た

り
の

消
費

額
の

増
加

」
の

文
言

を
加

え
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
6
7

4
6
7
6

3
4

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
ク

ル
ー

ズ
船

を
受

け
入

れ
て

い
る

石
垣

市
、

宮
古

島
市

に
お

い
て

は
、

経
済

効
果

を
波

及
さ

せ
る

た
め

の
周

辺
環

境
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

受
け

入
れ

体
制

強
化

に
向

け
た

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
ク

ル
ー

ズ
船

を
受

け
入

れ
て

い
る

石
垣

市
、

宮
古

島
市

に
お

い
て

は
、

経
済

効
果

を
地

域
社

会
へ

波
及

さ
せ

る
た

め
の

周
辺

環
境

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
受

け
入

れ
体

制
強

化
に

向
け

た
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

「
経

済
効

果
を

波
及

」
だ

け
で

は
主

語
が

あ
い

ま
い

な
た

め
、

「
地

域
社

会
」
と

い
う

主
語

を
補

い
た

い
。

ま
た

、
経

済
効

果
だ

け
で

は
な

く
、

懸
念

さ
れ

て
い

る
影

響
に

つ
い

て
も

加
え

た
い

。

（
委

員
提

案
文

案
）

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

回
数

の
増

加
に

伴
い

、
ク

ル
ー

ズ
船

を
受

け
入

れ
て

い
る

石
垣

市
、

宮
古

島
市

に
お

い
て

は
、

経
済

効
果

を
地

域
社

会
に

還
元

さ
せ

る
た

め
の

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
へ

の
影

響
に

配
慮

し
た

受
け

入
れ

体
制

強
化

に
向

け
た

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

「
地

域
社

会
へ

波
及

さ
せ

る
た

め
の

」
を

追
加

し
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

な
お

、
地

域
社

会
へ

の
影

響
に

配
慮

し
た

受
け

入
れ

体
制

強
化

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

は
、

本
文

の
P

4
5
5
（
1
0
行

目
）
以

下
の

と
お

り
文

案
を

追
記

す
る

。

（
追

記
文

案
）

「
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
や

観
光

協
会

等
か

ら
情

報
を

収
集

し
、

課
題

を
整

理
し

た
上

で
地

域
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
を

追
加

す
る

。

2
6
8

4
6
7
6

3
6

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

増
に

伴
う
外

国
人

観
光

客
の

増
加

に
よ

り
、

離
島

に
お

け
る

通
訳

案
内

士
の

ニ
ー

ズ
が

増
え

て
い

る
た

め
、

そ
の

育
成

・
確

保
の

た
め

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

 ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

増
に

伴
う
外

国
人

観
光

客
の

増
加

に
よ

り
、

離
島

に
お

け
る

通
訳

案
内

士
の

ニ
ー

ズ
が

増
え

て
い

る
た

め
、

そ
の

育
成

・
確

保
の

た
め

の
取

組
が

必
要

で
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

外
国

人
観

光
客

の
増

加
は

ク
ル

ー
ズ

船
に

限
ら

な
い

た
め

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
6
9

4
6
7
6

3
9

観
光

関
連

産
業

に
お

け
る

深
刻

な
人

手
不

足
に

つ
い

て
は

、
外

国
人

材
の

活
用

に
向

け
て

、
入

管
法

改
正

や
国

家
戦

略
特

区
を

含
め

た
国

の
制

度
改

革
を

的
確

に
捉

え
な

が
ら

、
受

入
れ

拡
大

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

関
連

産
業

に
お

け
る

深
刻

な
人

手
不

足
に

つ
い

て
は

、
観

光
関

連
産

業
全

体
で

の
業

務
効

率
や

職
場

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
現

場
管

理
や

組
織

運
営

を
担

っ
て

い
く
人

材
の

育
成

支
援

等
を

行
う
と

と
も

に
、

外
国

人
材

の
活

用
に

向
け

て
、

入
管

法
改

正
や

国
家

戦
略

特
区

を
含

め
た

国
の

制
度

改
革

を
的

確
に

捉
え

な
が

ら
、

受
入

れ
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

関
連

産
業

の
労

働
条

件
や

収
入

が
悪

く
な

け
れ

ば
人

手
不

足
は

起
こ

ら
ず

、
日

本
人

の
U

タ
ー

ン
者

や
移

住
者

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

。
伝

統
文

化
継

承
等

の
他

問
題

と
あ

わ
せ

て
考

え
て

も
優

先
す

る
べ

き
は

日
本

人
か

と
思

う
。

外
国

人
材

の
活

用
を

推
進

す
る

前
に

、
労

働
条

件
の

改
善

を
図

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

（
委

員
提

案
文

案
）

観
光

関
連

産
業

に
お

け
る

深
刻

な
人

手
不

足
に

つ
い

て
は

、
観

光
関

連
産

業
全

体
で

の
所

得
向

上
や

労
働

条
件

の
改

善
を

目
指

す
と

と
も

に
、

外
国

人
材

の
活

用
に

向
け

て
、

入
管

法
改

正
や

国
家

戦
略

特
区

を
含

め
た

国
の

制
度

改
革

を
的

確
に

捉
え

な
が

ら
、

受
入

れ
拡

大
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

「
観

光
関

連
産

業
全

体
で

の
業

務
効

率
や

職
場

環
境

の
改

善
を

図
る

た
め

、
現

場
管

理
や

組
織

運
営

を
担

っ
て

い
く
人

材
の

育
成

支
援

等
を

行
う
と

と
も

に
、

」
を

追
記

し
、

素
案

本
文

を
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
0

4
6
7
6

1
2
-
1
3

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
・
入

域
乗

船
客

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
3
回

か
ら

平
成

2
9
年

で
2
6
2
回

と
、

2
0
9
回

増
加

し
て

い
る

。

こ
れ

ら
の

取
組

な
ど

に
よ

り
、

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
・
入

域
乗

船
客

数
（
平

良
港

・
石

垣
港

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
3
年

の
5
3
回

か
ら

平
成

3
0
年

で
2
5
0
回

と
、

1
9
7
回

増
加

し
て

い
る

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
1

5
7
4
0

2
8
-
3
0

こ
れ

ら
な

ど
に

よ
り

、
平

良
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
3
年

の
５

回
か

ら
平

成
2
9
年

に
は

1
3
0
回

と
、

約
2
6

倍
に

増
加

し
た

。

こ
れ

ら
な

ど
に

よ
り

、
平

良
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
3
年

の
５

回
か

ら
平

成
3
0
年

に
は

1
4
3
回

に
増

加
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
2

5
7
4
0

3
0
-
3
1

宮
古

島
市

の
入

域
観

光
客

数
は

、
航

空
路

線
の

拡
充

な
ど

も
あ

り
、

平
成

2
3
年

度
の

3
3
.2

万
人

か
ら

平
成

2
9
年

度
に

は
9
8
.8

万
人

と
、

６
年

間
で

約
３

倍
に

増
加

し
た

。

宮
古

島
市

の
入

域
観

光
客

数
は

、
航

空
路

線
の

拡
充

な
ど

も
あ

り
、

平
成

2
3
年

度
の

3
3
.2

万
人

か
ら

平
成

3
0
年

度
に

は
1
1
4
.3

万
人

と
、

７
年

間
で

約
3
.4

倍
に

増
加

し
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
3

5
7
4
3

－

－
―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

公
害

に
関

す
る

記
載

が
な

い
た

め
、

7
5
3
頁

と
あ

わ
せ

た
記

述
を

追
加

し
た

い

ク
ル

ー
ズ

船
の

寄
港

数
の

増
加

等
に

よ
り

、
入

域
観

光
客

数
は

増
加

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

一
方

で
は

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
や

、
住

民
や

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
悪

影
響

な
ど

の
観

光
公

害
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

経
済

や
社

会
、

環
境

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。
ま

た
、

観
光

客
増

加
等

に
よ

り
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

離
島

の
み

な
ら

ず
、

県
全

域
共

通
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

圏
域

別
展

開
の

第
５

章
へ

の
記

載
は

行
わ

ず
、

第
３

章
「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

記
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
4

5
7
4
9

4
0
-
4
1

こ
れ

ら
な

ど
に

よ
り

、
石

垣
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
3
年

の
4
9
回

か
ら

平
成

2
9
年

に
は

1
3
2
回

に
増

加
し

た
。

こ
れ

ら
な

ど
に

よ
り

、
石

垣
港

に
お

け
る

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
は

、
平

成
2
3
年

の
4
9
回

か
ら

平
成

3
0
年

に
は

1
0
7
回

に
増

加
し

た
。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7
5

5
7
5
3

1
2

新
石

垣
空

港
の

開
港

等
に

よ
り

、
入

域
観

光
客

数
は

増
加

し
、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
て

い
る

が
、

一
方

で
は

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

環
境

容
量

の
考

え
も

念
頭

に
お

い
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

や
適

性
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

新
石

垣
空

港
の

開
港

や
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
数

の
増

加
等

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
増

加
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
一

方
で

は
自

然
環

境
へ

の
負

荷
の

増
大

も
懸

念
さ

れ
て

い
る

た
め

、
環

境
容

量
の

考
え

も
念

頭
に

お
い

た
配

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

を
や

適
正

利
用

の
ル

ー
ル

づ
く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

観
光

客
数

の
増

加
に

は
ク

ル
ー

ズ
船

も
寄

与
し

て
お

り
、

観
光

客
の

増
加

に
よ

る
負

荷
は

、
自

然
環

境
だ

け
で

な
く
、

住
民

生
活

で
も

顕
著

に
表

れ
て

い
る

た
め

文
章

を
補

完
。

「
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

や
適

性
利

用
の

ル
ー

ル
づ

く
り

」
だ

け
で

は
主

語
が

あ
い

ま
い

な
た

め
め

、
U

N
W

T
O

の
定

義
を

も
と

に
「
経

済
や

社
会

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

」
と

す
る

の
は

ど
う
か

（
委

員
提

案
文

案
）

新
石

垣
空

港
の

開
港

や
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
数

の
増

加
等

に
よ

り
、

入
域

観
光

客
数

は
増

加
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
が

、
一

方
で

は
自

然
環

境
へ

の
負

荷
の

増
大

や
、

住
民

や
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
悪

影
響

な
ど

の
観

光
公

害
も

懸
念

さ
れ

て
い

る
た

め
、

経
済

や
社

会
、

環
境

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
し

た
持

続
可

能
な

観
光

地
づ

く
り

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

文
頭

の
観

光
客

増
加

の
要

因
に

つ
い

て
は

、
「
ク

ル
ー

ズ
船

の
寄

港
数

の
増

加
等

」
を

加
え

、
素

案
本

文
を

左
案

の
と

お
り

修
正

す
る

。
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別
紙

１

番 号
章

頁
行

報
 
告

 
書

 
（

 
素

 
案

 
）

本
 
文

意
 
見

 
（

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
）

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

2
7
6

5
7
5
3

1
4

「
奄

美
大

島
、

徳
之

島
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

」
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

に
つ

い
て

は
、

登
録

に
向

け
て

、
希

少
種

保
護

や
外

来
種

対
策

、
持

続
可

能
な

観
光

管
理

、
地

域
と

の
協

働
に

よ
る

遺
産

管
理

な
ど

に
引

き
続

き
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

―

【
離

島
過

疎
地

域
振

興
部

会
意

見
】

世
界

遺
産

登
録

後
は

こ
れ

ま
で

よ
り

も
さ

ら
に

多
く
の

観
光

客
が

押
し

寄
せ

る
よ

う
な

状
況

を
想

定
す

べ
き

で
あ

る
。

そ
の

意
味

で
も

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

対
策

は
待

っ
た

な
し

で
あ

り
、

世
界

自
然

遺
産

登
録

の
対

象
地

区
以

外
に

つ
い

て
も

、
持

続
可

能
な

観
光

管
理

が
必

要
で

あ
る

。
と

り
わ

け
離

島
は

非
常

に
環

境
へ

の
負

荷
に

弱
い

。
離

島
地

域
の

持
続

可
能

な
観

光
管

理
は

重
大

な
課

題
で

あ
る

。
県

が
主

催
す

る
世

界
自

然
遺

産
候

補
地

地
域

連
絡

会
議

で
は

、
「
受

け
入

れ
可

能
な

来
訪

者
数

の
調

査
と

設
定

」
、

「
地

域
主

導
の

来
訪

者
管

理
体

制
」
、

「
環

境
負

荷
低

減
の

た
め

の
来

訪
者

負
担

金
」
、

「
観

光
関

連
産

業
が

地
域

社
会

に
貢

献
す

る
仕

組
み

」
と

い
う

４
つ

の
取

り
組

み
の

柱
が

出
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
、

ほ
か

の
離

島
で

も
検

討
す

べ
き

課
題

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
修

正
】

素
案

本
文

の
P

4
5
5
頁

（
1
0
行

目
）
に

以
下

の
文

案
を

追
記

す
る

。
な

お
、

観
光

客
増

加
等

に
よ

り
県

民
生

活
や

自
然

環
境

に
影

響
が

生
じ

る
諸

問
題

へ
の

対
応

に
つ

い
て

は
、

離
島

の
み

な
ら

ず
、

県
全

域
共

通
の

課
題

で
あ

る
た

め
、

圏
域

別
展

開
の

第
５

章
へ

の
記

載
は

行
わ

ず
、

第
３

章
「
基

本
施

策
の

推
進

に
よ

る
成

果
と

課
題

及
び

そ
の

対
策

」
の

「
世

界
水

準
の

観
光

リ
ゾ

ー
ト

地
の

形
成

」
の

課
題

と
整

理
す

る
。

な
お

、
圏

域
ご

と
の

課
題

に
つ

い
て

は
、

情
報

取
集

を
行

い
、

次
期

振
計

に
お

い
て

記
載

を
検

討
す

る
。

（
追

加
文

案
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
し

、
課

題
を

整
理

し
た

上
で

地
域

と
連

携
を

図
り

つ
つ

、
対

応
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
7
7

5
7
4
9

7
5
0

4
1
-
4
2

1
-
2

さ
ら

に
、

平
成

2
5
年

３
月

の
新

石
垣

空
港

の
供

用
開

始
に

よ
っ

て
県

外
直

行
便

の
増

便
や

機
材

の
大

型
化

が
進

ん
だ

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

八
重

山
の

入
域

観
光

客
数

は
、

平
成

2
3
年

度
の

6
4
.8

万
人

か
ら

平
成

2
9

年
度

に
は

1
3
6
.3

万
人

と
、

約
2
.1

倍
に

増
加

し
た

。

さ
ら

に
、

平
成

2
5
年

３
月

の
新

石
垣

空
港

の
供

用
開

始
に

よ
っ

て
県

外
直

行
便

の
増

便
や

機
材

の
大

型
化

が
進

ん
だ

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

八
重

山
の

入
域

観
光

客
数

は
、

平
成

2
3
年

度
の

6
4
.8

万
人

か
ら

平
成

3
0

年
度

に
は

1
4
2
.0

万
人

と
、

約
2
.2

倍
に

増
加

し
た

。

【
総

合
部

会
意

見
】

①
現

状
値

を
最

新
値

に
更

新
す

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

文
化

し
ま

く
ぅ
ば

の
普

及
に

つ
い

て

（
問

題
）

「
し

ま
く
と

ぅ
ば

」
普

及
計

画
に

基
づ

き
、

様
々

な
取

組
を

行
っ

て
い

る
が

、
し

ま
く
と

ぅ
ば

を
挨

拶
程

度
以

上
話

す
人

の
割

合
は

伸
び

悩
ん

で
い

る
。

（
課

題
）

し
ま

く
と

ぅ
ば

を
聞

く
機

会
や

話
す

機
会

を
増

や
す

な
ど

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

保
存

・
普

及
・

継
承

に
向

け
た

取
組

が
必

要
で

あ
る

。

健
康

長
寿

・
保

健
医

療
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

に
つ

い
て

（
問

題
）

２
０

代
か

ら
4
0
代

の
若

い
世

代
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
が

低
く
、

ま
た

、
運

動
を

す
る

人
と

全
く
し

な
い

人
の

二
極

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
に

あ
る

。
（
課

題
）

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
は

じ
め

と
し

た
地

域
ス

ポ
ー

ツ
環

境
を

充
実

さ
せ

、
県

民
の

運
動

・
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

機
会

創
出

を
図

り
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

社
会

を
実

現
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

交
流

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

数
で

は
な

く
、

ア
ン

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

に
つ

い
て

（
問

題
）

国
際

交
流

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
海

外
在

住
の

県
系

人
の

世
代

交
代

が
進

む
中

、
若

者
の

県
人

会
活

動
等

へ
の

参
加

が
減

少
傾

向
に

あ
る

な
ど

、
ウ

チ
ナ

ー
ン

チ
ュ

と
し

て
の

意
識

、
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
ー

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

（
課

題
）

ウ
チ

ナ
ー

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
担

う
次

世
代

育
成

の
た

め
の

各
事

業
間

の
連

携
の

ほ
か

、
海

外
在

住
の

県
系

人
な

ど
世

界
ウ

チ
ナ

ー
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

継
承

・
拡

大
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

観
光

産
業

振
興

空
手

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

振
興

に
つ

い
て

（
問

題
）

武
道

ツ
ー

リ
ズ

ム
が

全
国

的
に

注
目

さ
れ

て
い

る
が

、
専

門
ガ

イ
ド

の
育

成
や

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

な
ど

の
空

手
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
つ

い
て

振
興

が
遅

れ
て

い
る

。
（
課

題
）

空
手

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

振
興

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

重
要

性
を

増
し

た
課

題
及

び
新

た
に

生
じ

た
課

題
の

一
覧

（
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
）

　
①

 重
 要

 性
 を

 増
 し

 た
 課

 題
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別
紙

２

分
　

　
野

課
　

　
題

　
　

の
　

　
内

　
　

容
課

　
題

　
設

　
定

　
の

　
考

　
え

　
方

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）

の
関

連
箇

所
備

　
　

考

観
光

産
業

振
興

島
単

位
の

実
態

把
握

に
つ

い
て

（
問

題
）

離
島

ご
と

に
ど

の
よ

う
な

観
光

が
望

ま
し

い
の

か
を

考
え

る
こ

と
が

難
し

い
状

況
に

あ
る

。
（
課

題
）

観
光

客
数

、
観

光
収

入
な

ど
、

島
単

位
で

実
態

を
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

。

観
光

産
業

振
興

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
に

お
け

る
良

質
な

観
光

を
確

保
す

る
「
観

光
管

理
」
に

つ
い

て

（
問

題
）

ク
ル

ー
ズ

船
の

増
加

に
つ

い
て

の
総

合
的

な
分

析
や

評
価

、
寄

港
地

周
辺

の
経

済
効

果
と

併
せ

て
、

良
質

な
観

光
を

確
保

す
る

「
観

光
管

理
」
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

（
課

題
）

ク
ル

ー
ズ

船
の

増
加

に
つ

い
て

の
総

合
的

な
分

析
や

評
価

、
寄

港
地

周
辺

の
経

済
効

果
と

併
せ

て
、

良
質

な
観

光
を

確
保

す
る

「
観

光
管

理
」
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

観
光

産
業

振
興

入
域

観
光

客
の

増
加

に
よ

り
生

じ
る

諸
問

題
へ

の
対

応
に

つ
い

て

（
問

題
）

一
部

地
域

で
は

入
域

観
光

客
数

の
増

加
に

よ
る

自
然

環
境

へ
の

負
荷

の
増

大
や

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

た
め

、
経

済
や

社
会

、
環

境
へ

の
影

響
に

十
分

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
観

光
地

づ
く
り

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
（
課

題
）

県
民

生
活

や
自

然
環

境
に

影
響

が
生

じ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

や
観

光
協

会
等

か
ら

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

持
続

可
能

な
開

発
目

標
で

あ
る

S
D

G
sや

観
光

目
的

税
の

導
入

に
向

け
た

取
り

組
み

の
ほ

か
、

沖
縄

観
光

の
現

状
を

示
す

観
光

統
計

の
強

化
等

を
通

じ
て

、
課

題
を

整
理

し
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自由意見の一覧（文化観光スポーツ部会）

【文化】

１ 観光訪問地選択における重要な要素は、有形無形の文化財

の質と量である。県内41市町村の有形無形の文化財、祭り行

事、風景、地域習慣の再発見と物語を編み出していくストー

リー化を図り、交流を促すとともに、地域住民の誇りを数多

く創りあげていく必要がある。

２ 文化の担い手育成は基幹産業である観光に大変重要であ

る。伝統文化継承者認定制度等により伝統文化継承活動を働

きながら図れる社会環境を目指す必要がある。

３ 総点検報告書（素案）「P50〈県民意識調査〉質問項目：県

民が文化芸術にふれる機会が増加していること」について、1

0年後の後々を考えるために、この調査結果に年齢別も載せる

必要がある。

４ 総点検報告書（素案）Ｐ49にしまくとぅばの記載がある

が、しまくとぅばといっても、地域ごとに方言がある。そう

いったものは、どこで触れあえるのか、例えば地域に戻った

場合に、そういった場所があるのか。何らかの基準を示す必

要がある。

５ 芸能関係は、例えば伝統組踊保存会では高齢の方々が伝承

者として認められているが、高齢のため舞台に立つチャンス

がなかなかない。素晴らしい演技をどう継承していけるのか

を考えていかなければならない。
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６ 県立芸術大学がキャリア支援をかなり充実させている点は

高く評価できるが、本来アートを目指している人たちが、就

職だけではなく、自分で起業するなど、自分自身のセルフマ

ネジメントを行う必要がある。

７ 県立芸術大学の就職率が上がることも大変重要なことだ

が、それぞれのアートに携わる皆さんが起業することも大切

である。全ての人材の面倒を見ることは難しいが、例えば理

解のある企業には県が認定をする（パトロン企業にステッカ

ーをあげるなど）とか、国税だと難しいかもしれないが、県

の法人事業税等の軽減など、具体的な取り組みが必要であ

る。

８ しまくとぅばに関してもさまざまな取り組みがなされてい

るが、日常生活で私たちはしまくとぅばに触れる機会が大変

少なくなっている。イベント的に月に１回とか年に１回しま

くとぅばに触れるよりは、日常生活の中で自然に身について

いくような取組が必要である。

９ 空手はグッドコンテンツになる可能性がある。ターゲット

を絞ってマーケティング戦略に取り組む必要がある。

10 伝統文化の後継者不足については、舞踊だけではなく県内

の空手道場も同様である。道場主の高齢化もあり、次世代を

どうするか、ただ道場を運営するのではなく、今のニーズに

合った運営の仕方が必要である。

11 舞踊も空手の道場運営も一緒だと思うが、どのようにいい

ものを売っていくか、次世代の道場の経営をどうするのか、

こちらの支援を県で取り組む必要がある。
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12 しまくとぅばに関していくと、日常的に使っていくとい

う、具体的に啓発していくアクション・指標が必要である。

13 県立博物館・美術館の実績が50万4,000人で、50万人の目標

達成となっているが、首里城が200万人以上、美ら海水族館だ

と500万人以上で、この10年の沖縄観光の大きな伸びとを考え

れると、100万人を超えて初めて目標達成と言えるのではない

か。もともとの目標の設定がどうだったのかを検証していく

必要がある。

14 地域通訳案内士の育成を行っているが、観光や文化の振興

には、企業やプロだけでなく、県民をどう関わらせるかが重

要である。県民向けの講習とか、県民が文化を理解して観光

客に伝える、プロだけに任せない取組が必要である。

15 海外からの修学旅行に関して、県内の学校との交流も重要

だが、沖縄にはすばらしい文化があって、その文化をコアに

した修学旅行、沖縄が誇るものを中心としたプログラムを展

開していく必要がある。

16 空手のイベントの持ち方に工夫が必要である。空手家だけ

ではなく、健康のためにやっている方もいる。沖縄の文化な

どに魅力を感じて沖縄にくる方も空手界の中にはいる。県立

武道館で演武会をしても、自分たちの子どもが終わったら親

は帰ってしまっている。そういう意味では、楽しい参加型の

イベントに取り組む必要がある。

17 那覇空港の第２滑走路の供用開始を見据え、欧州等からの

航空路線網を更に拡充し、それらをうまく有効活用して、も

っと世界に空手をアピールする必要がある。
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18 沖縄空手の次世代を担う指導者・後継者の育成も重要だ

が、更に重要なのは一般空手家の人口増加で、弟子がいない

と指導者はいらない。沖縄には空手道場が400あるが、なぜ道

場には人が少ないのか、リサーチして対処する必要がある。

19 空手案内センターは海外向けとして設置された組織と思わ

れているのか、県民の理解度・認知度が低いからなのか、空

手家も含めて案内センターにほとんど来ない。もっと県内空

手界との連携、ネットワークを作る必要がある。

20 空手には色々なニーズがあると思う。セミナーやイベント

の持ち方も含め、誰のために、何を求めているかをもっとリ

サーチすべき。ただ、イベントをやるのではなくて、空手家

以外の一般県民にも見せるために、演武の持ち方や何を見せ

るかなど、もっと検討する必要がある。

21 海外に芸能団体を派遣しているが、交流ではなく、沖縄の

伝統芸能を紹介することになっていないか。沖縄の文化を理

解してもらうことはいいことだが、片肺呼吸にならないよ

う、文化交流のあり方を検討する必要がある

22 学校教育の中で空手をもっと取り入れて、たくさんの子ど

もたちに指導をして、裾野が広がる取組を行う必要がある。

23 世界１億3,000万人の愛好家の皆さんは空手に対する思いが

大きい。ウチナーンチュのネットワークがうまく活用されて

いるのに、まだ空手のネットワークはうまく使われていな

い。今後のユネスコ登録に向けて、世界の空手家からも応援

をもらえるようネットワークづくりが必要である。
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24 首里城というシンボル、アイコンみたいな、実際に目に見

えるもの、触れることができたものが失われてしまった。

でも、沖縄の有形・無形の文化は、それぞれの心の中にあ

る。琉球王国時代の文化はそれぞれの体に交ざり、気持ちの

中に今も生き続けている。

それらを見える化していく、首里城が再建されるまでの

間、私たちの中にある琉球王国時代から脈々と受け継がれて

きた目に見えないものを含めて、どうやって外の人たちと一

緒に感じていくかが重要である。

25 これまでも行政のサポートがあってここまで発展してき

た。これからはより一層、県民の気持ちが強くなる。行政と

して、これまでやってきた施策の成果で、今の文化があるこ

とを、首里城が再建されるまでの間、サポートしていく必要

がある。

26 首里城の焼失は想定外だった。でもマーケットから見み

と、改めて姿なき首里城が新たな意味を持ち始めている。多

くのお見舞いと、心からの連携が寄せられている。今後、文

化財、文化観光のあり方は、とても重要な部分。ここに書か

れていない部分を、これから文言をどんどん付け加えていく

必要がある。

27 首里城について、30年前を思い起こしてみると、ツアーに

は守礼の門を見る行程が入っていた。そこに立ち返ると、観

光としての行程には、まず首里城に代わるものはない。代わ

りのものを入れてもお客さまは満足しない。これから必ず復

興していく、必ずさせないといけない。守礼の門で写真を撮

る、そこで首里城の歴史を聞く形の行程を、今後、復興まで

の過程で取り組んでいく必要がある。
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28 観光に関わっている方々は、首里城を全部見てお客様を案

内するが、県民は正殿に入ったことがない方も多かった。首

里城が焼失して初めて自分ごととして首里城を捉えて、必ず

復興させたい気持ちで一つになっている。県民が一つになっ

て復興をしていければいいと思う。それらを県内外、海外も

含めて発信していけば首里城は必ず復興、復建できる。

29 首里城について、今回のキーワードはセレブレーション・

オブ・ライフ、ウチナーグチで言えばヌチヌグスージサビラ

(命のお祝いをしましょう)。小那覇舞天がそれを言ったとき

に、周りの人たちから笑われて、むしろ怒られて、人が死ん

だというのに命をお祝いしようとは何事だと言われたといい

ます。今となっては、それはすごいウチナーンチュのスピリ

ッツを体現した言葉となっている。

組踊上演300年の節目は今年しかない。首里城が焼け落ちた

ならば、焼け落ちた首里城を背にしてでも300年をお祝いする

べきだと、それを50年、100年後の人たちが写真で見たときに

「そういう時代でやっていたんだね」と語られることがある

かもしれない。

いろいろと規制はあるが、逆境に強い沖縄魂というのは、

今回の首里城から学んだこと。そして、復興ツーリズムが3.1

1以降にありましたが、ぜひ観光分野でも、ありのままの姿の

沖縄を見せていく、一緒になって築城ツーリズムや再建ツー

リズム、もっといえば琉球ルネサンスツアーでもいい。これ

を機にもう一回ウチナーンチュの思いというものを、ルネサ

ンスを迎えていくのだと、逆転の発想で生きていくのがウチ

ナーンチュらしい。

今、子供が舞台で国頭(クンジャン)サバクイを踊ったりす

る。国頭サバクイは首里城築城の歌で、今まで当たり前に踊

っていた踊りというものがリアルに今は感じられる。ヤンバ

ルの木を切り倒して持って来る。「これはウゼモク(御材木)

だよ」と、歌詞も含めて生きた学び、教育をここから得てい
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かないといけない。本当に消失感、喪失感だけでいるといつ

か舞天に笑われてしまうのではないかと思っている。なの

で、文化の住人としては、そういう情熱で、20年、30年かか

ろうが、みんなで一緒に首里城築城を体験していくような人

生に今、立ち会えて逆によかったなと思う。

【健康長寿・保健医療】

１ スポーツの実施率が低く、子どもたちの体力も二極化して

いる。大事なことは、運動しようよと言ってあげる指導者が

必要であること。沖縄が安全・安心でみんなが健康になるベ

ースとなる指導者の育成について具体的な対策が必要があ

る。

【交流】

１ ウチナーネットワークの目標値は達成できていないが、ア

イデンティティが強化され、ネットワークが作られているな

ら、十分県民は評価するのではないか。質と量の部分のバラ

ンスがとれた説明をしていく必要がある。

２ 海外からの修学旅行は異文化体験・理解のいい機会であ

る。文化観光スポーツ部と教育庁で、国際理解教育や開発教

育に取り組んでいるが、先生を育て、修学旅行に単に来るだ

けでなく、来てもらったら、先生と子どもたちにとっていい

機会になるよう、取組を進めていく必要がある。

【観光産業振興】

１ スポーツコンベンションの県内参加者数は、平成29年の時

点で令和３年度の目標値を超え、非常にいい成果を出してい

る。スポーツコミッション沖縄を作り、県外から人を呼び込

んで、経済の活性化を起こすアウター政策がうまくいってい

る。一方で、スポーツ実施率や総合順位などは低い状況にあ

る。今後、インナー政策が必要である。
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２ 芝生管理の専門的知識を有する人材を育成し、グラウンド

芝生環境の向上を図るなどした取組については、人材育成が

実を結んだ一つの事例だと思う。こういった成功事例を大き

くクローズアップして、光を当てていくことが必要である。

３ ナイトコンテンツについて海外の方、県民の方が一緒に楽

しめるような、文化観光を推奨できる施設が必要である。

４ 観光地形成促進地域については、大観光時代を迎える中、

県内資本のホテルの経営の強化を図る意味で、ホテルの新設

やリノベーションを投資減税の控除対象とする必要がある。

５ 世界に通用する観光人材の「育成」については、特にホテ

ルの現場では、世界に通用する観光人材を「誘致」し、優秀

な外国人材を採用していく時代に変わっている。国の施策の

特定技能１号が始まっており、マルチタスク化はかなり実現

している。ぜひ新たな取り組み、ひとつの指標として取り組

む必要がある。

６ 海外からの修学旅行については、海外の学校は沖縄県内の

学校との交流を望んでいる。交流先を探すのが大変であるこ

とから。早め早めに日程を決めて交流先を探す必要がある。

７ 海外からの修学旅行については、全国的に見ると沖縄は徐

々に増えてきているが、一部の学校の非常に意欲的な先生方

に頼っている。組織的に県の教育庁や各市町村の教育委員会

等と連携し、観光の効果としての異文化理解について学校側

に説明する必要がある。

８ タクシー等の乗務員は人手不足だが、語学力のあるドライ

バーは給料も高くなる。そういった面での支援が必要であ

る。
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９ 産業間連携の強化において、観光客一人当たりの土産品購

入費と宿泊業における県産品利用状況が進展遅れとなってい

る。滞在日数を大きく伸ばすのは現実的にはなかなか難しい

が、この部分は少しずつ改善できる見込みがある。これまで

は物産公社などを通じて、農林水産業との連携は行われてき

たが、文化や空手の分野を含めた消費額の向上に取り組む必

要がある。

10 観光土産、観光製造業という観点はとても重要である。土

産の約７割は本土産で、沖縄の土産屋さんの多くが仕入れ屋

となっており、県のGDP、県民所得も含めて上げていくために

は、沖縄でつくって、自分たちで販路を拡大していく必要が

ある。

11 空手を含めたスポーツが盛り上がっている。武道ツーリズ

ムやスポーツツーリズムが沖縄の１つの基幹産業として重要

となる。今後、サッカースタジアムやアリーナを最大限活用

したプロモーションやプロスポーツの振興が必要である。

12 武道ツーリズムが全国で注目されている。空手振興課と観

光振興課の連携も含め、空手ツーリズム的な指標を加える必

要がある。

13 今はどの国で、いつごろ「空手」と入力されているか、デ

ータを取ることができる。そういうデータを取って、タイム

リーに情報を発信する必要がある。

14 空手というキーワードは世界から結構多く検索されてい

る。世界に向けて、誰にどう発信していくか、紙ベース、写

真ベース、動画ベースの組み合わせ、発信力が今問われてい

る。あとは解説。知らない人、知っている人それぞれに向け

た発信の強化を行う必要がある。
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15 空手の世界だけで自主財源をいかにつくれるかを考える必

要がある。変えてならないものは、変えてはならないものと

ありながらも、周りでどうそれをいい意味で遊んでいくか。

「空手関連産業」という表記の仕方を含めて検討する必要が

ある。

16 フリーWi-Fiの普及率、キャッシュレスに対応した観光施設

の改善が一向に進んでいない。沖縄県を挙げて普及率にとり

かかる必要がある。

17 台風接近や警報発令の広報マイクでは日本語だけの対応と

なっており、非常時に外国人への告知が成されていない。英

語・中国語・韓国語の対応が必要である。

18 離島毎にどのような観光が望ましいのかを考えていくた

め、観光客数、観光収入、滞在期間など、島単位で実態を把

握し、部局を超えてデータを共有する必要がある。

19 県外において認知度が低い小規模離島については、観光客

の増加に向けた重点的な支援が必要である。また、近年離島

への旅行形態が、パッケージ旅行・団体旅行よりも個人旅行

・フリープランが主体となっていことを踏まえ、それに対応

した離島観光の魅力発信、旅行商品造成に取り組む必要があ

る。

20 寄港回数の増加だけを指標としている目標値の設定にはい

ささか違和感がある。寄港地の利益に結びつかないもの、激

安のツアー料金で募集をかけた買い物ツアー、中には悪質な

囲い込みツアーの類も東南アジアなどで行われており、クル

ーズ船の寄港に規制や制限をかける都市や地域がいくつも現

れてきている。ただ増やしていくという目標の設定ではな
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く、クルーズ船についての総合的な分析や評価、寄港地周辺

の経済効果と併せて、良質な観光を確保する「観光管理」の

必要がある。

21 離島で外国人の受入拡大に向けた取り組みを推進する場合

は、宿泊業の技能測定試験、日本語能力試験の２つに合格し

た人材を受け入れることになる。その場合、適切な雇用契

約、適正な受入機関、支援体制、支援計画、そのほか、外国

人の受け入れに伴う生活・住宅・言葉のサポートも含めて条

件を整える必要がある。

22 国内客離島訪問者の満足度の上昇は、国内客の離島訪問率

とは必ずしも比例していないと思われる。そのため、国内客

の離島訪問率を上昇させる、あるいは、着地型観光客数の増

加に向けた、より精度の高い指標の作成について、検討する

必要がある。

23 これからは観光管理計画や観光地経営など、地域主体、離

島主体の観光を支えるような人材の育成が重要である。行政

と民間が連携した取組体制を強化に向けては、サービスの提

供だけではなく、地域主体の離島観光を支える人材の育成に

ついても、行政と民間の連携が必要である。

24 キャッシュレスが当たり前の外国人に対応しつつ、セキュ

リティ強化に努める必要がある。

25 沖縄県のプロの通訳者登録は数名に過ぎず、国際会議には

県外から誘致せざるを得ない状況である。基地内大学で学ぶ

学生は、プロの通訳者と成る得る可能性がある。プロ通訳の

目標数値の設定や、沖縄県が開催する国際会議への参加の機

会を設ける必要がある。
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26 観光の世界は、日々、マーケットが多様化していて、常に

アップデートされている。来年には新たな課題や新たなテー

マが生まれ、常に対応型のアップデートが行われている。そ

れらに柔軟に対応できるような県の姿勢が必要である。計画

に捉われることなく、戦略を変える、バージョンアップをし

なければならない。その辺の対応ができる連携が必要とな

る。

【全分野】

１ 県の観光入域者数が伸びれば県のGDPも伸びる。観光が伸び

て県のGDPと県民所得が伸びなかったら、それは基幹産業とは

言えない。入域者数・観光収入と県GDPと県民所得の比較が可

能な指標について検討する必要がある。

２ 今後の沖縄振興の基本的な考え方の６項目の中の５番目

に、SDGｓについての新しい視点が入っている。グローバル化

の進展や第4次産業革命の進展を産業の振興に生かす記載もあ

る。IoTやAIの進展によって、国民、世界を含めライフスタイ

ルが変わると言われており、これらは、従来の海洋島嶼、米

軍基地、人口減少と匹敵するぐらいの社会変化だと言える。

よって、産業振興の視点だけではなく、次の沖縄振興の方向

性は、教育にも福祉にも医療にもどう生かすかといった視点

を考える必要がある。

３ 総点検は、次期振計のためにやっていると思う。今、世の

中の変化が激しく、企業では３年間の事業計画がつくれない

状態。経営コンサルタントに行っても、事業計画をつくるこ

と自体が間違っていると言う人もいる。10年前に策定された2

1世紀ビジョン、総点検は無駄にならないと思うが、次にどう

つなげるかを常に意識して点検して行く必要がある。

-101-



４ 100点で達成したものであっても、次期振計には載せないも

のや、もっと高度化しないといけないもの、自走させてしま

って外していくものもある。また進展遅れの部分も、もう１

回チャレンジして次の10年で本物にしていくものもある。時

代の要請にそぐわなかったので、もうやめましょうというも

のも出てくると思う。達成したかどうか、次につなげるかど

うかは、別問題だと認識しないといけない。そういう意味で

は俯瞰的な目で見ていく必要がある。

５ ６次振計ではSDGsやSociety 5.0、またはデジタルの部分が

たくさん出てくる。第５次の部分での断捨離で捨てていく部

分を考える必要がある。

６ 次の振計に向けては、量から質へ、量と質のバランスを考

えたときに、やはり質を意識した指標が、定性的な意味合い

を含んだ指標が、目標値にしっかり見える必要がある。ま

た、これまでになかった満足度など、全く別の指標がこれか

らは必要である。

７ この計画が何のためにあるかというところで言うと、沖縄

県民が幸せになるためであり、幸せが向こう10年、または30

年後、50年後、我々の子孫たちがどういうふうに幸せに暮ら

しているのかを忘れないで考える必要がある。

８ ケアンズ市に行くとアプリ型で日本人で読めるよう多言語

化されている。沖縄21世紀ビジョンの計画もアプリやタブレ

ットで気軽に見れるようにする必要がある。
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９ 首里城の火災に対して審議会としてコメントを出すことは

とても大事だと考える。21世紀ビジョンの中では、首里城は

沖縄の文化の象徴、シンボルとして様々な施策が行われてい

る。今、改めて首里城の意義を確認し、首里城の再建に向け

て文化観光スポーツ部会としても、重要なテーマになると明

確に打ち出す必要がある。

10 首里城が消失した今、21世紀ビジョンの中で、大きなビジ

ョン・事業計画をしっかりと打ち立てていく必要がある。

来年の2020年、21世紀ビジョン基本計画の点検が終わって

次のステップに進む。2021年のウチナーンチュ大会、2022年

の復帰50周年と国民文化祭を考えるとき、特にウチナーンチ

ュ大会においては、首里城との関わりを大きなテーマとして

海外の方々が沖縄に来ることになるのではないか。

首里城の再建復興が、戦後の復興のように、ハワイから豚

を送ってくれたように、本当の意味で、もう一回芯の通っ

た、県民が誰でも見るような、万国津梁の鐘の銘文のような

シンボリックなものが必要である。
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